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は し が き

八尾市は、大阪府の中央部東に位置 し、西は上町台地、東は生駒山地、南は羽曳野丘陵に

囲まれた山麓 ・丘陵先端から平野部 にかけて立地 しています。山麓や丘陵先端部には、古く

は旧石器時代に遡 り得 る人々の生活の痕跡が点在 しています。また、平野部では旧大和川水

系の河川が運び続 ける土砂が厚 く堆積 しており、その中に弥生時代以降の生活の跡が連綿 と

積み重なっています。

このような先人達の残 した埋蔵文化財(遺 産)は 、市民が共有すべき財産であ ります。 しか

し、市民生活の利便性や豊かさを追求するための開発は、一方ではこのような共有の財産を

破壊す ることにな ります。そこで私 どもは、開発によって壊 される埋蔵文化財について事前

に発掘調査を行い、記録保存 ・研究に努めているところであります。

本書は、昭和59年 度に実施 しま した共同住宅建設に伴 う発掘調査の報告であります。この

調査では、弥生時代中期以降、奈良時代に至るまでの遺構や遺物が検出されま した。なかで

も特筆すべき遺構には、弥生時代後期の遺物が大量に出土 した溝や奈良時代末期～平安時代

初頭の土器 とともに銅銭 『神功開寳』が出土 した井戸があ ります。これ らの遺構は同時期の生

活を知る上で貴重な資料であります。

本書が八尾市の歴史のみな らず中河内地域の地域史、ひいては日本史解明の一助 となれば

幸いに存 じます。

最後になりましたが、調査に際 しまして、事業者ならびに関係各機関の方々に、多 くのご

協力をいただきましたことを心か ら厚 く御礼申し上げます。

平成25年10A

公益財団法人八尾市文化財調査研究会

理事長 西 浦 昭 夫



例 言

1.本 書は、大阪府八尾市志紀町南二丁 目74、75-1、76で 実施 した共 同住宅建設 に伴 う発掘調

査の報告書である。

1.本 書で報告す る弓削遺跡第1次 調査(YGE84-1)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

指示書に基づ き財団法人八尾市文化財調査研究会が申請者か ら委託 を受けて実施 した もので

ある。

1.現 地調査は昭和59年4月2目 ～同年7月27日 にかけて西村公助を担当者 として実施 した。

調査面積 は1260㎡ を測る。なお、調査においては相松 隆、麻 田 優 、太 田修司、北尾耕三、

米野成幸、笹井伸彦、多田 謙、徳谷貢正、中野健太郎、中野龍介、西森忠幸、前 田芳継、

森 山健一、山西嘉彦が参加 した。

1.本 書に関わる業務 は、遺物実測一市森千恵子、伊藤静江、岩沢玲子、北原清子、坂 田典彦、

徳谷 尚子、中西明美、西岡千恵子、西村和子、樋 口 薫、古川晴久、宮崎寛子、村井俊子、

村 田知子、森本 めぐみ、山内千惠子、遺物観察表 一西村公助 、原 田昌則、小野聡美、図面 レ

イア ウ ト・トレースー西村公助、原 田、 山内が行った。本書の執筆 ・編集 は西村公助、原 田

が行い、執筆分担 は目次末に記 した。

1.本 書作成 に際 して以下の方々からご教示を賜った。記 して感謝の意 を表 します。

杉本厚典、高野陽子、田中元浩、野島 稔、肥後弘幸、森 岡秀人(五 十音順 敬称略)

1.調 査に際 しては、写真 ・実測図の記録を作成 した。 これ らの記録や 出土遺物 は八尾市立埋蔵

文化財調査センターで保管 しているので、各方面での幅広い活用を希望する。

凡 例

1.本 書掲載の地図は,大 阪府八尾市役所発行の2,500分 の1地 形図(平 成8年7月 発行)・ 人尾市

教育委員会発行の 『八尾市埋蔵文化財分布図』(平 成24年 度版)を もとに作成 した。

1.本 書で用いた標高の基準は東京湾標準潮位(T.P.)で ある。

1.本 書で用いた方位 は、磁北及び 日本測地系(第IV系)座 標北 を示 している。

1.遺 構は下記の略号で示 した。

井戸一SE土 坑一SK溝 一SD小 穴 ・柱 穴一SP

1.遺 物図面の縮尺は、一部の1/8と1/10を 除き1/4に 統一 した。

1.遺 物実測図の断面表示は、須恵器が黒、瓦が斜線で、その他 を白とした。

1.出 土遺物の うち土・器の土色にっいては 『新版標準土色帖』1997年 後期版 農林水産省農林水

産技術会議事務局 ・財団法人 日本色彩研究所色票監修 を使用 した。

1.土 器の形式 ・編年および出土例な どの参考 とした文献 については、79～80頁 に提示 した。
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第1章 は じめに

弓削遺跡は、大阪府八尾市の南東部 に位置す る。現在 の行政区画では、志紀町南二丁 目 ・四丁

目 ・弓削町三丁 目 ・弓削町南三丁 目の一部にあた り、東西約0.5㎞ 、南北0.7㎞ の範囲に広がる

弥生時代 中期以降の複合遺跡である。

地理的には、東 を生駒山地、南を羽曳野丘陵、西 を上町台地、北を淀川 に囲まれた河内平野の

南東部に位置する。本遺跡範囲の東部 には、奈 良県の大和盆地内の中小河川な らびに金剛 ・葛城

山地 を源 とす る石川を集約 した旧大和川 の本流である長瀬川が南東か ら北西方向に流れている。

当遺跡 は、この長瀬川左岸の自然堤防か ら西方に広がる後背湿地に所在す る。

当遺跡の周辺には、長瀬川を挟んで北東側 に東弓削遺跡、北西側には志紀遺跡、田井 中遺跡、

木の本遺跡があり、南側には本郷遺跡(柏 原市)が 隣接 している他 、遺跡東部の長瀬川左岸の 自然

堤防上には奈良街道が通 る。この街道は、難波 と大和を結ぶ古代の街道である渋河道(竜 田道 ・亀

瀬越道 ・奈 良街道)と 推定 されている。

当遺跡では、大阪府教育委員会 ・八尾市教育委員会 ・(公財)八 尾市文化財調査研究会 による発

掘調査が継続 して行われてい る。隣接す る本郷遺跡では柏原市教育委員会により発掘調査が行わ

れている。

以下、第1図 に示 した弓削遺跡 ・本郷遺跡 の調査番号で各時期 の概要 を列記する。

縄文時代:縄 文時代の遺跡 は本郷遺跡北部の37で 縄文時代 中期末の土器、36で 縄文時代晩期の

長原式の深鉢を用いた埋甕が検出されている。

弥生時代前期 ・中期:弥 生時代前期の遺構は検出 されていない。弥生時代 中期の遺構 ・遺物は、

弓削遺跡中南部の1・6・8・9・19・22・25・27・33、 本郷遺跡北部の35・37・38・43な どで

検出 してい る。中期の遺構 はいずれも中期後葉(畿 内第IV様 式)に 比定できるもので、弓削遺跡か

ら本郷遺跡 の東西約400m、 南北約500mの 範囲に居住域が想定 され る。

弥生時代後期:弥 生時代後期の遺構 ・遺物は両遺跡で多 く検出されている。弓削遺跡の4で は、

弥生時代後期前葉の井戸 ・土坑を、6で は遺物包含層を、33で は溝を検 出し、後期前葉は遺跡北

西部 に居住域があると考 えられる。後期後半の遺構 ・遺物は弓削遺跡では、1～3・5～8・11・

18・27、 本郷遺跡では43で 確認 されてお り、その範 囲は東西約400m、 南北約700mに 及ぶ。中

で も弓削遺跡の1で は、大量の土器 が出土 した溝 を検 出し、本郷遺跡の43で は溝か ら小銅鐸が出

土 してい る。

古墳時代初頭 ・前期:初 頭(庄 内式期)の 遺構 ・遺物は、弓削遺跡では27・34、 本郷遺跡では37・

43・48で 検出 されている。中で も、北東部の34で 、一括 陸の高い古墳時代初頭の土器類の中に、

東海系S字 口縁甕や阿波地方の複合 口縁壺が出土 している。本郷遺跡 の43か らは、方形周溝墓2

基や大溝 が検 出されてお り、当 該期の墓域が形成 されている。～方、前期(布 留式期)の 遺構 ・遺

物は、弓削遺跡の20、 本郷遺跡の36・43で 検出されてお り、弓削遺跡南西部か ら本郷遺跡北部を

中心に居住域が形成 され ている。

古墳時代中期 ・後期:中 期 には、弓削遺跡南西部の7で 土坑、本郷遺跡北部の43で 竪穴住居 ・

大溝が検出 されている。後期 には、本郷遺跡の39・40・44で 遺構 ・遺物が確認 されている。
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第1図 弓削遺跡周辺図
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第1表 弓削遺跡(八 尾市)・本郷遺跡(柏 原市)の 発掘調査地一覧表

遺跡 番号 調査名 所在地 調査主体 主な成果 文献/発行年

弓

削

(

八

尾
市
)

11YGE84-1 志紀町南二 研究会
弥生中期:土 坑 ・溝、弥生後期 ・溝 、

古墳中期:溝 、古墳後期:井 戸、奈 本書

良:井 戸 ・土坑、平安初頭:井 戸

2190-553 志紀町南四 八教委
1992『八尾市内遺跡平成3年 度発掘調査報告書1』 八尾市文化財調査報告弥生後期末

:土器25

3194-631 志紀町南四 人教委
1996『八尾市内遺跡平成7年 度発掘調査報告書1』 八尾市文化財調査報告弥生後期末

:土器33

4197-444 弓削町南三 八教委
1999『八尾市内遺跡平成10年度発掘調査報告書II』八尾市文化財調査報告弥生後期:井 戸 ・溝
412000『 弓削遺跡発掘調査報告書』八尾市文化財紀要10

5198-380 志紀町南三 八教委
河川堆積層(弥生土器 ・須恵器 ・埴1999『 八尾市内遺跡平成10年度発掘調査報告書1』 八尾市文化財調査報告

輪)、弥生後期:土 器40

61YGE99-2 志紀町南二 研究会
弥生中期以前:河 川堆積 弥生中期末
～後期前半:遺 物包含層 弥生後期末2001『 財団法人八尾市文化財調査研究会報告67』
～古墳初頭:土 坑

7199-429 志紀町南四 人教委
弥生後期:土 器、古墳中期:土 坑、古

墳中期後半:埴 輪、中世以降:井 戸
2001『八尾市内遺跡平成12年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告44

8

99-524 志紀町南三 八教委 弥生中期:土 器、弥生後期:溝 状遺

構 ・小穴 ・落込、古墳中期:溝

YGE2000-3 志紀町南三 研究会 弥生後期:土 器、古墳後期:埴 輪、近2002『 八尾市立埋蔵文化財調査センター報告3平 成13年 度』
世:溝

912002-23 志紀町南三 八教委 弥生中期～後期;土 器 ・石器

2003『八尾市内遺跡平成14年度発掘調査報告書』人尾市文化財調査報告48

ioizooz‐ss 志紀町南三 八教委 近世以降:溝

111YGE2002-4 志紀町南三 研究会 弥生後期:土 坑2003『 財団法人八尾市文化財調査研究会報告75』

121YGE2003-5
志紀町南三・研究会
四 河川堆積層2004『 財団法人八尾市文化財調査研究会報告78』

1312003-195 志紀町南二 八教委 平安以降:水 田畦畔2004『 八尾市内遺跡平成15年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告49

1412003-319 志紀町南二 人教委 遺構 ・遺物なし2005『 人尾市内遺跡平成16年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告50

1512004-259 志紀町南二 八教委 古墳前期:堆 積層2005『 八尾市内遺跡平成16年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告50

1612004-347 志紀町南三 八教委 近世以前:河 川堆積層2006『 八尾市内遺跡平成17年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告53

1712005-160 志紀町南二 八教委 奈良:土 師器2006『 八尾市内遺跡平成17年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告53

18

2005-185 志紀町南二 人教委 弥生後期 ・古墳前期 ・奈良以降:土 器2006『 人尾市内遺跡平成17年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告53

YGE2005-6 志紀町南二 研究会 弥生後期:土 坑、奈良:土 坑、平安 ・2007『 財 団法人八尾市文化財調査研究会報告97』

鎌倉:土 坑 ・溝

1912005-504 弓削町三 八教委 弥生中期末～後期初:土 器 近世:土2006『 人尾市内遺跡平成is年度発掘調査報告書』人尾市文化財調査報告55
坑

201YGE2007-7
弓削町南
二 ・志紀町 研究会

西四

古墳時代前期後半:落 込、古墳時代中2008『 財団法人人尾市文化財調査研究会報告112』
期後半:溝

2112007-54 志紀町南四 八教委 奈良前期:土 器群2008『 八尾市内遺跡平成19年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告57

221YGE2008-8 志紀町南四 研究会 弥生時代中期 ・奈良時代:土 器2010『 弓削遺跡第8次 調査 財団法人人尾市文化財調査研究会報告129』

231YGE2008-9 志紀町南三 研究会 河川堆積層2008『 弓削遺跡第9次 調査 財団法人八尾市文化財調査研究会報告118』

2412008-403 弓削町三 八教委 遺構 ・遺物なし2010『 八尾市内遺跡平成21年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告61

2512009-433 弓削町南三 八教委 弥生中～後期:遺 物包含層 古墳時代2011『 八尾市内遺跡平成22年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告65
初頭:遺 物包含層

261YGE2010-10 志紀町南四 研究会 古墳:河 川 奈良:溝 中世～近世:
河川2011『 弓削遺跡第10次調査 財団法人八尾市文化財調査研究会報告132』

271YGE2010-11 弓削町南三 研究会 弥生中～後期:遺 物包含層 古墳時代2011『 弓削遺跡第11次調査 財団法人八尾市文化財調査研究会報告135』
初頭～前期:遺 物包含層

281YGE2010-12 志紀町南三 研究会 近世:河 川2012『 弓削遺跡第12次調査 財団法人八尾市文化財調査研究会報告136』

291YGE2010-13 志紀町南四 研究会 弥生中期末～後期:遺 物包含層2012『 弓削遺跡第13次調査 財団法人八尾市文化財調査研究会報告136』

301YGE2011-14 志紀町南二 研究会 時期不明:溝2012『 弓削遺跡第14次調査 財団法人八尾市文化財調査研究会報告136』

311YGE2011-15 志紀町南四 研究会 弥生後期～古墳初頭:遺 物包含層2012『 弓削遺跡第15次調査 財団法人八尾市文化財調査研究会報告136』

321YGE2011-16 志紀町南二 研究会 2013『弓削遺跡第16次調査 公益財団法人八尾市文化財調査研究会報告古墳後期～奈良 :遺物包含層laid

33

2011-422 志紀町南三 八教委 弥生中期末～後期:溝 遺物包含層2012『 八尾市内遺跡平成23年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告69

YGE2011-17 志紀町南三 研究会
弥生中期末～後期:井 戸 土坑 小穴

溝 遺物包含層2012『 弓削遺跡第16次調査 財団法人人尾市文化財調査研究会事業報告』
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遺跡 番号 調査名 所在地 調査主体 主な成果 文献/発行年

壽 弓

霜削・
34

志 紀 町 一一曾

二
府教委 古墳前期:土 器 【束海系甕、阿波系壺

など】 中世:土 器

1995『寝屋川南部流域下水道事業に伴う中垣内 ・志紀 ・弓削・太平寺遺跡

発掘概要』

本

郷

(

柏

原

市
)

35 80-1次 本郷五 府教委 弥生時代中期中葉:方 形周溝墓 後
期:土 壇

1982『 柏原市埋蔵文化財発掘調査概要1981年 度』

1999『 本郷遺跡一公 共下水道管埋設に伴 う一 』柏原 市文化財概 報1998-

ro

36 81-1次 本郷三 柏教委
縄文晩期:埋 甕、古墳初頭 ・前期:井

戸、古墳中期後半:埴 輪
1982『 柏原市埋蔵文化財発掘調査概要1981年 度』

37 83-1次 本郷三 柏教委 縄文中期末:土 器、弥生中期～古墳前
期:土 器 1984『 柏原市所在遺跡発掘調査概報一大県 ・田辺 ・本郷遺跡一1983年

度』柏原市文化財報告1983-IV
38 83-2次 本郷三 柏教委

弥生 中期 中葉:溝 状遺構、弥生中期～

古墳 中期:土 器、古墳後期:埴 輪

39 84-2次 本郷三 柏教委 古墳後期:溝(須 恵器 ・獣骨)
1984『 本郷遺跡 ・玉手 山遺跡一マ ンション建設に伴 う一 』柏原 市文化財概

報1984-VI

40 85-1次 本郷五 柏教委 古墳後期:須 恵器 ・土師器 ・製塩 土器 1986『 柏原市埋蔵文化財発掘調査概報1985年 度』

41 88-1次 本郷三 柏教委 遺物包含層
1989『 柏原市埋蔵文化財発掘調査概報1988年 度』柏原市文化財 報告1988
-1

42 89-2次 本郷三 柏教委 中世以降:洪 水層
1990『 高井 田遺跡 ・本郷遺跡一1989年 度公共事業に伴 う一 』柏原市文化財

概報1989-IV

43 91-1次 本郷五 柏教委

弥生中期:土 坑、弥生後期後半:溝(小
銅鐸)弥 生後期～古墳前期:方 形周溝

墓、古墳中期:竪 穴住居

1993『 本郷遺跡1991・1992年 度』柏原市文化財概報1992-m

44 91-2次 本郷三 柏教委 古墳後期～飛鳥時代末:溝
1992『 柏原市遺跡群発掘調査概報1991年 度』柏原市文化財概報1991-

N

45 93-3次 本郷五 柏教委 土師器:須 恵器の破片
1997『 柏原市所在遺跡群発掘調査概報1996年 度』柏原市文化財概 報

1996-II

46 94-1次 本郷三 柏教委 中近世:包 含層
1995『 柏原 市埋蔵 文化財発掘調査概報1994年 度』柏原市文化財報告1994
-1

47 94-2次 本郷三 柏教委 中世:遺 物包含層、近世:溝

48 95-1次 本郷五 柏教委
弥生 時代後期:土 器 ・焼土塊、古墳～

奈 良:土 器 ・鞴羽 口

1997『 柏原 市所在 遺跡発掘調査概報1996年 度』柏原市文化財概報1996
-II

49 96-1次 本郷五 柏教委 近世:耕 作土、近世以前:洪 水層
1998『 柏原市所在 遺跡発掘調査概報1996年 度』柏原市文化財概報1996
-1

50 98-1次 本郷五 柏教委 縄文晩期:土 器、弥生後期～古墳前
期:溝 状の落込み(土器)

1999『 本郷遺跡一 公共下水道 管埋設 に伴 う一』柏原市文化財概報1998-

N

51 2005-1次 本郷五 柏教委 遺構 ・遺物 な し
2007『 柏原市内遺跡群発 掘調査概報 平成16(2004)年 度』柏原市文化財概

報2006-1

※ 調査 主体名称 の省略 についは以下の通 り。 八尾 市教育委員会;八 教委、大阪府教育委員会;府 教委、柏原市教育委員会:柏 教委、(財)人 尾

市文化財 調査研究会:研 究会

また、弓削遺跡中部か ら本郷遺跡北東部にかけての1・6～8・36・38か らは5世 紀後半か ら

6世 紀前半の円筒 ・朝顔 ・形象埴輪が散発的に出土 してお り、この周辺を中心に多くの埋没古墳

の存在 が推定 され る。

飛鳥時代～奈 良時代:弓 削遺跡の1・17・18・21・33、 本郷遺跡の44で 遺構 ・遺物が検 出され

てい る。 当該期 においては、遺跡範囲の東部を南北に通る奈良街道が存在す る。 この街道は渋河

道 と推 定されてい る。同時期 の居住域 を示す遺構 の分布位置か ら見て、道路に沿った集落の展開

が認め られる。 なかで も、弓削遺跡の1で は、奈 良時代末期～平安時代初頭の井戸か ら墨書人面

土器 ・銅銭 『神功開寳』 が出土 してお り、墨書人面土器を用いた祭祀行為をでき得た特定の人々

の居住域であったと推定され る。

平安時代～中世:弓 削遺跡 の13で 平安時代の水田、18・34で 中世の遺物、本郷遺跡の46・47

で中世 の遺物を含む包含層が検出 されている。
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第2章 調査概要

第1節 調査 の方法 と経過

今回の調査は、共同住宅建設 に

伴 うもので、当調査研究会が弓削

遺跡内で行 った第1次 調査 にあた

る。

調査区は合計4箇 所で、浄化槽

部分をA区 、建物の南側棟 をB区

、北側棟 をC区 、防火水槽部分 を

D区 と名付 けた。調査はA区 か ら

行い、B区 ・C区 ・D区 の順で行

った。

今回の調査地では、調査地の南

東隅に任意 の基準点を設 け、そこ

を基点 として東西方 向に40m(Y

O～Y40)、 南北方 向に100m(XO

～X100)を10m単 位 で区画 した。

地区の名称 については、Y軸 を1

～4 、X軸 をA～Jと し、両軸が

交差す る地区を1A～4J地 区 と

呼称す る方法を とった。

調査 における掘削は市教委 によ

る埋蔵文化財調査指示書 に従い、

現地表下約1.6m前 後 までを機械

で行なったのち、約0.6～0.8m

の範囲を人力によ り調査 を進 め、

遺構 ・遺物 の検 出に努めた。ただ

し、C区 については、調査の対象

となる面は1面 で、以下は建物の

基礎杭が打ち込まれる部分の2×

2m範 囲24箇 所(G1～G24)を

調査 した。

第2図 調査区設定図

0(i:800)20m

一

調査 の結果、奈 良時代～平安時代(第1面)、 古墳時代後期(第2面)、 弥生時代 中期～後期(第

3面)の 遺構を検出 した。なお遺構番号は、遺構略号の後に面番号を付与 し、遺構 を検出 したA区

か らC区 の順 に2桁 の遺構番号 とあわせて表記 した。
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第2節 基 本 層 序

現地 表 面の 高 さはT.P.+13.8m前 後 で、深 さ約2.6mま で調 査 を行 い 、13層 の地層 を確 認 した。

以下 に 各層 の特徴 につ い て述べ る。

第0層:現 代 の盛 土 ・客 土お よび攪 乱(T.P.+13.8m)で 、層 厚約1.0～1.6mを 測 る。

第1層:暗 灰 色 細砂混粘 質 土(T.P.+13.0～13.1m)。 昭和年 代 まで耕 して いた作 土層 で 、全体 的

に土壌化 してい る。層厚0.1～0.2mを 測 る。

第2層:青 灰 色 シル ト混粘 質 土(T.P.+12.8m)。 作 土層 で、全 体 的に撹拌 を受 け土壌化 して い る。'

層厚0.1～0.3mを 測 る。

第3層:灰 褐 色砂 質 土(T.P.+12.7～12.8m)。 細粒 砂 が優 勢 の近 世頃 の河川 堆積 層 で、層厚0.1

～0 .6mを 測 る。

第4層:灰 色細砂 混粘 質 土(T.P.+12.6～12.7m)。 上部 は撹 拌 を受 け土壌化 してい る。層厚0.2

～0 .3mを 測 る。

第5層:灰 色粗 砂混粘 質 土(T.P.+12.5～12.6m)。 上 部 は撹 拌 を受 け土壌化 してい る。層厚0.1

～0 .3rnを 測 る。

第6層:灰 色細 ～粗砂 混 粘 土(T.P.+12.3～12.5m)。 上 部 は撹 拌 を受 け土壌化 してい る。層 厚0.1

～0 .4mを 測 る。4～6層 は 中世 の作土層 で あ る。

第7層:褐 色細 砂混粘 土。(T.P.+12.1～12.3m)平 安 時代 ～ 中世 の作 土層 で、層 厚0.1～0.4mを

測 る。

第8層:灰 色細 砂混粘 土(T.P.+12.0～12,1m)。 平安 時代 の遺 物包含 層 で、層厚0.1～0.2mを 測

る。

第9層:褐 色細 砂混粘 質 土(T.P.+12.0～12.1m)。 古墳 時代後 期～奈 良時代 の遺物包 含層 で 、上

部 は土壌化 し、奈 良時代 ～平安 時代 の遺構 を検 出 した。 また 、層 中か らは古墳 時代 後期

に比 定で き る遺 構 を検 出 した。 層厚0.1～0.4mを 測 る。

第10層:灰 褐 色 シル ト混粘 土(T.P.+11.8～11.9m)。 古 墳 時代 中期～ 後期 の遺物 包含 層 で、上部

は土壌 化 し、古 墳 時代後 期 頃に比 定で き る遺 構 を検 出 した。 層厚0.1～0.3mを 測 る。

第11層:青 灰 色粘 土(T.P.+11.5～11.7m)。 弥生 時代後 期 ～古墳 時代 前期 の遺物 包含 層 で、全体

的 に土壌化 してい る。層厚0.1～0.4mを 測 る。

第12層:灰 色 シル ト混粘 質土(T.P.+11.3～11.4m)。 湿地 性堆積 層 で 、上 部 は土壌 化 し、弥 生時

代 中期 ～ 後期 の遺構 を検 出 した。 層厚0.5m以 上 を測 る。

一6一



0:客 土 ・盛土層

1:暗 灰色細粒砂混粘質土(旧作土層)

2:青 灰色シルト混粘質土(作土層)

3:灰 褐色砂質土(近世 河川堆積層)

4:灰 色細砂混粘質土(中世 作土層)

5:灰 色粗砂混粘質土(中世 作土層)

6:灰 色細～粗砂混粘土(中世 作土層)

7:褐 色細砂混粘土(平安時代～中世 作土層)

8:灰 色細砂混粘土(平安時代 遺物包含層)

9:褐 色細砂混粘質土(上面土壌化 奈良時代～平安時代の遺構検出)

10:灰 褐色シルト混粘土(上面土壌化 古墳時代後期頃の遺構検出)

n:青 灰色粘土(弥生時代後期～古墳時代前期 遺物包含層)

12:灰 色シル ト混粘質土(上 面土壌化 弥生時代中期～後期の遺構検出)

〈 調査面

一7・8一



第3節 検 出 遺 構 と出 土遺 物

〈第1面 〉

第9層 上 面 で、奈 良時代 ～平 安時 代 の井

戸3基(SE101～103)、 土坑3基(SK101

～103) 、溝31条(SD101～131)を 検 出 し

た。 なお 、SE102は 第9層 中か ら検 出 し

た 古墳 時代 後期 の遺構 で ある。

井戸(SE)

SE101

B区 北 西 端 の4B地 区で 検 出 した横 板

井 籠組井 戸 で あ る。掘方 の北部 お よび西 部

が 調 査 区 外 に 至 る た め 全 容 は 不 明 で あ

る。検 出 部分 で東 西 長1.05m、 南北長0.9

m、 深 さ1.7mを 測 る。 井戸 枠 は、上 部井

戸 枠 と下部 井戸枠 の二重構 造 で ある。下部

井 戸枠 は 、長辺0.4m、 短辺0.2m、 厚 さ

2～3c皿 を測 る板 材4枚 を井 籠 組 した も

の を3段 に重 ねた もので、水 溜 の機 能 を果

た してい る。 上部井 戸枠 は、長 辺0.6m、

短 辺0.3m、 厚 さ2～3cmを 測 る板材 を井

籠 組 した ものを、下部 と同様3段 に重 ね て

い る。埋 土 は、最 上層 お よび掘方 内 が5層

(1～5層)、 井 戸枠 内 が5層(6～10層)

で 、遺 物 は井 戸枠 内か ら土師

器 ・須 恵器 が出土 してい る。

8点(1～8)を 図 化 し

た。1～6は 土師 器 で ある。

1・2は 杯Aで 、1は 口縁端

部 に 内 向 きの 小 端 面 を 持 つ

もので あ る。3は 皿Aで 、内

底 面 に は 螺 旋 状 と放 射 状 暗

文 を施 してい る。4は 鉢 で あ

る。 体 部 外 面 は 、ヘ ラケ ズ

リ、体 部 内面 は、螺旋 暗 文 を

施 して い る。5・6は 壺Bで

あ る。 ともに、口縁 部 は短 く

外 反 し、底部 は平底 を有 す る

嘆 灰色総粒砂混粘土
2褐 灰色糖土
3鰺 灰色結血
4青 灰色砂粒混粘土
5臓 舊粘土

減

6褐 色細粒秒混m
7暗 灰色鞍土
8踏 青灰色粘t
9膏 灰色粘土
沁 覆壗錘粭土 ◎

～

第4図8区S已10譁 平 ・断 面 鬣

第5図B区SE101出 二辷選 物 実 瀏 図
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第6図A～D区 第1面 平面図
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広 口の小形壺である。内外面 ともにナデ

を施す。5は 完形で、6も 口縁部 の一部

を欠 く以外は完存 している。7は 、須恵

器杯B蓋 で平 らな天井部に大きな宝珠形

のつ まみ が付 く。8は 須恵器長頸壺 で、

稜角を有する体部 を持つ体部片 と推定 さ

れ る。 出土遺物か らみて遺構 の帰属時期

は奈 良時代中期が考え られ る。

SE102

B区 中央北の2A地 区で検 出した。1

面の調査終了後の掘削段階で検 出 したも

ので、9層 中に構 築 された遺構で ある。

平面 の形 状は 円形 で、径2.5mを 測 る。

断面 の形状 は逆台形で、埋土は粘土を主

体とした5層(1～5層)が 堆積 していた。

遺物 は古墳時代後期 中葉に比定 され る須

恵器短頸壺(9)が 出土 している。9は 、

扁球形の体部に外反す る頸部 が付 く短頸

壺である。 口縁部の一部を欠 く以外は残

存 してい る。 口径13.2cm、 器 高15.3cm、

体部最大径18.6c皿 を測る。 田辺編年のT

K10型 式(6世 紀中葉)に 比定される。遺

構の帰属時期は古墳時代後期中葉が推定

される。

SE103

⑧ Y19

i:青 灰色粘土2:暗 灰色粘土3:青 灰色 シル ト混粘 土

4:暗 灰色粘土5:黒 色粘土

0(i:4°)lm

C区 の2F地 区で検 出した横板組隅柱型の井戸

である。円形の井戸掘方の中央部 に横板組隅柱 を

設置す るもので、東西径2.28m、 南北径2.11m

を測 る。井戸枠は、長辺0.8m、 短辺0.33m、 厚

さ2～3cmの 板材4枚 を組 んだものを、6段 以上

重ねている。ただ、調査中約2mを 掘削 した とこ

ろで井戸枠が崩れ、調査 を打ちきったため、井戸

枠の段数や深 さ等の詳細は不明である。板材 の組

み方は、板材の端をL字 形に切込む2枚 の板材 を

東 と西 に置 き、南 と北には未加 工の板材を置 くも

ので、四隅には、丸木の1/4を 切取った隅柱を外

側 にあてて固定 している。埋土は、最上層の1層

灰色細砂混粘土、掘方内の2層 灰色細砂混粘土、

第7図B区SE102平 ・断面 図

第8図B区SE102出 土遺物実測図
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3層 青灰色粗砂混粘土、井戸枠内上部の4層 灰黒色礫混粘土、同下部の5層 青黒色細砂混粘土であ

る。遺物は、井戸枠内下部の5層 か ら奈良時代末期～平安時代初頭 に比定 され る土師器椀 ・皿 ・甕 ・

鉢 ・高杯 ・墨書人面土器 の他、銅銭 『神功開寳』が出土 してい る。12点(10～21)を 図化 した。10

は土師器皿、11～14は 土師器椀である。椀の体部外面は指ナデが残 る。平安時代の土器編年(佐

藤1992)の 平安時代II期 古に比定できる。13・14の 裏面には、工具 による記号文がある。15～18

は土師器甕で、16・17の 底部内面にはコゲ、口縁部か ら体部下位には煤が付着 している。18は 墨書

人面土器である。2面(A・B面)に 墨書により人の顔 を描いている。両面共に人面の墨書は体部

上位か ら下位 にかけて丁寧に描かれている。A面 では、両眉 ともに眉根か ら眉尻 に向かって緩やか

に湾曲し、眉尻がつ り上がる表現が行われている。 目は瞳を内にして 目尻がつ り上がる吊目である。

目元か ら続 く鼻は、小鼻部分を黒 く塗 りつぶ して誇張させてお り、そ こか ら口髭 ・顎鬚が表現 され

ている。B面 は、A面 に比 して小さく書かれてお りA面 と同様、眉尻を上げ、目は吊目で、髭は無く、

1:灰 色細砂混粘土2:灰 色細砂混粘土3:青 灰色粗砂混粘土

4二 灰 黒色礫 混粘土5:青 黒色細砂混粘土

0(1:40)1m

第9図C区SE103平 ・断 面 図
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第10図C区SE103出 土遺物実測図

口お よび歯 が表現 され てい る。19は 土 師器 片 口鉢 であ る。20は 、手つ くね品の土師器 ミニチ ュア高

杯であ る。21は 銅銭 『神 功 開寳』〔初鋳765年(天 平神護元年9月)〕 で、奈 良時代最後 の銅銭 である。

18の 墨 書人 面 土器 お よび10～17・19～21は 、 出土状 況 か

ら同時期に廃棄 された と考えられ、井戸の廃絶時に行われた

祭祀行為に伴 う遺物群であると推定される。

土坑(SK)

SK101

B区 東部の2A地 区で検出 した。東西方向に長い不定形

で、東西径3.88m、 南北径1.5mを 測 る。断面形状は浅い

皿状で深 さ0.1mを 測 る。埋土は1層 が炭 を含む褐灰色細

砂混粘質土、2層 が褐色細砂混粘質土である。遺物は1層

Oci:a)IOcm

一

第11図B区SK101出 土遺物実測図
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か ら奈良時代後半の土師器 ・須恵器杯身等が少量出土 してい る。2点(22・23)を 図化 した。共

に須恵・器杯Bで ある。22が1/2、23が1/3程 度残存 している。22は 高台下部 よ り底部外面 が突

出 している。共に高台底面の接地部が水平でなく、斜上方に向 くものである。奈良時代後半に比

定 され る。

第12図B区SK101平 ・断 面 図

第13図C区SK102・103平 ・断 面 図
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第14図C区SK102・103出 土遺 物 実 測 図

SK102

C区 の2F地 区で検 出 した。SE103の 東 に隣接 してい る。北東 ～南西 方 向に長 い楕 円形 で、長

径3.36m、 短 径0.83m、 深 さ0.13mを 測 る。埋 土 は灰 色礫 混粗 砂 であ る。遺 物 は奈 良時代 中期 の

土 師器 ・須 恵器 ・瓦片 が出 土 して い る。6点(24～29)を 図化 した。24は 土 師器 杯Aで あ る。25は

高 台 を有 す る土師器 皿Bで あ る。26は 土師器 甕 で ある。27は 低脚 の 土師器 高杯 で ある。28は 須恵

器杯B蓋 で あ る。29は 平 瓦片 で、 凹面 に布 目、 凸面 に縄 目叩 きが認 め られ る。 出土遺 物 か ら遺構

の帰属 時期 は奈 良時代 中期 が推 定 され る。

SK103

C区 の1F地 区で検 出 した。楕 円形 で 、長径1.68m、 短 径0。73m、 深 さ0.15mを 測 る。埋 土 は

灰 褐色 細砂 混粘 質土 で あ る。遺 物 は奈 良時代 中期 の土 師器 ・須 恵器 が少量 出土 してい る。4点(30

～33)を 図化 した。30～33は 土 師器 杯Aで あ る。31の 内底 部 に は 「×」 のヘ ラ記 号が施 文 され て

い る。32・33の 裏 面 には木 葉文 が残 され てい る。 出土遺物 か ら遺構 の 帰属時期 は奈 良時代 中期 が

推 定 され る。

溝(SD)

A～C区 の総 数 で31条(SD101～131)を 検 出 した。南北 に伸 び る もの と、それ に直 交 して東 西

方 向に伸 び る ものが あ る。南 北方 向の ものは17条(SD101～104、116～122、124、127～131)、

東西 方 向 に伸 び る ものは14条(SD105～115・123、125・126)で あ る。規 模 は幅0.2～0.4m、 深
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さ0.1～0.2mを 測 る。 内部 か らは土 師器 ・須恵器 の細片 が少 量出 土 してい る。 形状 ・規模 か ら耕

作 に関 連 した溝 と推 定 され る。 法 量お よび詳 細 につい ては第2表 に示 した。

この うちSD103か らは形 象埴 輪(38)、SD104か らは 円筒 埴輪(34・35)、SD117か らは埴 輪

(36・37)、 須 恵器器 台(39)、SD129か らは 土師器杯(41・42)や 羽釜(43)、SD131か らは土 師器

杯(40)が 出土 した。

38は 盾形 埴輪 の盾 面側 部片 と推 定 され る。 ヨコハ ケに よる器 面調整 の後 ヘ ラ状 工具 に よる施 文

が あ る。

34・35は 、共 に 円筒 埴輪 の細 片 で、34が 土師質 、35が 須 恵質 で あ る。34は 外 面 に タテ ハ ケ を

施 して い る。突 帯 はやや 低 く断面 三角 形 で ある。35は 外 面 にB種 ヨコハ ケ を施す 。突 帯 はM字 状

を呈す る。

36は 土 師質 の 円筒 埴輪 であ る。 外面 に タテハ ケ を施す 。 突帯 は三角 形 を呈 し、幅 は1.5～2c皿

を測 る。

第15図A区SD103・104B区SD117C区SD129・131出 土 遺 物 実 測 図
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第2表 第1面 溝法量表(単位m)
1

遺構名1調 査区 地区

5

全長
;(検 出長)

1幅

(最大)`
深 さ 埋土 出土遺物

SD101;A区4C～E 20.20 2.97
1

11 灰色粘土 弥 生 土器 ・土 師器 ・須恵

灰褐色粘土 器 ・瓦器
; : 灰 色細砂 混粘 土

:
'青 灰色 シル ト混粘土

雫 」 一」_

SD102〃3・4C～E

"午 L_

20.00

一

0.37

π冒

o.07

一 一 凶 疊

,褐 色細砂混粘土
:

曽 一`

土師器 ・須恵器

⊥__曽 噌 工,_ 　 _
く 一 一一 」 一 、 一 疊 一 「 "艀

SD103〃:3C～E zo.00: 0.54
「

004 褐色細砂混粘土 1土師器 ・須恵器
,

「

8

埴輪(38)
疊 イ 气 一 f 一 _"膊 吻7P 亠 一 冒 一

SD1041〃 〃 19.90 3.35 1 0.25 灰色粘土 土師器 ・須恵器
: 青灰色粘土 ・埴 輪(34・35)

1

:

と
灰褐色粘土

疊TT

SD105〃3・4E

「 凶 山

0.92
1つ

o.ii 0.05

'__

;褐 色細砂 混粘 土
L 疊 疊 疊

土 師器 ・須恵器 ・瓦器
_司 → 5_ :一 疊 疊 一 疊

幽
7

SD106〃 〃 0.97
1

0.16 0.07 1褐 色細砂混粘 土
亠 亠_ 　 _ 」 」 、 冒 冒 冒 冒 舮 「 疊 疊 疊

SD107〃 〃 1089 0.24 0.09 1褐 色細砂混粘 土 土 師器 ・須恵器
T"舮 疊

SD108〃 〃

冒-

0.89

町 一 疊

1049 0.03
1稿 色細砂漉粘土 ヒ 『

r

171噂 艸 τ
り 一 一,疊 亠

SD109〃 〃 1.46 0.31 006 褐色細砂混粘土
一L言

SD1101〃 〃

午 一L__

1.49

邑 」 疊1

0.39, 006
1一 冒 一

褐色細砂混粘土
「

齟 疊 疊

土師器 ・須恵器
邑 冒 曽一F疊 司 μ 冒

SD111;〃 〃 1.03 0.15 006 褐色細砂混粘土
丁 一 「 一 冒

、 冒 冒"

」__ 　 一 冒

SD112iu 1.58 o.z7 008 1褐 色細砂混粘土 平瓦
一 →1 一 ← 卜 一 冒 冒 冒 冒 疊 疊

SD1131un 2.10 0.29 006 1褐 色細砂混粘土 土師器 ・須恵器
JJ

}邑 齟 τ
町'

SD114〃 〃 1.40 0.19 0.03 褐色細砂混粘土 土師器 ・黒色土器
丁 千 「 冒 コ リ 卑 齟 」__ , 冒 冒 冒 冒

SD115〃 〃 1.50 o.zo 008 褐色細砂混粘土
← 十疊 ト → 一 イ 1一 一 r

一

SD1161B区4AB 980 2.00, 0.32 灰色粘土 弥生土器 ・土師器
「

1 「 灰褐色粘土
1

1

灰色細砂混粘土
,

:
青灰色 シル ト混粘土

や 丁 一 F疊 1
' 邑 疊 邑

SD117〃3・4AB 10.10
「

2.80 0.19 灰色粘土
8

弥生土器 ・土師器 ・須恵器

: 青灰色粘土 (39)・ 埴 輪(36・37)

「 灰褐色粘土
「T 「 1邑 疊1 疊 疊 疊 ;

SD118〃3AB
`1

10.10
ト_π

0.70:
司 イ

008 褐色細砂混粘土
1疊

弥生土器 ・須恵器 ・平 瓦レ

SD119〃 〃 10.30 0.75 o.io 褐色細砂混粘土 土師器 ・須恵器」i

SD120≫2AB

L

5.40

.」
,

0.35 004

'一

褐色細砂混粘土 書

疊

τ て 疊 r 11 岫 一 山

SD121〃 〃与
一、

10.05
「
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土師器(40)

37は 家形埴輪の屋根部分の細片である。屋根部分外面はタテハケで、軒先部分 の押縁には幅3.5

c皿、高 さ0.5cm程 度の貼 り付け突帯が廻 る。内面は指ナデによる横方向のナデで、屋根 と壁部分

の接合部分 は逆 「L」字状 を呈 している。39は 須恵器器台の台部か ら脚部にかけての細片である。

脚部の外面には凸帯間に波状文 と三角形スカシが施文 されてい る。焼成は良好堅緻で器壁断面は

赤紫色 を呈す る。5世 紀後半 と推定 される。34～39は 古墳時代中期～後期のもので、9・10層 か

らの混入 と考える。
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41は 土師器杯Aで 、体部の内面に放射状暗文を施す。42は 土師器杯C。43は 土師器羽釜で ある。

奈良時代中期 に比定できる。

40は 土師器杯Aで ある。体部の内面には螺旋暗文を施す。奈良時代 中期 に比定できる。

〈第2面 〉

第2面 はA地 区のみで検出 した。第10層 上面を構築面 とす るもので、古墳時代後期頃の土坑7

基(SK201～207)、 溝2条(SD201・202)、 小穴5個(SP201～205)を 検出 した。

土坑(SK)

SK201

3E地 区で検出 した。平面形状は南北方 向に長い楕 円形 を呈 し、長径1.35m、 短径0.6mを 測

る。断面形状 は半円形で、深 さ0.21mを 測 る。埋土は粘土を主体 とす る2層 か ら成 る。遺物は土

師器 ・須恵器 の細片が少量出土 しているが時期 を明確に し得たものはない。

SK202

3・4E地 区で検出した。平面形状 は方形を呈 し、長径1.Om、 短径0.75mを 測 る。断面形状

は逆台形で、深 さ0.2mを 測る。埋土は粘土を主体 とする2層 か ら成る。遺物は土師器 ・須恵器 の

第16図A区 第2面 平面図
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細片が少量出土 しているが時期 を明確に し得た ものはない。

SK203

4E地 区で検 出した。平面形状 は楕 円形 を呈 し、長径0.65m、 短径0.6mを 測 る。断面形状は

逆台形で、深 さ0.37mを 測 る。埋土は粘土を主体 とす る2層 か ら成る。遺物 は土師・器 ・須恵器の

細片が出土 してい るが時期を明確 にし得たものはない。

SK204

4D地 区で検出 した。平面形状 は楕 円形 を呈で、長径1.1m、 短径0.95mを 測る。断面形状は

皿形で、深 さ0.27mを 測 る。埋土は粘土を主体 とす る2層 か ら成る。遺物は土師器の細片が極少

量出土 しているが時期 を明確 にし得たものはない。

SK205

3D地 区で検出 した。平面形状は東西方向に長い楕 円形 を呈 し、長径1.35m、 短径0.75mを 測

る。断面形状は逆三角形で、深 さ0.33mを 測る。埋土は3層 か ら成 る。遺物は土師器 の細片が少

量出土 しているが、時期を明確 にし得たものはない。

SK206

調査 区北西隅の3E地 区で検 出 した。北側は調査区外 に至る。検出部分で東西幅0.62m、 南北

幅0.83mを 測る。断面形状 は逆台形で、深 さ0.24mを 測 る。埋土は粘土を主体 とする2層 か ら成

る。遺物は土師器 の細片が少量出土 してい るが時期を明確 にし得た ものはない。

SK207

4D地 区で検 出した。平面形状 は隅丸方形を呈 し、長径0.87m、 短径0.58mを 測 る。断面形状

は浅い皿形 で、深 さ0.lmを 測る。埋土は粘土を主体 とす る2層 か ら成る。遺物は土師器 ・須恵器

の細片が出土 しているが時期 を明確に し得た ものはない。

溝(SD)

SD201

4D・E地 区で検 出 した。南北方向に直線的に伸びる。検出長20.9m、 幅1.9m、 深 さ0.12m

を測 る。埋土は灰色粘土である。遺物は出土 していない。

SD202

3D・E地 区で検出 した。南北方 向に直線的に伸び る。検 出長20。5m、 幅0.8m、 深 さ0.13m

を測る。埋土は青灰色粘土 ・暗青灰色粘土である。遺物 は出土 していない。

小穴(SP)

小穴は5個(SP201～205)検 出 した。検出 した小穴は建物 などを構成す るものはなかった。法

量な どの詳細は第3表 に記載 した。

第3表A区 第2面 小穴法量表(単 位m)

遺構名 地 区 平面形 長径 短径 深さ 埋 土 出土遺物

SP2013E 楕円形 0.37 0.33 0.27 青灰色粘土 ・暗青灰色粘土 なし

SP2023D 楕円形 o.7z 10.69 0.13 暗青灰色粘土 1な し

SP2033D 不定形 0.51 (0.23) o.is 賠 青灰色粘土 1な し

SP2043E 不定形 0.55 (o.2z> 0.15 黯 青灰色粘土
≡な し

SP2054D 楕円形 0.43 0.33 o.ii
≡暗青灰色粘土

なし
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<第3面>

12層 上面 で、 弥生 時代 中期 ～後期 の井 戸2基(SE301・302)、 土坑3基(SK301～303)溝4条

(SD301～304)、 小 穴5個(SP301～305)を 検 出 した。

井戸(SE)

SE301

B区 の4A地 区で検 出 した 素掘 り井 戸 であ る。 平面 形 状 は西部 が調査 区外 に至 るた め不 明で あ

る。検 出 した部分 は東西 幅1.Om、 南 北幅1.6mを 測 る。断面形 状 は逆台形 で 、深 さ1。22mを 測 る。

埋 土 は 暗灰 色細 砂 混粘 土 で 、遺 物 の 出土 は なか った。 時期 の特 定 はで き ない。 しか し、SK301

を切 って い る ことか ら、 弥生 時代 中期後 半～ 後期 に比 定で き る。

SE302

B区 の4A地 区で 検 出 した。 平 面形状 は 円形 の素掘 り井戸 で あ る。東 西径1.4m、 南 北径1.32

mを 測 る。断面形 状 は筒 形 で、深 さ1.2mを 測 る。埋 土 は暗灰 色細砂 混粘 土 で、遺物 の 出土 はな か

った。時期 の特定 は でき ない。 しか し、SK301を 切 ってい る こ とか ら、弥 生 時代 中期後 半～ 後期

に比 定 で き る。

土坑(SK)

SK301

B区 の4A地 区で検 出した。不定形

で西部が調査 区外 に至る。また、SE

301・302に 切 られている。検出部分

で東西幅5.6m、 南北幅7.5mを 測

る。断面形状は皿形 で深 さ0.35mを

測る。埋土は暗灰色シル ト混粘土、灰

褐色 シル トで、弥生時代中期後半に比

定 される弥生土器が少量出土 した。9

点(44～52)を 図化 した。44・45は 、

付加状 口縁を持つ広 口壺である。口縁

端面の施文は44が 上下二段の櫛描簾

状文間に刺突文、45が 上部か ら順に

櫛描列点文、櫛描扇形文、刺突文、櫛

描簾状 文、櫛描扇形文であ る。 また

45は 、頸部 にも櫛描簾状文を施 して

いる。46は 壺の体部 の破片で、櫛描

簾状文 と円形浮文 を施す。47は 、壺

の底部である。48は 大形の甕で、49・

50は 小形の甕である。48は 、 口縁端

部が下方へ少 し拡張 し面を形成す る。 第17図B区SK301平 ・断 面 図
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第18図A～D区 第3面 平 面 図
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49は 、口縁部が 「く」の字に屈 曲す る。{

50の 口縁部は、外反 した後、端部を摘

み上げる。51は 高杯 、52は 鉢 の脚部で

ある。52の 脚部外面には、竹管文を施

す。遺構の帰属時期 は弥生時代 中期後

半(河 内IV-1様 式)と 考えられ る。

SK302

B区 の3A地 区で検出 した。南部が

調 査 区外 に至 るた め全容 は不 明であ

る。検 出部分では半球形状の部分の中

央部付近か ら北に1.1m程 度小溝 が伸

びる。東西幅5.05m、 南北幅1.2mを

測 る。断面形状は、底部がほぼ水平で

深 さ0.18mを 測 る。埋土は灰色細砂混

粘土で遺物 の出土はなかった。
第19図B区SK303平 ・断面 図

第20図B区SK301・303出 土遺 物実 測 図
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SK303

B区 の2・3A地 区で検 出した。南部は調査 区外 に至るため全容 は不明である。検 出部分で東

西幅4.1m、 南北幅5.7mを 測 る。断面形状は皿状で、深 さ0.34mを 測る。底面は西肩に沿って溝

状に窪む部分がある。埋土は灰色細砂混粘土で、弥生時代 中期後半に比定 され る弥生土器が出土

している。3点(53～55)を 図化 した。53は 付加状 口縁 を持っ広口壺である。端面には上下二条 の

簾状文 と刺突文を施す。54・55は 甕である。54は いわゆる如意形 口縁 を呈する甕である。55は 底

部である。遺構の帰属時期は弥生時代 中期後半(河 内IV-1様 式)と 考 えられる。

溝(SD)

SD301

A区 の東部、B区 の東部、C区 の南西部で検出 した。南東～北西方向に蛇行 し伸びる溝である。

検出部分 で検出長54.m、 幅3.5～4m、 深 さ1.2～1.5mを 測る。埋土は3層 か らなり、特にA区

の1・2層 か らは、弥生時代後期後半(畿 内第V様 式後半)古 相(原 田2003)に 比定 され る完形品の

土器および完形近 くにまで復元可能 な土器の破片が密集 した状態で出土 した。 出土量はA区 だけ

でコンテナ約150箱 を数 える。A区 では、調査時点において1層 を中心 とした ものを上層遺物、

2層 のものを下層遺物 として取 り上げたことか ら、図化 した遺物 を掲載す るにあた り、上層遺物

と下層遺物のlilyに記載 した。図化 した ものはA区408点(56～463)、B区1点(464)で ある。 同遺

構か らの遺物は膨大であることから、器種別 に分類 して記述をお こなった(第23・24図 参照)。 な

お、土器分類は久宝寺遺跡第29次 調査 の 「中 ・南河 内地域における弥生時代後期後半～古墳時代

初頭前半(庄 内式古相)の 土器の細分試案について」(原 田2003)を 参考 に作成 した。

7:褐 灰色細砂混粘土
2:暗 灰色粘土(炭 化物含 む)
3:青 灰色シル ト混粘土

第21図A・B区SD301断 面 図
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第22図A～C区SD301平 面 図
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第23図 土器分類図1
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第24図 土器分類図2

・壺

広 口壺A口 縁部が外反する小 ・中形の壺。

A、 口頸部が小 さく外反するもの。体部は球形 と扁球形がある。

A2頸 部が斜上方 に伸びた後、口縁部 が小 さく外反する。

A3口 頸部が大き く外反す るもの

広 口壺B頸 部が直上方 に短 く伸びた後、外折する口縁部 を持つ もの。

B1頸 部が直上方 に短 く伸びた後、口縁部が外折するもの。

B2口 縁部に垂下する端部がつ くもので、端面に装飾を行 うものが多い。

広 口長頸壺A大 き く外反す る口縁部 に垂下す る端部がつき、端面に装飾 を行 うものが多い。

A、 直上方に伸びる頸部か ら大 きく外反する頸部が付 く。

A2頸 部が長 くラッパ状に開 くもので、垂下 した 口縁端面に装飾 を施すもの。

広 口長頸壺B長 頸壺Aの 体部か ら開き気味に伸び る口頸部を持っ小形 ・中形の壺。

無頸壺 球形の体部 で頸部を持たない小形の壺。

細頸壺 扁球形 の体部か ら口頸部が斜上方 に直線的に伸びる壺。
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長頸壺A体 部は球形または縦長や横長の楕 円形で、垂直もしくは緩やか に外反 して長 く立 ち

上がる口頸部 をもっ壺。

A1長 頸壺A2に 比 して口頸部長が半分程度の もの。

A2口 頸部が、長 く伸び るもの。

短頸直 口壼A玉 葱形の体部 に口頸部が斜上方に短 く伸び る小形品

短頸直 口壺B球 形の体部に口頸部 が斜上方 に短 く伸びる小形 ・中形品。

二重 口縁壺2重 に外反す る口縁部 を持つ壷。

台付壺 小形の壺に脚部が付 くもの。

・甕

甕A体 部が叩き技法によ り製作 された畿内第V様 式甕。器高数値か ら1～IVに 分類 した。

器高による分類

1器 高が16cm未 満 の小形品である。

II器 高が16cm以 上23cm未 満の中形品。

皿 器高が23c皿 以上27cm未 満 のもの大形 品。

IV・ 器高が27cm以 上の超大形品。

甕B他 地域産の影響 を受 けた甕。

台付甕 脚台を持っ甕。

・鉢

小形鉢A擂 鉢状の体部に短 く外反す る 口縁部が付 くもの。体部外面はタタキ調整およびナデ

調整がある。

小形鉢B口 縁部が外反せず直 口のもの。

B1平 底 を呈するもの。

B2底 部が上 げ底の もの。

小形鉢C平 底 の底部か ら体部が内湾 して伸びるもの。

中形鉢A口 縁部が短 く外反または内湾気味に伸びるもの。

A1口 縁部が外反 して伸びるもの。

A2口 縁部が内湾気味に伸びるもの。

中形鉢B小 形鉢B1を 大 きくした もの。

中形鉢C小 形鉢Cを 大きくしたもの。

大形鉢A中 形鉢A2を 大 きくした もの。

大形鉢B半 球形の体部に外反する口縁部が付 くもの。

大形鉢C半 球形 の体部に二段 に屈曲す る口縁部が付 くもの。

台付鉢 脚台 を持つもの。

有孔鉢 底部に穿孔を持つ もの。

・高杯

有稜高杯A明 瞭な稜を有 し、 口縁部が外反する高杯。

A、 体部高が 口縁高を凌駕 している。

A2体 部高 と口縁高がほぼ等 しい。
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A3口 縁高が体部高を凌駕 している。

椀形高杯A椀 形の杯部が付 く高杯。

A1浅 い半球形 の杯部が付 く。

A2半 球形でやや深 めの杯部か ら口縁部が屈曲ない しは外折す るもの。

椀形高杯B椀 形高杯Aに 比 して 口径の小 さい杯部 を有す る。

B1杯 部径 が15cm以 下の小形 のもの。

B2杯 部径 が15c皿 以上の中形 のもの。

・器台

器台A筒 状の脚柱部からに大きく広がる口縁部 と裾部 を持つ もの。

器台B脚 部が二段に屈曲するもの。

・蓋 傘形を呈す るもので、つまみ部分が窪む もの。

・手焙 り形土器 受 口状 口縁の鉢 に覆部が付 くもの。

A区SD301上 層出 土遺物

60点(56～115)を 図化 した。 内訳 は壷 が23点(56～78)、 甕 が26点(79～104)、 鉢 が4点(105～

108)、 高杯 が7点(109～115)で ある。

壺

壺 は23点(56～78)で 、内訳 は 、広 口壺A14点(56～58・60)、 広 口壺A22点(59・61)、 広 口壺

B14点(62～65)、 広 口壺B22点(66・67)、 広 口長 頸壺A21点(75)、 広 口壺 体部 ～底部1点(78)、

長 頸壺A11点(68)、 長 頸壺A25点(69～72・76)、 短 頸 直 口壺B1点(73)、 細頸 壺1点(77)、 台

付 壷(74)で ある。

56～58・60は 広 口壺A1で あ る。 球形 の体 部 に 口縁 部 が外 反 して伸 び る広 口壺 で あ る。 体部 外

面の器 面調整 は57・58に はタテハ ケが施 され てい る。60は 球形 の 体部 に外反 す る 口縁 部 が付 く壺

で ある。口縁端 部 にキザ ミ目を施 し、体 部外 面 の器 面調 整 は甕 と同様 三分 割 の タタ キを施 す。59・

61は 広 口壺A2で あ る。 共 に、球 形 の体 部か ら頸 部 が斜 上 方 に伸び た後 に外反 す る 口縁 部 を有 す

る。61の 体 部 上位 に竹管 によ る記 号文 が1個 施 文 され て い る。62～65は 広 口壺B1で ある。 直 上

に伸び る頸 部 か ら 口縁 部 が外反 す る広 口壷 で ある。全容 が 明 らかな64・65は 共 に扁球 形 の体部 に

突出 した底 部 を有す る。66・67は 広 口壺B2で あ る。僅 かに上 下 に拡張 す る 口縁 端面 を形 成 し、

端 面 に はほ ぼ等 間隔 に竹 管 文 が施文 され て い る。 体部 は共 に扁 球 形 で、体 部 上位 に竹 管文1個 が

施 され て い る。75は 広 口長 頸壼A2で あ る。 口縁 部 に垂 下 し端 部 は面 を形成 す る。端 面 には竹 管

文が ほぼ等 間隔 で施 され てい る。78は 広 口壺 の 体部 ～底 部 で あ る。68は 長頸 壺A1で ある。長 頸

壺A2を 小 型化 した もので あ る。69～72・76は 長 頸壺A2で ある。球 形状 の体 部 か ら斜 上方 に伸 び

る口縁 部 が付 く。70の 体 部外 面上位 にヘ ラに よ る縦位 方 向の記 号文 が施 文 され て い る。72の 体 部

は、縦 長 の卵形 を呈 し、頸 部 は短 い。73は 短頸 直 口壺 で ある。 口縁 部 は体部 上位 か ら屈 曲 し、上

外 方へ 短 く直線 に立 ち上が るもの で、体 部 と口縁 部 の境 に刺突 文 と 口縁 部 の外 面 に波 状文 が施 文

され て い る。77は 口頸 部 を欠 くが形 状か ら細頸 壺 の体部 と推 定 され る。74は 台付 壺 で、長 頸壺 に

脚 がイ寸く。
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遺物実測図の縮尺S=1/10
数字は本文に掲載した遺物番号

第25図A区SD301上 層出土遺物位置図
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甕

甕 は26点(79～104)で 、内訳 は甕AIが8点(79～86)、 甕AIIが11点(87～97)、 甕A皿 が3点

(98～100)、 甕AIVが3点(101～103)、 甕Bが1点(104)で あ る。

79～86は 器 高が16cm未 満 の小形 品 の甕AIで ある。上 げ底 で 体部 外面 に縦位 のヘ ラ ミガ キを多

用 す る82を 除 き、V様 式甕 に通 有 な二分割 ない しは三分 割 に タタキ技 法が行 われ て い る。85は 、

口縁 部 に タタキ がお よん でい る。87～97は 器 高 が16c皿 以 上23cm未 満 の中形 品の甕AHで ある。

その うち、タ タキの後 に縦方 向 のハ ケ を散発 的 に施す ものが93.94・96に 認 め られ た。93の 体部

下位 には穿 孔が あ る。98～100は 器 高 が23cm以 上27cm未 満 の大形 品 の甕A皿 で あ る。99は 最 下

段 に縦位 のヘ ラケズ リや 中位 にタ タキの後 に部 分 的 に縦 方 向のハ ケ が認 め られ る。100は 口縁部 を

欠 損 してい るが 、受 口状 口縁 に なる と思 われ る。101～103は 器 高が27c皿 以上 の超大 形 品の甕AIV

で ある。102は 受 口状 口縁部 で、体部 上位 に縦 方 向のハ ケ を施 す。103は 口縁端 面 に キザ ミ目が施

され てい る。 口縁部 にキザ ミ目が確認 で き る甕 は 、「淡 路型 叩 き甕 」 も しくは 「淡 路型甕 」 と提 唱

され てい る(森 岡2003・ 池 田2013)こ とか らこの甕 は、同型 の ものに な る可能 性 が考 え られ る。104

は甕Bで あ る。 受 口状 の 口縁 部 を有す る もので 、 口縁 端 面 に櫛 状 の工 具 に よるキザ ミ 目、体部 上

位 に直線 文、列 点 文 、波状 文が施 され てい る。施 文 は近 江の影 響 を受 け てい るが、胎 土 は角 閃石

を含む 生駒 西麓産 で あ る。

鉢

鉢 は4点(105～108)で 、内訳 は小形 鉢A1が1点(105)、 小形鉢B2が2点(107・108)、 中形鉢A

1が1点(106)で あ る。

105は 突 出す る平底 の鉢 で、体 部 に横 方 向の タタキ を施 してい る。107・108は 、 ともに底部 周

辺 を外 下方 に拡 張 させ 上 げ底状 に した もの で ある。106は 突 出す る平底 の鉢 で 、底部 は上 げ底状 に

した もので ある。106・107は 波状 口縁 を呈 す。

高杯

高杯 は7点(109～115)で 、 内訳 は高杯A2が2点(109・110)、 高杯A3が3点(111～113)、 脚 部

片 が2点(114・115)で あ る。

109は 杯 部 のみ残 存 して い る。杯 部 の 口縁 部 高 と体 部高 の数値 が ほ ぼ等 しい ものであ る。110は

口縁部 径 が17.7c皿 を測 る小形 高杯 で完形 品で あ る。 口縁 部外 面 に は、波 状文 の よ うなジ グザ グの

ミガキ を施 してい る。川 ～113は 、杯 部 の 口縁 部高 が体部 高 を凌 駕 す る もので ある。111・112は

中空 の脚部 で 、113は 中実 の脚部 で あ る。114・115は 高杯脚 部 で ある。共 に生駒 西麓 産 であ る。

A区SD301下 層 出 土 遺 物

348点(116～463)を 図 化 し た 。 内 訳 は 壺154点(116～269)、 甕83点(270～352)、 鉢57点(353

～409) 、 高 杯45点(410～454)、 器 台3点(455～457)、 蓋3点(458～460)、 手 焙 り 形 土 器3点(461

～463)で あ る 。

壺

壺 は154点(116～269)で 、 内 訳 は 広 口壷A110点(116～125)、 広 口 壺A217点(126～142)、 広 口

壺A33点(143～145)、 広 口 壺B117点(146～162)、 広 口 壷B21点(163)、 広 口長 頸 壺A12点

(164・165)、 広 口長 頸 壺A25点(166～170)、 広 口長 頸 壺B26点(171～196)、 二 重 口 縁 壺2点(197・
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198)、 長頸 壺A127点(199～225)、 長頸 壺A229点(226～254)、 短 頸 直 口壺A1点(261)、 短 頸 直

口壺B3点(255～257)、 細 頸 壺3点(258～260)、 無 頸壺4点(262～265)、 台付 壺4点(266～269)

で あ る。

116～125は 、球形 の体 部 に外 反 す る 口縁部 を持 つ壺 で あ る。 口縁 端 部 の形 状 は、丸 味 を持 って

終 わ る(117・118・120・121)、 端 部 が外傾 気 味ない しは垂 直方 向 に面 を形 成す る もの(116・122～

125)が あ る。 口縁 端 面の施 文 は、124に 径5㎜ 程 度 の 円形 竹管 文 が巡 る。記 号文 は 、122の 体部 上

半 に9本 の縦位 のヘ ラ描 直線 文 、123の 体部外 面上位 に竹 管 文1個 が施 文 され てい る。116の 体 部

上位 には、突 起 が貼付 け られ てい る。122の 体 部 のヘ ラ ミガ キは上位 と下位 が縦方 向、中位 が横 方

向 で ある。また 、体 部 下位 に穿 孔が1箇 所 ある。体 部 中位 を中心 に煤 が付 着す る もの は、118・120・

121に 認 め られ煮 炊 具 として使 用 され てい る。

126～142は 、球形 の体部 か ら頸部 が斜 上方 に伸び た後 、口縁 部 が外反 す る壺 で ある。その うち、

口縁 部 の端部 付近 で外 反す るもの126～134、 受 口状 口縁 を呈す る もの135～142が ある。口縁部 の

端 部付 近 で外反 す る もの は、外傾 ない しは垂 直方 向 の面 を形成 す る。受 口状 口縁 を呈す る もの に

お いて は、138・139・142が 端部 に面 を形成 す る以外 は 、尖 り気 味 に丸 くお さめ られ た ものが 大 半

で あ る。135は 端 部が 直立 ぎみ で 、外 面 には凹線状 の くぼみが あ る特 徴 か ら北 近畿 系の もの に類 似

す る。 口縁端 面 の施 文で は、1条 の沈線 文 を持 つ133・138、2条 の沈線 を持 っ126、 キザ ミ 目を

持 っ141、 端 部 内外 面 に竹 管文 を持つ139が あ る。体部 外面 にお ける記 号 文 は、体部 外 面上位 に1

個 の 円形貼付 浮 文 を持 つ133、 体 部 と頸 部 の境 の貼付 け凸 帯の 下方 に竹 管 文 を施 文す る139、 体部

上位 にヘ ラ先工 具 に よ り落花 生状 の施文 す る140が ある。 頸部 と体 部 の境 に上面 に キザ ミ目を持

つ 凸帯 が巡 る141が あ る。 底 部裏 面で は木葉 文 が137に 認 め られ る。139は 、 口径29。4cm、 器 高

64.6cm、 体部 最 大径52.7c皿 を測 る大形 の壺 で、体部 下位 はハ ケ、中位 以上 は縦方 向 のヘ ラ ミガ キ

を施す 。 なお、129・130・132・134・142の 体 部外 面 には煤 の付着 の他 、142は 、火熱 に よ る器 面

剥 離 が認 め られ 、煮炊 き具 と しての利用 が推 定 され る。143～145は 、 球形 ない しは扁 球形 の体 部

か ら口縁部 が大 き く外反 す る壼 であ る。144の 体部 外面 は 、縦方 向のヘ ラ ミガキで 、中位 以 下 に煤

が認 め られ る。 ま た、底 部 の裏面 に籾痕 と 「十 」のヘ ラ記 号 が施 文 され てい る。146～162は 、直

上 方 向 ない しは外傾 気 味 に伸 び る頸部 を有 した後 に 口縁 部 が外反 して 開 く壺 で あ る。 体部 の形 状

に は、球 形 ・扁球 形 で、小 形 ・中形 ・大形 の三種 が ある。 口縁端 部 は丸 味 を持 っ146、 外傾 し面 を

形 成す る もの147～149・153・154・157・159、 や や上 方 にっ まみ 出す 口縁 で面 を形成 す る150・

152・155・156・158・162、 受 口状 口縁 を呈す る161が あ る。148は 、 口縁 端部 に2条 の沈線、が廻

る。 口縁端 面 に加 飾 を持 っ もの は147・149で 、147は キザ ミ 目文、149は2個 一対 の竹管 文 を施

して い る。体 部外 面 の記 号 文 は、体部上位 に2個 一対 の竹管 文 を施 文 してい る155、3個 の竹 管文

を施 文 してい る158・161、 ヘ ラ描 に よる直線 文 を施 文 してい る154が あ る。体 部外 面 に煤 の付 着

が認 め られ た ものは155～157・160～162で 、155・157の 内面 に は、コゲ痕 が認 め られ た。155は 、

ほ ぼ全 面 にハ ケ を施 し、わず か にヘ ラ ミガ キが認 め られ る。163は 広 口壺Bの なか で、垂 下 口縁 を

作 る広 口壺B2に 分類 され る。大 形 品で 口径17.7cm、 器 高34.85cm、 体部最 大径33.8cmを 測 る。

口縁 端面 に3条 の沈線 文 が施 文 され てい る。 また 、体 部 のヘ ラ ミガキ は、 上位 と下位 が縦 方 向 、

中位 が横方 向 で ある。164・165は 、 口頸 部 が ラ ッパ状 に開い た後、 幅広 の垂 下 口縁 部 を持つ 壺 で

あ る。166～170は 、 口縁 端部 が付加 状 口縁 ない しは垂 下 口縁 を呈す る壺 で あ る。 口縁端 面 にお け
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る加飾 文 様 は、166が3条 の沈線 文 と竹 管押圧 円形 浮文 、167が 竹 管押圧 円形 浮文 、168が 口縁 端

面 に2条 の沈線 文 と竹管 押圧 円形 浮文 を6個 一 単位 とす る ほか、 下端部 に斜 方 向の キザ ミ目、体

部 と頸部 の境 に上 面 にキザ ミ 目を持 つ凸 帯が 廻 る。170は 、復 元 口径 が46cmを 測 る大形 の もので 、

大 形器 台 にな る可能 性が あ る。垂 下 口縁端 面 に竹 管 押圧 円形 浮文 を貼 り付 け、間 には沈線 を施 す。

171～196は 、長頸 壺Aの 体 部か ら開き気 味 に伸び る 口頸 部 が付 く壺 で ある。器 高数値 か ら19c皿 未

満 の小形 品 と19c皿 以 上 の中形 品 に区別 され る。器 面調 整 は、172・175・179・196の よ うにタ タキ

を残す もの を除 けば 、縦位方 向のヘ ラ ミガ キ また はハ ケ調整 を多用す るもの が大 半 を 占める。外

面 に施 文 され た記号 文 には、体部 上位 に3個 の竹 管 文 を配 す177、 頸部 下位 に2個 の竹 管文 を配す

180、 体部 上位 に水 平方 向 に刺 突文 を配 す184・185・193、 体部 中位 に4条 の直線 文 を施文 す る187

が あ る。 体部 中 ・上位 に穿孔す る ものは 、174・186で あ る。体 部外 面 に煤 の付着 が認 め られた も

の は、171・175・177・180・183・185・187・189・191・194で 、 内部 にコゲ痕 が確 認 で きた もの

は、180・185・189・191で ある。197・198は 、二重 口縁 壺 で2点 とも 口頸部 のみ の残存 で あ る。

199～225は 、長頸 壼 に分類 され る なかで も器 高16cm以 下 の小 形 品で あ る。平底 の底部 で 、無花 果

形 また は半球 形 の体部 か ら口頸部 が直線 的 に上外方 に伸 び る。207・210の 口縁 端部 には凹線文 を

施 してい る。216～218は 底 部 に穿孔 が あ る。218の 頸部外 面 には記 号 文で あ る竹管 文 が2個 縦 位

に施文 され てい る。217・223の 体 部外 面 に はタ タキが認 め られ る。 体部 外面 に煤 の付着 が認 め ら

れ た もの は212・213・220・221・225で 、221の 体部 内面 で は コゲ痕 が確 認 で きる。226～254は 、

長 頸壺 のな かで も器 高16c皿 以 上 の 中形 品で あ る。 そ の うち、外 面 に記号 文 ・突起 を持 つ もの は

228・230・233・235～237・241・245・249・252～254で ある。記 号文 は、竹 管文 ・ヘ ラ描 き ・浮

文 な どの種 々 の施 文 法 で表 現 され てい る。 記 号文 ・突起 が施 され た部位 と して は、外 面 の全 域 に

及 んで い るが 、そ の うち体部 上半 に施 文 され た ものが 大半 を 占める。体部 に施 文 され た文様 とし

て は、複 数 直線文233・236・241・252、 竹 管文3個 を三 角形状245、 竹管 文4個 を一 列253、rU」

の字 状230・237、 逆rT」 の字 状235が ある。 その他 、 口頸部 と体部 の両方 にヘ ラ描 きに よる1

条 の直線 文254、 複数 の直線 文 を施す228が ある。226・234・245・246の 口縁 端部 に は凹線文 を

施 して い る。243の 口縁 部 は内湾 して い る。 体部 に穿 孔 が穿 たれ てい る もの は231・234が あ る。

238・246・247の 体部 外面 に はタ タキ が認 め られ る。体部外 面 の煤付 着 か ら煮炊 き用 に使 用 され た

と推 定 され るもの は247・250の2点 で あ る。261は 玉葱形 の体部 か ら上外 方 に短 い 口縁 部 が付 く

短 頸直 口壺Aで 、 口縁 部 に波状 文 を施 して い る。255～257は 、3点 ともに無花 果形 の体 部 に上外

方 に伸 び る口縁 部 が付 く。器 高14.2～16.1cmを 測 る小 形 品 の255・256と 、器 高25cm前 後 を測 る

大形 品 の257が あ る。256の 口縁 部 は、 内湾す る。258～260は 細頸壷 で あ るが 、全容 を知 り得 た

ものは なか った。扁 球形 の体部 か ら直上 方 に長 く伸 び る細 目の 頸部 が付 く。262～265は 無 頸壺 で、

262の 口縁 端部付 近 には、蓋形 土器 と本 体 を繋 ぐ2個 一対 の紐 孔が焼成 前 に穿 たれ てい る。263～

265の 口縁 部 は 内湾 し尖 りぎみ に丸 く終 わ る。263は 、底 部 に穿孔 が焼成 前 に穿 たれ て い る。264

の 口縁端 部 に は擬 凹線文 を施 し、 また、 体部 のヘ ラ ミガ キ は、上位 と下位 が縦方 向、 中位 が横 方

向で あ る。264は 擬 凹線 を施 す こ とや 、器 形 か ら判 断す る と、北近 畿系 の可能性 が考 え られ る。266

～269は 台付 き壺 で ある。 壺部分 の形状 は、266が 広 口直 口壺 、267・268が 短 頸直 口壺A、269が

細 頸直 口壺 で あ る。266の 体 部 下位 に縦位3条 の記 号文 が施 文 され て い る。268は 、 口縁 部 に擬 凹

線 文 を施 す。267・268の 体 部外 面 は縦方 向 の ミガ キ を上下分 割 して施す 。
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甕

甕Aと した ものは 、い わ ゆ る 「V様 式甕 」 と呼称 され る甕 で、器 高 の数 値 か ら四つ に分 類(甕A

I～IV)し た。 そ の内訳 は、甕AI16点(270～285)、 甕AII35点(286～320)、 甕A皿22点(321～

342)、 甕AIV8点(343～350)で あ る。 そ の他 、台付 き甕2点(351・352)が あ る。

270～285は 器 高 が16cm未 満 の もの で ある。体部 の形状 は、上位 に最 大径 を持 つ ものが 多い。体

部 の成 形 は二段 な い しは三段 分割 成形 で 、分割 に沿 って タ タキ調整 の方 向を変 えて い る。 体 部 内

面 は板 ナデお よび ハケ に よ る調整 が行 われ て い る。なお体 部 の成 形 にお い てタ タキ を用 い ない275

や タタ キ を消す278が あ る。271の タタキ は、左 上が りで、281の タ タキ は、下位 が右 上 が りで、

上位 が左 上が りであ る。底 部 の形状 は、やや 突 出 した 平底 が大 半 を 占めるが 、277の よ うに突 出 し

な い ものや271・275の よ うに底 部 の側 面 をナデ る こ とに よ り端 が下外方 に拡 張す るものが あ る。

口縁端 部 は丸 く終 わ る271・272・273・275～279・282～284、 外 傾す る平 坦 面 を持 っ274・280、

端 部 が受 口状 の もの270・281が あ り、受 口状 を呈 す る270・281は 広端 面 を有す る。272は 波状 口

縁 であ る。281の 体 部 内面 にヘ ラケズ リが認 め られ る。

286～320は 、器 高 が16cm以 上22c皿 未満 の もので あ る。体 部 の製作 技法 として は、三分割 成 形

とタタ キ技法 に よるが、 タタキ の一部 をハ ケで消 す ものや ナデ で消 す ものが あ る。 ま た310の よ

うに上 段 ・中段 がハ ケ、下段 がナ デ に よるもの があ る。286の タ タキは 、下位 と上位 が右 上 が りで、

中位 が左 上が りで あ る。294・299・311・317の タタ キは、 下位 と上位 が右 上 が りで、中位 が横 方

向で あ る。316は 下位 か ら上位 に向 かい左 上 が りと横方 向の タタ キを交 互 に繰 り替 え し施 してい

る。 口縁 端部 の形 状 は、丸 く終 わ る286～300・319・320、 尖 り気 味で 終 わ る303～306、 外傾 す る

平 坦面 を持 っ307～312、 受 口状 を呈す る313～318が あ る。底 部 の形状 はやや 突 出 した平底 が大 半

を 占め るが、288の よ うに底 部側 面 をナデ るこ とに よ り底 部端 が 下外方 に拡 張 し上 げ底 の もの が あ

る。292・293は 、波状 口縁 で あ る。304の 体部 上位 には、棒状 工具 に よる縦位 の直線文 が全 体 に

廻 らされ てい る。312は 口縁 タ タキ出 し技 法 に よ り擬 口縁 を成形 した後 、口縁 端部 が形成 され てい

るが、 全体 に雑 な成形 で あ る。306の 底 部 は、 上 げ底 で あ る。

321～342は 、器 高 が22cm以 上27cm未 満 の もの で あ る。体 部 の形状 は 、325の よ うに体部 中位

が 大 き く張 り出す もの を除 けば、体 部最 大径 が 中位 に あ る倒 卵形 を呈 す る ものが 大半 を しめ る。

体 部外 面 の タタ キ調整 は 、三分割 成 形 の部位 に沿 って方 向 を変 え るものや 、最 下段 の逆 円錐 台 部

の基 本 的 なタ タ キ方 向 で あ る右 上 が りタ タキ を上 段 ・中段 に踏 襲 す る ものが あ る。 体部 外面 の タ

タキ調整 をハ ケ メに よ り消 す行 為 は321・325・328・329・333～336・338・340～342に 認 め られ

る。327に は、口縁 屈 曲部外 面 に指頭 によ る押圧 文 を残 す粘 土帯 が廻 る。 口縁 端部 の形 状 は、丸 く

終 わ る339～342、 外 傾す る面 を形 成す る321～327・334、 口縁 端部 が上 方 に摘 み 上 げ られ る もの

329・335、 外傾 す る平 坦面 を形 成 し口縁 下部 が拡 張 され た もの337・338、 受 口状 を呈す る329～

331・333・336が ある。底 部 の形状 は 、や や 突 出 した 平底 が大 半 を 占め 、底面 が平底 の もの と底部

が わず かに窪 む上 げ底 の ものが あ る。334の 裏 面 には木葉 痕 が残 る。口縁 部 に打欠 きが認 め られ る

ものは321・322で あ る。

343～350は 器 高 が27cm以 上の もの であ る。体 部 の形状 は344の よ うに球 形 の もの を除 けば 、体

部 最 大径 が体 部 の 中位 よ り上 部 に ある倒 卵 形 を呈す る。 体部 の分割成 形 は三分割 の もの と丈 高 の

体 部 に相応 した 四分割 の ものが認 め られ る。 口縁端 部 の形状 は、丸 く終 わ る344、 面 を形 成す る
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343・345～347、 受 口状 を呈す る ものが348～350で 、349に は 口縁 端面 下端 に キザ ミ目が施 され て

い る。底部 の形 状 は、やや 突 出 した平底 を呈 し、底 面が平 底 の もの343・345・346・349と 底部 が

わず か に窪 む上 げ底348、 ドーナ ツ状 の底350が ある。349の タタキ は左 上 が りで ある。350の 体

部外 面 中位 に は、 凹線 状 の窪み を施 す。

351・352は 台付 き甕 で 、共 に完形 品で あ る。351は 、長胴 の体部 に 「く」 の字状 に屈 曲す る 口

縁 部 が付 く。 口縁 端部 は面 を形成 す る。 台部 は裾 の拡 張 が少 ない 上 げ底 状 を呈 し、 内面 には指 ナ

デ に よる圧 痕 が確 認 で きた。352は 体 部最 大径 が ほぼ 中央 にあ る縦長 の器 形 で、 「く」 の字状 に屈

曲す る 口縁 部 が付 く。 口縁端 部 は面 を形 成 し、凹線 状 の窪み が認 め られ る。 「ハ 」の字状 に開 く底

部が付 き、内外 面 にハ ケを施 して い る。

鉢

鉢 に は小 形鉢A3点(353～355)、 小形 鉢B115点(368～382)、 小形 鉢B210点(384～393)、 小形

鉢C4点(394～397)、 中形鉢A12点(358・359)、 中形 鉢A22点(356・357)、 中形鉢B1点(383)、

中形鉢C4点(378・379・398・399)、 大形鉢A1点(360)、 大形鉢B5点(361～364・366)、 大形

鉢C1点(365)、 台 付鉢A1点(367)、 有孔鉢A10点(400～409)が あ る。

353～355の うち、353は ミニチ ュア品 で ある。354に は注 ぎ 口があ る。底 部 は外側 面 に指頭 圧痕

を残 し 「ハ」 の字 状 を呈す る353、 平底 で 裏面 が窪 む ものが354・355で あ る。355の 体部 に は、

穿 孔が あ る。 これ らの鉢 はナデ ・ハケ調 整 を多用 してい る。368～382の うち、368・369は ミニチ

ュア品 であ る。体 部外 面 の器 面調整 は、382が タタ キを用 い るが、 その他 の鉢 はナデ ・ハ ケ調 整 を

行 って い る。371の 口縁端 部 は、器壁 の厚み を減 じて尖 り気 味 で終 わ り、波 状 口縁 を成す。 また 、

379も 波状 口縁 で あ る。384～393は 、ナ デ なが ら外 側 へ広 げ、底 部 を成形 す る上 げ底 の鉢 で あ る。

この うち波 状 口縁 の もの は387・388・393で あ る。392は 口縁 端部 に凹線 状 の浅 い窪み が あ る。394

～397は 内湾 して伸 び る 口縁 部 の鉢 で ある。394～396は 口縁端 部付 近 に凹線 状 の窪 み が確 認 で き

る。397は 上 げ底 で あ る。358・359の 中形 鉢 に は、体 部 が逆台形 状 の358と 半球形 の359が あ る。

358の 内底 部 に は輪積 み 成形 部分 の粘 土充填 が行 われ てお らず 窪み と して残 され てい る。356・357

は、 内湾す る 口縁部 で、 口縁 端 部 は面 を形成 す る。 ともに体 部外 面 に タタキ を施 し、体 部 と口縁

部 の境 に はユ ビナデ を施 して い る。383の 外 面 に は、下位 にハ ケ 、 中位 に タタ キ、上位 にナデ を、

内面 は縦方 向の ミガ キを施 してい る。378・379は 内湾す る 口縁部 で 、端部 は尖 りぎみ に丸 く終 わ

る。 この うち379は 波状 口縁 で あ る。

360は 、 中形 鉢A2を 大 き く した形状 を持 つ大形 品で あ る。波 状 口縁 であ り、体部外 面 に右 上 が

りの タタキ が施 され て い る。361～364・366は 、外 反す る 口縁 部 をもつ 大形 鉢 で あ る。体部 に はヘ

ラ ミガ キを多用 す る361・362・364・366、 タタ キ とヘ ラ ミガ ・キを併用 す る363が あ る。 この うち

364の 体部外 面 は外面 に左 上 が りのヘ ラ ミガ キ、内面 は縦 方 向 のヘ ラ ミガ キ を密 に施 してい る。365

は受 け 口状 の 口縁 部 を持 つ大 形鉢 で 、体部 中位 に逆 「U」 字状 の把 手 が貼 り付 く。 内外 面 には縦

方 向 を基調 とす るヘ ラ ミガ キが密 に施 され 、口縁部 の内面 に は指 ナデ が認 め られ る。367は 小形 の

台付 鉢 で、体 部 の内外 面 にはヘ ラ ミガ キを施 して い る。400～409は 有孔鉢 で あ る。 形態 的 には、

小形 鉢B1の 底部 に穿 孔 を持 ち、孔 は全 て焼成 前 に施 して い る。401は 波状 口縁 で あ る。402の 口

縁端 部 は、キザ ミ目を施 してい る。400・401・403・407・408の 外 面 は タタ キ を施 してい る。404・

405の 体部 は 内外面 ともに指 ナデ が認 め られ る。
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高杯

高杯 には 、有稜 高杯410～430と 椀 形 高杯439～454が あ り、431～438は 高杯脚 部 で ある。

有 稜高杯 に は、421～423の 高杯A1、410～419の 高杯A2、420・424～430の 高杯A3が あ る。

421～423は 杯 部 の体部 高が 口縁部 高 を凌 駕 した もので 口縁 部 が外反 す る もの で ある。 脚 部 は 中

空 で 円筒状 の長い脚 部 を持つ。 スカ シ孔 は4個 穿 たれ て い る。410～419は 、杯 部 の 口縁 高 と体 部

高 が ほぼ等 し く口縁 部が外 反す る もので 、脚 部 は 中空 で 円筒 状 の長 い脚部 を持 つ。 ス カ シ孔 は4

個 穿 たれ て い る。器 面調整 の うち外 面 で は、杯 体部 か ら裾 部 にか けて縦位 のヘ ラ ミガ キ を行 う共

通 した調整 方 法 が用 い られ てい る。 杯 口縁部 の外 面 のヘ ラ ミガ キ は、縦位 に密 に施す412・415・

419と 横位 に施 す411・413・416が あ る。410・414は 波 状文 を施す 。杯 部 の内面 は、放 射 状ヘ ラ

ミガ キで あ る点 は共 通 してい るが 、口縁部 のヘ ラ ミガ ・キ調 整 は縦位 の もの418、 横 位 の もの410～

413・416・419が ある。423の 裾 端部 には キザ ミ 目を施 してい る。420・424～430は 、杯 部 の 口縁

高 が体部 高 を凌 駕 した もので 、 口縁 部 の外反 度 は強 い。脚 部 は427・428が 中実 で、それ 以外 は中

空 の長い脚 部 を持 ちスカ シ孔 は4個 穿 たれ てい る。426・427の 裾 端 部 には キザ ミ目を施 してい る。

椀 形高杯 には、450～454の 椀形 高杯A1、439・440の 椀 形 高杯A2、441～444の 椀 形 高杯B1

4点 、445～449の 椀形 高杯B2が ある。

450～454は 浅 い椀形 の杯 部 に屈 曲 して 開 く脚 部 が付 くもので あ る。脚 部 は中空 で、杯 部 との接

合 部 は 円盤 充填 によ る。452を 除 き体部 内外面 に放射 状 に丁寧 なヘ ラ ミガ キが行 われ てい る。451

の脚部 には上位 に3条 、 下位 に4条 の沈線 文 を施 してい る。439・440は 椀 形 の杯 体 部 か ら口縁部

が外 折 ない しは外反 す るもの であ る。439は 口縁 端 面 に擬 凹線 を施 す もの で、京都 府 や兵 庫 県 の

中 ・北部 の丹 後 ・丹波 地域 に類例 が認 め られ るい わゆ る北近 畿系 の土器 で あ る。 しか し、本 例 は

角 閃石 を含 む ため生駒 西麓 産 と推 定 され る。440は 内外面 ともにヘ ラ ミガ キ を密 に施 してい る。441

～444は 小形 の高杯 で、脚 部 が中実 の442・443と 中空 の441・444が あ る。445～449は 中空 の脚

部 を もっ高杯 であ る。445・448・449の 外 面 はヘ ラ ミガ キ、446・447は ハ ケを施 して い る。

431～438は 高杯 の脚 部で あ る。 全て 中空 で 円錐 状 の脚部 を有 す る もので、裾 部が 下方 で小 さ く

屈 折 して 開 く432・434の 他 は、柱 状 部 か ら大 き く開 くもので あ る。

器 台

455・456は 器 台Aで ある。455は 脚 か ら口縁部 で、端面 に円形竹 管 を押 した 円形浮 文 を貼 り付

け る。また 、口縁部 と端 面 の外 面 に は、部 分 的 に赤 色顔 料 が塗布 され てい る。456は 円形 の スカ シ

孔 が3方 向 に開いて い る。457は 段 を有す る器 台Bで 、裾 部 の端 部 と屈 曲す る部 分 にキザ ミ 目を施

して い る。裾 部 に は円形 のス カシ孔 が 開い てい る。

蓋

458～460は 傘形 を呈す る蓋Aで あ る。3点 ともにつ まみ部 分 は窪 む。458に は2個 一対 の穿孔

が認 め られ る。

手焙 り形 土器

461～463は 手焙 り形 土器 で、受 口状 口縁 の鉢 に覆 部 が付 く。底 部 の形状 には、突 出す る平底461・

462と 尖 りぎみ の平底463が あ る。461・462の 体 部 中位 に貼 り付 く突帯 には キザ ミ目を施 してい

る。461の 体 部外 面 上位 には横 方 向の タタ キの後左 上 が りのハ ケを施 して い る。462の 体部 外 面上

位 と覆部 にはヘ ラ ミガキ を施 してい る。463は 、ほ ぼ全 面 にハ ケ を丁寧 に施 してい る。
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遺物実測図の縮尺S=1/10

数字は本文に掲載した遺物番号

第30図A区SD301下 層出土遺物位置図(北部)
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遺物実測図の縮尺S=1/10

数字は本文に掲載した遺物番号

第31図A区SD301下 層出土遺物位置図(南部)

一43・44一



第32図A区SD301下 層 出土 遺 物 実 測 図一1

一45一



第33図A区SD301下 層 出 土 遺 物 実 測 図一2

一46一



第34図A区SD301下 層 出 土遺 物実 測 図一3

一47一



第35図A区SD301下 層 出 土 遺 物 実 測 図 一4

,・



第36図A区SD301下 層 出 土遺 物実 測 図一5

,.



第37図A区SD301下 層 出 土 遺 物 実 測 図 一6

一50一



第38図A区SD301下 層 出土 遺 物 実 測 図一7

-51一



第39図A区SD301下 層 出 土遺 物 実 測 図 一8

-52一



第40図A区SD301下 層 出 土 遺 物 実 測 図一9

-53一



第41図A区SD301下 層 出土 遺 物 実 測 図一10

-54一



第42図A区SD301下 層 出土 遺 物 実 測 図一11

-55一



第43図A区SD301下 層 出 土遺 物実 測 図一12

-56一



第44図A区SD301下 層 出土 遺 物 実 測 図 一13

-57一



第45図A区SD301下 層 出 土遺 物 実 測 図一14

-58一



第46図A区SD301下 層 出土 遺 物 実 測 図 一15

-59一



第47図A区SD301下 層 出 土 遺 物 実 測 図 一16

-60一



第48図A区SD301下 層 出土 遺 物 実 測 図 一17

Fi



第49図A区SD301下 層 出 土遺 物実 測 図 一18

-62一



第50図A区SD301下 層 出 土遺 物 実 測 図 一19

-63一



第51図A区SD301下 層 出 土遺 物 実 測 図 一20

-64一



第52図A区SD301下 層 出 土遺 物 実 測 図一21

-65一
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第53図A区SD301下 層 出 土 遺 物 実 測 図一22

464は 、B区SD301か ら出土 した。受 口状 口縁の鉢の口

縁端部上に覆部を付ける。覆部の外面 には波状文 を、体部の

外面には刺突文、キザ ミ目、波状文を施す。体部最大径の位

置には突帯が付いていたが、剥がれ落 ち欠損 している。覆部

お よび体部 の内面 はナデを施 し、覆部には粘土接合の痕跡

が確認できる。施文は近江系の影響 を受けていると考える。

SD302

B区 の3A地 区で検出 した。検出長10.55m、 最大幅4.O

m、 深 さ0.85mを 測 る。断面形状は半球形で、埋土はシル

ト混粘土 を主体 とす る5層 が堆積 している。遺物は弥生時代

中期後半(河 内IV-1～2様 式)に 比定 され る弥生土器が出
第54図B区SD301出 土遺物実測図

土 した。16点(465～470・472・473・475～480・482・483)を 図化 した。465～467は 中期 後 半 の壺

で あ る。465の 体部 の最 大径 は下 方 にあ る。 口縁 部 と頸部 に簾 状文 を施 す。466は 口縁部 の端 面 に

簾 状 文 を、頸部 の外 面 に直線 文 を施 す。467は 、 口縁 部 の内面 に 円形 浮 文 を貼 り付 ける。端面 には

簾状 文 とキザ ミ目を施す 。468～470は 有 段 口縁壺 で 、468・470に は簾 状文 と刺 突文 を、469に は

列点 文 、扇 形文 、簾 状文 を施 す。472・475・476は 甕 であ る。「く」の字 に外反 す る 口縁 部 で 、475・

476の 端 部 は面 を形成 す る。473は 鉢 で 、 口縁部 の端 面 と体部 の外 面 に簾 状文 を施 す。477～479

は壺 あるい は甕 の底 部 で あ る。477・479は 外 面 に縦 方 向の、478は 横 方 向のヘ ラ ミガ キ を施 す。

480は 大 形 の鉢 で、口縁端 部 は面 を形成す る。口縁 部 の端面 と体 部 の外面 に簾状 文 と列点 文 を施す 。

482は 高杯 の脚部 か ら裾部 で ある。483は 鉢 の脚 台 部 で、外 面 には竹 管文 を施す 。

..



SD303

B区 の2AB地 区で検 出 した。 南北方 向 に伸 び る もので、北端 は調 査 区外 に至 る。 検 出長3.74

m、 幅0.79m、 深 さ0.18mを 測 る。埋 土は上 か ら灰 色 細砂 混粘土 、灰 色 シル ト混粘 質土 で 、弥生

時代 中期 後 半(河 内IV-1～2様 式)に 比 定 され る弥 生土・器が 出土 した。3点(471・474・484)を 図

化 した。471は 甕 で、 口縁 部 はゆ るや か に外 反す る。474は 鉢 で、 口縁 部 の端 面 と体部 の外 面 に簾

状文 を施 す。484は 鉢 の脚 台部 で 、外 面 に竹管 文 を施す 。

SD304

B区 の2A地 区で検 出 した。 北西～ 南東 に伸 び る溝 であ る。 全長4.1'、 幅0.8111、 深 さ0.14

mを 測 る。埋土 は上 か ら灰 色細 砂混粘 土 、灰 色 シル ト混粘質 土で 、弥 生時 代 中期 後半(河 内IV-1

～2様 式)に 比定 され る弥 生土器 が 出土 した。1点(481)を 図化 した。481は 大形 の鉢 で 、口縁端部

は面 を形 成す る。 口縁 部 の端面 と体部 の外 面 に簾 状 文 と列 点 文 を施 す。

小穴(SP)

総数 で5個(SP301～305)を 検 出 した。その 内訳 はB区 で4個(SP301～304)、C区 で1個(S

P305)で あ る。B区 にっ いて は、調査 区北 西部 で4個 が密集 した形 で検 出 されて い る。

第4表 第3面 小穴法量表(m)

遺構名 地区1 平面形状1 長径 短径 深 さ 埋土 出土遺物
SP301 ..;

旨

円 形: 旨 0.43 0.40 0.16 灰茶色細粒混粘土 な し

SP302 4B, 11, 0.48 11 0.15 Il 〃

SP303 Il

一 一一一一r

0.39 0.36 o.zi Il 〃

SP304 II 二 〃1 0.37 0.31 o.18 〃 11

SP305 1G, 楕円形1 0.54 0.39 o.io 茶灰色 シル ト 〃

SD302
1黒 色シル ト混粘 土
2暗 灰色シル ト混粘 土
3黒 色細砂混粘土
4暗 青灰色 シル ト混 粘土
5黒 色シル ト混粘 土

SD303・304
1二 灰色細砂混粘土
2:灰 色 シル ト混粘 質土

第55図B区SD302～304断 面 図

一67一



第56図SD302～304出 土 遺 物 実 測 図
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第5表 出土遺物観察表

報告
番号

挿図
番号

図版
番号

調査
地区

遺構 ・層

位
時期 器種 法量:単 位㎝、0復 元値 残存部 色調 ・ 胎土 焼成

備考(弥生土器:角 閃石を多く含むものは、生駒西麓
産、含まないものは非生駒西麓と記す)

am 5 B区 SE101 奈良時代中期 土師器杯
n

ロ径
底径

(14.3)器 高:2.7

ui.o)

1/3 内
外

2.5Y7/3浅 黄色

2.5Y6/2灰 黄色

緻密 良好

ooz 5 B区 SE101 奈良時代中期 土師器杯
A

ロ径
底径

is.8器 高:3.65

ヨ2.6

4/5 内
外

2.5Y7〆3浅 黄色

2.SY8/3淡 黄色
徴密 良好 外面に煤

003 5 u B区 SElOI 奈良時代中期 土師器皿
A

口径
底径

(15.3)器 高:(2,1)

(13.5)

1/3 内
外

10YR7/3に ぶい黄橙色
IOYR7/2に ぶい黄橙色

緻密 良好 放射状及び螺旋状暗文

ooa 5 B区 SEIOI 奈良時代中期 土師器鉢 ロ径
底径

(19.7)器 高:5.5

(11.3)

艮/8 内
外

2.5Y8/9淡 黄色
7.SYR8/3浅 黄色

緻密 良好 線状の暗文

005 5 11 B区 SE101 奈良時代中期 土師器壺
B

口径 9.1器 高:6.1

体部最大径:8.9底 径:5.8
完形 内

外
7.6YR6/4に ぶい橙

10YR7/2に ぶい黄橙色

密 良好 底部レ2に黒斑

006 5 11 B区 SE101 奈良時代中期
.

土師器壼
B

ロ径:10.5器 高;6.5体 部最

大径:10.2底 径:5.5

ほぼ完形 内
外

2.SY7/2灰 黄色

2.5Y6/2灰 黄色

密 良好 口縁煤け着 外面1/3黒斑

oov 5 11 B区 SEIOI 奈良時代中期 須恵器杯
B蓋

つまみ径:2.8つ まみ高:0.7 不明 内
外

iovsn灰 色
N5/0灰 色

密 良好

oos 5 B区 SElOi 奈良時代中期 須恵器長
頸壺

体部最大径;艮7.2 不明 内
外

5Y7/1灰 自色
2.5Y6/1黄 灰色

密 良好

009 7 ti B区二 SE102 古墳時代後期中
葉

須恵器短
頸壺

口径:13.15器 高:IS.3体 部

最 大 径:is.0底 径:12.7

ほぼ完形 内
外

5BG2六 青黒色

5Y7/1灰 白色

密 良好 古墳時代後期中葉(田辺編年TKIO6世 紀中葉)

oio 10 C区 SE103 奈良時代末期～
平安時代初頭

土師器皿 口径:15.6器 高:2.5

底 径:12.1

1/2 内外:10YR7/4に ぶい黄橙 色 密 良好 体部外面に黒斑がある

oii 10 11 C区 SE103 奈良時代末期～
平安時代初頭

士師器椀 口径:13.9器 高:4.1 4/5 内外:10}'R7/3に ぶい黄橙 色 密 良好

oiz 10 11 C区 SE103 奈良時代末期～
平安時代初頭

土師器椀 口 径:(16.3>器 高:4.4 2/3 内外:IOYRi/3に ぶい黄橙色 密 良好

oia io 11 C区 SE303 奈良時代末期～
平安時代初頭

土師器椀 口 径:13.5器 高:3.8 完形 内:10YR7〆3に ぶい黄褐色

外;toms/z灰 黄褐色

密 良好 ヘラ記号あり

Ol4 io 11 C区 SE103 奈良時代末期～
平安時代初頭

土師器椀 口径:1495器 高:4.2 2/3 内外:10YR7/3に ぶい黄褐色 密 良好 ヘラ記号あり 灯芯痕あ り

015 10 12 C区 SE103 奈良時代末期～
平安時代初頭

土師器甕 口径:(18.3)器 高:15.4

体部最大径:18.5

口縁部1/2

体部完存

内外:10YR7/4明 黄褐色 やや
粗

良好

016 10 12 C区 SE103 奈良時代末期～
平安時代初頭

土師器甕 口径:13.9器 高 ごll.5

体部最大径:IS.2

ほぼ完形 内:7.5YR4/2褐 灰色

外:7.5YR5/3に ぶい褐色

密 良好 外面口縁部～体部:煤 内面底部:コ ゲ

ou 10 12 C区 SE正03 奈良時代末期～
平安時代初頭

土師器甕 ロ径:17.75器 高:14.3

体部最大径17.55

口縁部及び底部を
欠く

内外:7.SYR5/2灰 褐色 密 良好 外面ロ縁部～体部;煤 内面底部:コ ゲ

ois ]0 iz C区 SE103 奈良時代末期～
平安時代初頭

土師器甕 口 径:16.5器 高;13.4 完形 内外:7,5YR5/2灰 褐色 密 良好 墨書人面土器

ms 10 c区 SE103 奈良時代宋期～
平安時代初頭

土師器片
口鉢

口 径;24.0器 高:12.7 ほぼ完形 内外:10YR7/6明 黄褐色. 密 良好 片口鉢

ozo 10 12 C区 SE103 奈良時代末期～
平安時代初頭

土師器高
杯

口 径;6.0器 高:4.9

裾 径:3.2

杯部1/3 内外:7.JYRS/2灰 褐色 密 良好 ミニチュア品

021 10 12 C区 SE103 奈良時代後期 銅銭 径;2.4厚 み:0.2 完形 『神功開賓』初鈕鋳765年天平神護元年9月

ozz ti B区 SK101 奈良時代後半 須恵器杯
B

器高:4.7高 台径:9.8

高台高:0.6

底部V2 内:7.5YR6/2灰 褐色

外:2.5Y7/2灰 黄色

密 良好

023 H B区 5K101 奈良時代後半 須恵器杯
B

口 径:(17.9)器 高:4.75

高 台 径:(13.6)高 台 高;0.6

底部1/3 内外:N5/1灰 色 断面:5YR5/2灰

褐色

密 良好

024 is iz C区 SK102 奈良時代中期 土師器杯
A

口 径:15.0器 高:3.5 1/2 内外:7.55R8/S黄 橙色 密 良好

025 14 12 c区 SK102 奈良時代中期 土師器皿
B

口 径:(21.2}器 高:3.85

高 台 径:(15.9)高 台 高:0.6

口縁部1/4 内外:5YR6/6橙 色 密 良好 内面体部放射状ヘラミガキ

ozs 14 C区 sxioz 奈良時代中期 土師器小
形甕

口径:(17.5) ロ縁部1/6 内外;5YR6/4に ぶい橙色 密 良好 ロ縁部内面煤

027 14 12 C区 SK102 奈良時代中期 土師器高
杯

杯部L/5 内外:5YR8〆6浅 黄橙色 密 良好

028 19 13 C区 SK102 奈良時代中期 須恵器杯
B

口径:(15.5)器 高:2.35

つ ま み 径:2.9つ ま み 高:0.3

約1/2 内外:10GY6/1 徴密 良好
幽

029 14 C区 SKLO2 奈良時代中期 平瓦 細片 内外:N7/0灰 白色 やや
粗

良好

030 14 C区 SK103
.

奈良時代中期 土師器杯
A

口 径:(15.0)器 高:3,6 1/2 内外:7.SYR7/6橙 色 密 良好

031 14 13 C区 SK103 奈良時代中期 土師器杯
A

口 径:(14.9)器 高:3.8 約2/3 内外:7.5YR7/6燈 色 密 良好 内底面には 「x」の記号がある。

032 14 C区 SK103 奈良時代中期 土師器杯
A

口 径:(16、U器 高:3.1 1/4 内外:7.SYR7/S黄 橙色 密 良好 外面底部に木の葉文

033 L9 13 C区 SK103 奈良時代中期 土師器杯
A

口 径:(is.7)器 高:3.8 1/2 内外:7.5YR7/8黄 橙色 密 良好 外面底部に木の葉文

034 15 13 A区 SDIO9 古墳時代中～後
期

土師質円
筒埴輸

細片 内
外

5YR4/3に ぶい赤褐色

5YR7/4に ぶい橙色
密 良好

035 15 13 A区 SD104 古墳時代中～後
期

須恵質円
筒埴輪.

細片 内
外

N4/1灰色
5B3/1暗 青灰色

やや
粗

良好

oas 15 13 A区 SD137 古墳時代中～後
期

土師質円
筒埴輪

細片 内
外

7.5YR7/2明 褐灰色

2.5Y7/2灰 黄色

密 良好

037 is 13 A区 SD117 古墳時代中～後
期

土師質家
形埴輪

細片 内
外

10YR8/3浅 黄橙色

10YR8/2灰 白色

密 良好

038 15 14 A区 SD103 古墳時代中～後
期

土師質盾
形埴輪

細片 内
外

2.5Y8/2灰 白色

7.5YR7/4に ぶい澄色
密 良好 盾面側部片

039 15 A区 SD--7 古墳時代中期 須恵器器
台

細片 内
色

7.5Y5/1灰 色 外:TOYS/1灰

断:2.5YR5/1赤 灰色

緻密 良好 脚部

oao 15 C区 5D131 奈良時代中期 t師 器杯
A

口 径:(14.6)器 高:(3.1)

底 径:(iz.3)

1/3 内
外

7.5YR8/3浅 黄橙色
7.SYRfi/6橙色

密 良好 身込に輪状の暗文

041 is C区 SDL29 奈良時代中期 土師器杯
n

口 径:(15.7)器 高:(2.1) 細片 内
外

5YR6/6橙 色

SYR7/6橙 色

密 良好 内面斜方向のヘラミガキ

oaz 15 C区 SD129 奈良時代中期 土師器杯
C

口 径:(12.8)器 高:(3.4) 細片 内
外

5YR6/4に ぶい橙色

5YR5/6明 赤褐色
密 良好

043 15 14 C区 SD129 奈良時代中期 土釜 口径:(26.7)鍔 径:(30.0) 口縁部～体部上位
1/4

内外:7.5YR7/4に ぶい橙色 やや
粗

良好

oaa zo is B区 SK301 弥生時代中期後
半

広 口壺 口径:(24.8) ロ縁部 細片 内外:7.5YR6〆4に ぶい橙色 やや
粗

良好 ロ縁端面一簾状文 ・刺突文・簾状文

生駒西麓産

095 20 to B区 SK301 弥生時代中期後
半

広口壺 口径:(27.5) ロ縁部～頸部1/4 内外;25S5/2暗 灰黄色 やや
粗

艮好 口縁部列点文 ・扇形文 ・刺突文 ・廉状文 ・扇形文

体部簾状文 生駒西麓産

oas 20 B区 SK30正 弥生時代中期後
半

細 口壺 体部片 内
外

2.5Y5/1黄 灰色

10YR7/4に ぶい黄橙色
やや
粗

良好 体部簾状文・貼付円形浮文
生駒西麓産

047 zo 14 B区 SK301 弥生時代中期後
半

壼底部 底径;6.5 体部下半～底部 内
外

2.5Y6/1黄 灰色
2.5Y5/2暗 灰黄色

粗い 良好 生駒西麗産

ons 20 14 B区 SK301 弥生時代中期後
半

甕 ロ 径 二(28.4) 口縁部～体部上位
1/6

内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

ons 20 B区 SK301 弥生時代中期後
半

甕 口径:(14.4)体 部最大径:

is.o

口縁部～体部上位

止/8

内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 体一外面スス・内面コゲ 生駒西麓産

050 20 19 B区 SK301 弥生時代中期後
半

甕 ロ径:14.2体 部最大径:is、1 口縁部～体部下位

2/3

内外:IOYRS/3に ぶい黄褐色 やや
粗

良好 体一外面スス・内面中位以下コゲ

生駒西麓 産

051 20 B区 SK30t 弥生時代中期後
半

高杯 柱状部 内外:10YR5/3に ぶい黄褐色 やや
粗

良好 生駒西麓産

052 20 14 B区 SK301 弥生時代中期後
半

高杯 裾部径:14.55 脚部1/3 内;7.5YR5/1?$灰 色
外:10YR6/4に ぶい黄橙色

やや
粗

良好 脚部外面に楕円形の竹管文
生駒西麓産

053 zo 14 B区 SK303 弥生時代中期後
半

広口壺 口径:(29.7) 口縁部1/8 内外:2.5Y6/2灰 黄色 やや
粗

良好 口縁端部一2段の簾状文 ・2段 の刺突文

生駒西麓産

059 20 14 B区 SK303 弥生時代中期後
半

甕 口径:(21.8)体 部最大径:

czo.s)

口縁部～体部中位

1/6

内外:10YR5/2灰 黄褐色 粗い 良好 口縁部～体部一黒斑 生駒西麗産

055 20 B区 SK303 弥生時代中期後
半

壺 底径:8.35 底部 内:2.5Y8/1灰 白色
外:2.5Y5/t黄 灰色

密 良好 生駒西麓産

.・
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産、含まないものは非生駒西麓と記す〉

056 26 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

広 ロ壼A1 口 径:14.2 ロ縁部～体部中位 内!Ol'R7/2に ぶい黄橙色

外:IOYR7/2に ぶい黄燈色

密 良好 生駒西麓産

057 26 正5 A区 SD301
上層

.
弥生時代後期後
半古相

広 ロ壺A1 口 径:tz.6 ロ縁部～体部中位

1/2

内外:7.SYR7/4に ぶい澄色 やや
粗

良好 体部外面上位スス
生駒西麓産

058 zs A区 SD301

上層

.弥生時代
後期(<

半古相
広ロ蟄1 口径;14.3体 部最大径:21.7 口縁部～体部下位 内:10YR6/1}S灰 色

外:101'R7/2に ぶい黄橙色
やや
粗

良好 ロ縁部内面 ・体部下半外面一黒斑

生駒西麓産

059 zs 15 λ区 SD301

上層

.
弥生時代後期後
半古相

広 口壼A2 口径:13.6器 高;2L8体 部

Pu大径:20.3底 径:n.5

口縁部一部欠損以
外完存

内外:7.5TR7/6燈 色 やや
租

良好 生駒西麓産

oso zs 15 A区 SD30正

上層

.
弥生時代後期後
半古相

広A4At 口径:17.6饕 高:25,9体 部

最大径:24.95底 径:5.0

完形 内 外 二7.5}'R7/6燈 色 やや
粗

良好 口緑端部にキザミ目
非生駒西龍産

061 zs 15 A区 SD30亘

上層

.弥生時代後期後

半古相
広 口壼A2 口径:1A.0器 高zz.4体 部

fu大径;20.5底 径:4.8
ほぼ完形 内外:10YR6/3に ぶい黄概色 やや

粗
良好 口縁部ひずみ 体部上位一竹管文t個 ・黒斑

生駒西靤産

062 26 A区 SD30夏

上層

1弥生時代後期後

半古相
広 口壺B1 口 径:16,2 ロ頸部t/2 内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 粗い 良好 生駒西麓産

063 26 15 A区 SD301

上層

1
弥生時代後期後
半古相.

広 口壼B1 ロ径:(--.2)俸 部最大径:

(夏5.8)

口縁部～体部中位 内外:10YR7/3に ぶい黄燈色 密 良好 生駒西麓産

064 26 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

広 口's"tBl 口径:14.4器 高:24.75体 部

fu大 径:24.0底 径;4.6

完形 内外;2.SYR7/6橙 色 密 良好 体部中位以下一スス ロ縁部内面一黒斑

非生駒酉麓産
oss zs 15 A区 SD301

上層

.
弥生時代後期後
半古相

広口,　B1 口径:L2.2器 高:2Ll体 部
fu大径:23.6底 径:4.15

完形 内外;10YR4/3に ぶい黄褐色 やや
粗

良好 体部上位黒斑 体部中位以下煤
生駒西麓産

oss zs IS A区 SD301
上層

.
弥生時代後期後
半古相

広ロX82 口径;18.5器 高;27,8

体部最大径:32.5底 径:5.8

ほぼ完形 内:2.SYS/1黄 灰色

外:IOYR7/4に ぶい黄橙色

密 良好 体部中位竹管文1個 ロ縁部外面竹管文端部刻み目
体部下位黒斑 生駒酉麓産

as7 26 正5 A区 SD301

上層

.弥生時代後期後

半古相
広ロ壷B2 口fz:16.6器 高;25.8体 部

最 大 径:27.t底 径:5.7

口縁部一部欠損以
外完存

内 二z.sysn黄 灰色

外:IOYR7/9に ぶい黄澄色
密 良好 体部中位竹管文1個 口縁部外面竹管文端部刻み目

生駒西麓産
ass 27 is A区 SD301

上層

.弥生時代
後期fi'

半古相
長頸蟄1 ロ径:7.9 内外 二2.5YR6/8橙 色 密 良好 非生駒西麓産

069 27 A区 SD301

上層

.
弥生時代後期後
半古相1

長頸壼A2 口径:12.3体 部最大径;　 .a 口縁～体部下位 内外:2.6Y6/1 やや
粗

良好 生駒西麓産

ono 27 16 A区 5D301

上層
弥生時代後期後
半古相1

長頸壼A2 体部最大径:14.6底 径:4.5 口縁部一部欠損以
外完存

内外:2.5Y6/2灰 黄色 やや
粗

良好 体部外面上部にヘラによる直線文
生駒西麓産

07i 27 16 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

長頸壼A2 口径:10.5器 高:21.9体 部

最 大 径:14.5底 径:4.4

ロ縁部1/2を 欠く以

外完存

内:2.5YR4/2灰 赤色

外:7.5TRS/4に ぶい褐色
粗い 良好 生駒西麓産

ovz z7 16 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口径:9.9器 高:19,1体 部 最

大 径:ii.s底 径:4.4

ほぼ完形 内;7.51'R4/6?8色

外:10YR5/1褐 灰 色

やや
粗

良好 生駒西麓産

073 27 16 A区 SD301

上届

1
弥生時代後期後
半古相

短頸直口
壺B

口 径;【2.4 口縁部完存 内外:IOYR7/4に ぶい黄橙色
外:

やや
粗

良好 口縁部及び体部上半波状文 頸部及び体部上方刺突
文 生駒西麓産

ova z7 16 A区 SD301

上層

.
弥生時代後期後
半古相

台付壼 口径:10.6体 部最大径;14.3 脚部以外は完存 内外:10YR7/4に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

075 zv 16 A区 SD301
上層

.
弥生時代後期後
半古相1

広口長頸

壺A2

口 径;(22.2) 口縁部1/5 内:10YR5/4に ぶい黄褐色

外;10YR6/4に ぶい黄橙色

やや
粗

良好 生駒西麓産

076 27 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古棺1

長頬壺A2 体部最大径 二19.9底 径:4.8 体部1/2 内:]OYR6/2灰 黄褐色

外:10YR6/4に ぶい黄橙色

租い 良好 生駒西麓産

077 27 16 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

細頭壷 体部最大径:15.7底 径:3.4 体部完存 内:101'R9/1褐 灰色

外:7.5YRに ぶい橙色

密 良好 体部中位黒斑
非生駒酉麓産

ors 27 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

壺 体部最大径:25.8底 径:5.3 体部2/1 内:!0}'R6/4に ぶい黄澄色

外:IOYR3/1黒 褐色
やや
粗

良好 生駒西麗産

07s 27 星7 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

CAI 口 径;(1i.6)器 高:9.7体 部

fu大 径:(10.8)底 径:3,8

ロ縁部か ら体部の
一部を欠 く

内外10YR6/3に ぶい黄橙色 やや
租

良好 生駒西麗産

oso v 旦7 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

CAI ロ 径:11.4器 高:tz.4体 部

最 大 径:11.0底 径:4.5

完形 内外:IOYRS/li$灰 色 やや
組

良好 体部外面中位に煤
生駒西麓産

081 27 iz A区 SD301
上層

弥生時代後期後
半古相

CAI 口 径:(14.1)器 高:11.45

底 径;3.7

口kk部～体部の一

部を欠く以外完存

内外:10YR6/3に ぶい黄擡色 密 良好 体部外面下位に黒斑
生駒西麗産

oaz 27 17 A区 5D301
上層

弥生時代後期後
半古相

甕AI 口 径:12.25

器 高:13.15

ほぼ完形 内外:2.5YR7/6橙 色 やや
粗

良好 非生駒西麓産

083 27 17 A区 SD30里

上層

弥生時代後期後
半古相

甕八【 口 径;12.7

器 高:19.9

ロ縁部の一部を欠

く以外は完存

内外:5YR7/6橙 色 やや
粗

良好 体部上位から中位に煤
非生駒西麓産

089 z7 17 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

甕A互 口 径;(12.0)

器 高:15.2

ロ縁部～底部1/2 内外:16SR6/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 体部上位から中位に煤
生駒西麓産

oss 27 A区 SD30正

上層
弥生時代優期後
半古相

甕M 口径;14.0体 部最大径:19.0 口縁部～体部va 内:101'R8/2灰 白色

外:10YR6/1褐 灰色

やや
粗

良好 体部外面中位に煤
生駒西麓産

oss z7 A区 SD301
上層

弥生時代後期後
半古相

CAI ロ径:(虱1.6)体 部最大径:

(12.4)

口縁部～体部中位 内外:SYR7/6ffi色 やや
粗

良好 体部上位に黒斑
非生駒西麓産

os7 28 A区 5D301

上層

弥生時代後期後
半古相

II ロ 径:(正5.0) 口縁部～俸部上位

1/2

内外:SYR7〆6橙 色 密 良好 口縁部に煤
非生駒西麓産

088 28 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

II 口径:(is.2) 口縁部～体部上位

1/6
内外:10YR5/2灰 黄褐色 やや

粗
良好 生駒西麓産

089 28 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

甕AII ロ径:(13.6) 口縁部～体部上位
1/3

内外:10YR7/3に ぶい黄橙色 密 良好 生駒西麓産

oso 28 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

man 口径:15.0 ロ縁部～体部上半

V6

内外:10YR6/2灰 黄褐色 密 良好 生駒西麓産

091 ze A区 SD301
上層

弥生時代後期後
半古相

甕岨 口 径:19.4 ロ縁部～体部中位 内外:!01'RS/3浅 黄橙色 やや
粗

良好 ロ縁部及び体部中位に煤
非生駒西麓産

osz 28 織区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

甕岨 口 径;15,8器 高:17.8体 部

最 大 径:15.t底 部:3.8

ほぼ完形 内外;5Y7/6橙 色 密 良好 俸部中位～下位に煤 体部内面中位コゲ
非生駒西麓産

093 28 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

甕岨 口径:15.6器 高;22.5

体部最大径:19.3底 径:4.7
完形 内外:5YR6/6橙 色 やや

粗
良好 体部中位に煤 体部下位に穿孔あり

生駒西麓産
094 28 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

o 口径:(12.8)器 高:zz.s体 部

最大径;16.8底 径:4.3
口縁部1/4

体部完存

内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 体部外面黒斑2ヶ所
生駒西麓産

095 28 A区 5D301

上層
弥生時代後期後
半古相

甕AH ロ径:(13.6)器 高:20.2

体部最大径;16.2底 径:3.6

口縁部～底部1/2 内外:51'R7/6橙 色 やや
粗

良好 ロ縁部、体部中位煤
非生駒西麓産

096 28 is A区 SD301
上層

弥生時代後期後
半古相

斑AH 口径:15,1器 高:20.0体 部

最大径:i6.0底 径:(2.D

ほぼ完形 内外:2.5YR6/6橙 色 やや
粗

良好 体部外面上位～中位煤 体部内面中位以下コゲ 体
部外面二次焼成による剥離 非生駒西麓産

097 28 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

甕AH 底径:4.5 体部中位以下夏/2 内;5YR7/2明 褐灰色
外:6YR6/1褐 灰色

密 良好 体部外面煤
非生駒西麓産

oss zs 18 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径;15,2器 高:24.9体 部

最大径:18.3底 径:5.6
完形 内外:7.5YRに ぶい橙色 粗い 良好 体部外面中位に煤 俸部中位以下コゲ

生駒西麓産
oss zs 18 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

更AnI 口径;16,8器 高;26.3体 部

最大径:is.2底 部14.5

完形 内外rlO1'R6〆3に ぶい黄橙色 粗い 良好 口縁部、体部外面中位煤 体部内面中位以下コゲ
生駒西麓産

100 28 A区 SD301
上層

弥生時代後期後
半古相

甕八皿 体部最大径:19.5底 径:4.1 口縁部体部皇/2 内:10YR3ハ 黒褐色

外:10YR7/4に ぶい黄橙色
粗い 良好 体部中位に煤

生駒西麓産
101 29 18 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

甕AW 口径16.8器 高:26.7体 部

最大径;21.0底 径4.8
完形 内外:5YR6/6燈 色 やや

粗
良好 体部中位に煤

生駒西瀧産
ioz 29 18 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

甕八【V ロ径:zz.5器 高;30,1体 部最

大径:22.7底 径:4.8
完形 内外:7.SYR8/6浅 黄橙色 やや

粗
良好 体部外面上位～中位煤 体部内下半コゲ

非生駒西麗産
103 29 18 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

甕AW 口径:22.5器 高;39.4体 部

最大径:28.3底 径:5.9
完形 内外:10YR7/4に ぶい黄橙色 やや

粗
良好 体部外面下位煤 体部内面上位以下コゲ

生駒西麓産
W9 29 19 A区 SD30艮

上層
弥生時代後期後
半古相

甕B 口径:15.2 ロ縁部～体部上位

V4

内外:7.5YR6/4に ぶい橙色 やや
粗

良好 日縁端面下端にキザミ目 体部上位から直線文、列
点文、波状文 生駒西麓産

105 29 19 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢Al 口径:IL7器 高:7.0

底 径;3.4

完形 内外:7.5YR7/8黄 橙色 やや
粗

良好 生駒西麗産

106 29 19 A区 5D301

上層

弥生時代後期後
半古相

中形鉢Al 口径:20.0器 高:8.6

底 径;3.1

完形 内:10YR8/3浅 黄橙色

外:2.SYR6/6橙 色

密 良好 生駒西麓産

iw 29 19 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相 ・

小形鉢B2 口径:13.5器 高:7.S

底 径;4.0

完形 内外:IOYR6/4に ぶい黄橙色 密 良好 生駒西麗産

108 29 19 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

小形鉢B2 口径:14.2器 高;8.05

底 径;3.6

完形 内:7.5YR6/3に ぶい褐色
外:7.5YR6/z灰 褐色

やや
粗

良好 体部内面下部に黒斑
生駒西麓産

109 29 A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

高杯A2 口径:2L3稜 径:16.9 杯部完存 内外:51'R6/4に ぶい橙色 やや
粗

良好 生駒西麗産

--0 zs 19 A区 SD301
上層

弥生時代後期後
半古相

高杯A2 口径:17,7器 高:ll.3

裾 部 径:8.5

完形 内外:101'R6/3に ぶい黄橙色 密 良好 生駒西麓産

一70一
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111 29 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

高杯A3 口 径:(23.8)器 高:15.1

裾 部 径:14.2

杯部1/3
脚部:1/6

SYR7/6橙 色 やや
粗

良好 非生駒西麓産

uz 29 19 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

高杯A3 口 径:22.2器 高:15.0

裾 部 径:14.4

完形 内:7.5YR8/6あ さぎ橙色
外;2.5}'R6/6橙 色

やや
粗

良好 非生駒西麗産

113 29 19 A区 SD301

上層

弥生時代後期後
半古相

高杯A3 ロ 径:22.8

器 高:14.5

杯部完存
裾部3/4

内外:5YR6/6橙 色 やや
粗

良好 スカシ4個

非生駒西麓産

Il4 zs A区 SD301

上層
弥生時代後期後
半古相

高杯 裾部径:io.6 脚部完存 内外:7.5YRに ぶい橙色 密 良好 スカシ9個

生駒西麓産

115 zs A区 SD301
上層

弥生時代後期後
半古相

高杯 裾部径:11.6 脚部完存 内:2.5Y8/3淡 黄色

外;2.5YR7/6燈 色

密 良好 スカシ3個
生駒西麓産

11fi 32 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広ロ壺Al ロ 径:15.4 ロ縁部～体部上位 内外:5YR7/6橙 色 密 良好 体部上位に貼付突起が1ヶ 所あり
生駒西麓産

117 32 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広ロ壼Al 口径:(16.0) ロ縁部～体部上位
正/4

内外:10YR5/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 生駒西麓産

its 32 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広口壼A1 口径:(13.4)体 部最大径:

zz.o

口縁部～体部2/3 内外:10YR6/3に ぶい黄澄色 やや
粗

良好 口縁部外面及び体部中位煤
生駒西麓産

119 32 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼AI 体部最大径:20.2底 径:4.9 口縁部を欠く以外
は完存

内外;]01'R7/4に ぶい黄澄色 やや
粗

良好 体部外面上部に黒斑 体部に捧状の突起あり
生駒西麓産

izo 32 20 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼AI 口径:(且3.0)器 高:20.7体

部最大径:(22.7)底 径(4.0)

口縁部及び体部の
一部を欠く

内;10YR3A黒 褐色
外:10YR7/4に ぶい黄橙色

密 良好 口縁部打ち欠き 体部中～下位煤
生駒西麓産

121 32 zo A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼Al 口径:13.5器 高:23.5体 部

最大径:24.4底 径6.L

体部の一部を欠く
以外は完存

内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 密 良好 口縁部打ち欠き 体部外面中位煤 燃焼により器面
剥離 内面炭化物 底面モミ圧痕 生駒西麓産

122 32 20 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広 ロ壺Al 口径:15.4器 高:24.2体 部

最大径:25.6底 径:4.7

完形 内外:7.5YR6/6に ぶい橙色

外:

密 良好 体部下半に細長い楕円形状の穿孔あり
生駒西麓産

123 32 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広 口壺Al 口径:(15,8)体 部最大径:

(23.2)

口縁部～体部中位

の1/2

内:10YR7/1黒

外:10YR5/2灰 黄褐色

密 良好 体部上半竹管文1個
生駒西麓産

iza 32 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広 口壺A1 ロ径:15.正 体部最大径:

(13.5)

口縁部～体部下半 内外:7.5YR8/3浅 黄橙色 密 良好 口縁部の4ヶ 所に打欠き
非生駒西麓産

izs 32 20 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼A1 口径:12.0器 高:2L9体 部

最大径:22.0底 径:5.3

口縁部2ヶ 所の欠
損以外は完存

内外:10TR5/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 2ヶ所に打欠き 外面上半と下半に黒斑
生駒西麓産

izs 33 20 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広 口壺岨 ロ径:(15.5) 口縁部完存 内外:IOYRfi/t褐 灰色 密 良好 生駒西麓産

izz 33 20 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼A2 ロ径:12.0 口縁部～頸部完存 内外:2.5Y8/3浅 黄色 やや
粗

良好 非生駒西麓産

128 33 20 A区 SD30L

下層
弥生時代後期級
半古相

広口壼A2 口径:互5.0 ロ縁部～頚部完存 内外:2.5Y7/2灰 黄色 密 良好 生駒西麗産

129 33 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広口壺A2 口径;(12.6) 口縁部3/4

底部を欠く

内外;10YR5/3に ぶい黄褐色 密 良好 口縁部～体部煤付着
生駒西麓産

130 33 zo A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壺A2 口径:13.0体 部最大径:19.9 口縁部～体部下半 内外;7.5Y7/4に ぶい橙色 密 良好 体部中位煤
生駒西麓産

131 33 20 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壺瓰 口径:13.0器 高:20.4体 部

最大径:19.45底 径:5.0

口縁部の一部を欠

く以外は完存

内外:7.5YR6/6に ぶい澄色 密 良好 口縁部打ち欠き 体部中位1ヶ所黒斑
生駒西麓産

132 33 2L A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壺A2 口径:14.4器 高21.6体 部

最大径:22.5底 径:5.0

口縁部を欠く以外
は完存

内外:IOYRfi/3に ぶい黄橙色 密 良好 口縁部打ち欠き 体部中位煤 燃焼により器面剥離
生駒西麓産

133 33 21 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広ロ壼犯 口 径:is.2器 高;22.25体 部

最 大 径:23.8底 径:4.6

体部の一部を欠く
以外は完存

内:10}RS/1褐 灰色

外:10YR8/3浅 黄色

密 良好 体部上半に円形貼付浮文
非生駒酉麓産

134 33 21 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

広ロ壺瓰 口 径:13.5器 高:22,6体 部

最 大 径:is.6底 径:4.8

口縁部の一部を欠
く以外は完存

内外:10YR7/4に ぶい黄澄色 密 良好 口縁部打ち欠き 体部上半にヘラ先による刺突文
体部中位に煤

135 33 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口動2 口 径:12.4 口縁部～体部上位 内外:10YR8/4浅 黄澄色. 密 良好 非生駒西麓産

136 33 21 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壺A2 口 径:13.0器 高:20.0体 部

最 大 径;19.1底 径 二5.1

口縁部を欠く以外
は完存

内外:10YR5/1褐 灰色 密 良好 口縁部打ち欠き 底部をのぞく部分に煤
生駒西麓産

L37 33 21 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼A2 口径:15.9器 高:25.4体 部

最大径;24.6底 径;5.7

体部中位を欠く 内外:IOYR8〆4浅 黄橙色 密 良好 底部外面木の葉文
非生駒西麓産

138 33 21 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広口壺A2 口 径:21.4 口頸部 内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 密 良好 口縁部2ヶ所に打ち欠き
生駒西麓産

139 33 21 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

広口壺八2 口径:29.4器 高:64.6体 部

最大径;52.7底 径:7.0
完形 内;N3/0暗 灰色

外:2.5Y8/2灰 白色
密 良好 俸部上面に記号文 〔スタンプ文)

非生駒西麓産

140 34 22 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広ロ郵2 口径:14.3器 高:24.3体 部

最大径:22.0底 径:4.4

口縁部の一部を欠
く以外完存

内外:]OYRS/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 体部打ち欠き 体部上半に記号文 体部下半黒斑
体部中位大きな剥離面あり 生駒西麓産

141 34 zz A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

広 口壼B2 口径:14.8器 高:28.2体 部

最大径:23.8底 径:(3.3)

完形 内:10YR7/1灰 白色

外:10YR7/4に ぶい黄橙色

密 良好 生駒西麓産

142 34 22 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広 ロ壺A2 口 径:13.4器 高:21.3体 部

最 大 径:16.9底 径 二9.9

完形 内外:10YR5/2灰 黄褐色 密 良好 体部中位煤 一部燃焼により器面剥離
生駒西麓産

143 34 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広ロ壼A3 口径:14,3器 高:22.5体 部

最大径:22.0底 径:5.4

口縁部 と体部の一

部を欠く

内外:10YR7/3に ぶい黄橙色 密 良好 底部～体部下半黒斑
生駒西麓産

194 39 22 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壺A3 口径:13.6器 高:20.9体 部

最大径:23.0底 径:4.4

ロ縁部の一部を欠

く以外は完存
内外:10YR5/3に ぶい黄褐色 密 良好 体部中位黒斑 体部中位以下煤付着 底面にモミの

圧痕とヘラ記号 生駒西麓産

195 34 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口3EA3 口径;12.9体 部最大径:19.1 ロ縁部 と底部を欠

く

内外:10YR4/1褐 灰色 密 良好 体部上半と中位に黒斑
生駒酉麓産

146 34 zz A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼Bl 口径:io.7 ロ縁～体部上位 内外:10YR7/3に ぶい黄橙色 密 良好 口縁部～体部黒斑
生駒西麓産

147 34 22 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広口壺Bl 口径:is.9 口縁の一部を欠く 内外:10YR6/4に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

ias 34 22 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壺B1 口径:12.2 口縁部完存 内:2.5Y7/1灰 白色
外:2.5Y8/2灰 白色

密 良好 非生駒西麓産

149 39 22 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壺田 口 径:15.5 ロ縁端部を一部欠

く

内:10YR7/4に ぶい黄橙色
外:10YR5/3に ぶい黄褐色

やや
粗

良好 口縁端部に2個組みの竹管文6ヶ所あり
生駒西麓産

150 34 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広ロ壺Bl ロ径:(14.8) Q縁 ～体部中位 内外:]OYRS/3浅 黄橙色 やや
粗

良好 体部中位に黒斑
生駒西麓産

151 34 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広ロ壼Bl 体部最大径:16.1底 径:4.4 口縁部及び体部の
一部を欠 く

内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 密 良好 体部中位、底部に黒斑
生駒西麓産

isz 39 23 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広口g61 口 径:11.4器 高:19.9体 部

最 大 径:13.9底 径:4.0

口縁部の一部を欠

く

内外:10YR6/4に ぶい黄橙色 密 良好 体部中位に黒斑1ヶ 所
生駒西麓産

153 39 23 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼Bl 口径:11.4器 高:19.0体 部

最大径:16.9底 径5.1

口縁部の一部を欠
く以外完存

内外:2.5Y7/2灰 黄色 密 良好 ドーナツ底
生駒西麓産

154 34 23 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼Bl ロ径:13.8体 部最大径;19,9 口縁部～体部(ロ

縁の一部を欠く)

内外:tovrzs/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 体部にヘラ記号あり 体部中位に黒斑
生駒西麓産

155 35 23 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼Bl 口径:ll.8器 高:20.0体 部

最大径:18.8底 径5.1

口縁部の一部を欠

く以外完存

内外:10YR5/2灰 黄褐色 密 良好 体部上位以下煤付着 内面炭化物 体部上位2個一対
の竹管文あり 生駒西麓産

156 35 za A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼Bl 口 径:14.2器 高:18.4体 部

最 大 径:17.2底 径:3.9

ロ縁部の一部を欠

く以外完存

内外:5YR6/4に ぶい橙色 やや
粗

良好 体部中位に煤付着
生駒西麓産

157 35 23 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広口3861 口径;12.8器 高:zz.s体 部

最大径:20.8底 径:

口縁部の一部を欠

く

内外:10YR7/4に ぶい黄橙色 密 良好 体部以下煤 内面炭化物 被熱し器面剥離
生駒西麓産

158 35 23 λ区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壺BL 口 径:13.9器 高:22.2体 部

最 大 径:22.7底 径:2.6

体部及び底部を一
部欠く

内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 体部上位に竹管文3個
生駒西麓産

159 35 23 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広 口壺B1 口 径:13.15器 高:22.65体

部 最 大 径:20.6底 径:4.8

完形 内外:7.5YR8/4浅 黄橙色 やや
粗

良好 体部上位黒斑
非生駒西麓産

160 35 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広 ロ壺Bl 体部最大径:21.2底 径:5.2 口縁端部を欠く以
外完存

内外:7.SYR7/6橙 色 やや
粗

良好 体部中位以下燃により器面剥離 体部以下煤付着
非生駒西麓産

161 35 24 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広 口壼Bl ロ径:13.2器 高:21.4体 部

最大径:(18.8)底 径:
体部～底部の一部
を欠 く

内外:2.5Y5/2暗 灰黄色 密 良好 体部上位に竹管文3個 体部上位に黒斑 中位以下
煤付着 非生駒西麓産

162 35 24 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壼Bl 口径:14.2器 高:29、5体 部

最大径:24.9底 径:5.7

完形 内:10YR5/2灰 黄褐色
外:IOYRS/4に ぶい黄褐色

やや
粗

良好 体部外面一部に煤付着
生駒酉麓産

163 35 24 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口壺B2 口径:虱7.7器 高:34.85体 部

最大径:33.8底 径:5.0

口縁部の一部を欠

く

内外:10YR4/1褐 灰色 密 良好 生駒西麓産

164 36 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口長頸

壺Al

口 径:(19.2) ロ縁部U3 内外:10YR5/2灰 黄褐色 密 良好 生駒西麓産

165 36 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広ロ長頸

壼凡1

口径:cis.2) 口頸部1〆2 内外:10YR5/1褐 灰色 密 良好 ロ縁部内面～頸部外面煤
生駒西麗産

一71一



報告
番号

挿図
番号

図版
番号

調査
地区

遺構 ・層

位
時期 器種 法童:単 位c囗、0復 元値 残存部 色調 胎土 焼成 備考(弥生土器:角 閃石を多く含むものは、生駒西麗

産、含まないものは非生駒西麓 と記す〉

166 36 24 A区 SD301

下層

.弥生時代後期後

半古相
広ロ長頸

1eA2

口 径:(15.3) ロ頸部完存 内外:7.6YR6/9に ぶい橙色 やや
粗

良好 口縁端面3条の沈線と竹管押圧円形浮文
生駒西麓産

艮67 36 A区 SD30艮

下層

弥生時代後期後
半古相1

広口長頸

壷A2

口径:(24.6) ロ縁部瓦/5 内外:101'R8/4浅 黄橙色 密 良好 口縁部に竹管押圧円形浮文
生駒西麓産

isa 36 24 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相1

広口few
勸2

口径:22,7頸 部高:174 口頸部ほぼ完存 内外:10YR7/4に ぶい黄橙色 密 良好 端面沈線と竹管押圧円形浮文 斜方向のキザミ目、
体部と頸部の境キザミ目凸帯 生駒西麗産

iss 36 A区 SD30正

下層
弥生時代後期後
半古相
1

広口長頸

蚕酥2

囗径:(29.7) ロ縁部完存 内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 垂下項ロ縁端面に2重の竹管文
生駒西麓産

uo 36 A区 5D301
下層

弥生時代後期後
半古相

広口長頸

垂払2

口径:(46.0) 口縁部レ3 内外:10YR6/2灰 黄褐色 粗い 良好 ロ縁端面に円形竹管文を押した円形浮文を貼り付け
問を沈線で結ぶ渦文(S字 状文)生駒西麓産

tai 36 zn A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相.

広口長径
壼B

口 径;11.2器 高;17,9体 部

最 大 径:14.6底 径:5.5

口縁の一部を欠く

以外完存

内外:10YR5/1褐 灰色 密 良好 体部外面一部煤
生駒西麓産

172 36 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口長径
壷B

ロ 径;io,4器 高;17,9体 部

最 大 径;15.6底 径:3.6

口緑の一部を欠く

以外完存

内外:7.5YR6/2灰 褐色 やや
粗

良好 生駒西麓産

正73 36 24 A区 SD30艮

下層

弥生時代後期後
半古相

広口長径
壷B

口径:iz.6器 高:18.65体 部

最大径:16.0底 径:3.7

ほぼ完形 内外:IOYR6/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 体部上位に黒斑
生駒西麓産

　a 36 A区 SD301

下層

.
弥生時代後期後
半古相

広口長径
壺B

ロ径:ii.z体 部最大径:12.9 底部欠損 内:10YR6/2灰 黄褐色
外:10YR5/1褐 灰色

やや
粗

良好 体部2ヶ所黒斑
生駒西龍産

us 36 24 A区 SD301
下層

.

弥生時代後期後
半古相1

広口長径
郵

口 径:t2.5器 高:17.7体 部

最 大 径:14.35底 径;5.1

ロ縁部1/3を 欠損 内外:10YR7/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 体部中位以下に煤付着
生駒西麗産

176 36 25 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相1

広口長径
壷B

口径:tz.8器 高:17.7体 部

ra大径;19.35底 部4.9

完形 内外:]OYR7/4に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 体部下半に黒FJjlヶ所

生駒西麗産

iw 3fi zs A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相1

広口長径
壼B

口径:12.9器 高:20.5体 部

最大径:15.6底 径;(4.7)

底部の2/tを 欠損 内外:10YR6/ヨ 褐灰色 やや
粗

良好 体部 「Q」記号文3個 体部中部以下煤付着、.器面
剥離 生駒西麓産

118 3fi A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

広口長径
壼B

口径:1Lt器 高:22.4体 部

最大径:17.6底 径;4.2
完形 内外:7.5YR8/6浅 黄澄色 やや

粗
良好 外面体部上位に黒斑

生駒酉麓産
179 36 A区 SD301

下層

1弥生時代後期後

半古相.

広ロ長径
壼B

ロ 径:IL.0器 高:19.9体 部

最 大 径:M.8底 部:4.6

完形 内外:7SMS/3に ぶい褐色 やや
粗

良好 生駒西麓産

180 36 25 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相.

広ロ長径
壺B

ロ径:且2.8体 部最大径;15,45 底部を欠く以外完
存

内外:7.5YR6/3に ぶい褐色 やや
粗

良好 外面項縁部～体部下半煤 内面体部上位～下位にコ
ゲ 頸部に竹管文2個 生駒酉麓産

181 37 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広ロ畏径
壼B

ロ 径:(13.1) 口縁～頸部 内:10YR8/2灰 白色

外:z.SYR8/1灰 白色

やや
粗

良好 非生駒西麓産

182 37 A区 SD301

下層

.
弥生時代後期後
半古相

広ロ長径
壺B

口 径:19.6 ロ縁～体部上位 内外;5YR7/9に ぶい橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

183 37 A区 SD301

下層

.
弥生時代後期後
半古相1

広口長径
壷B

口径:13.8体 部最大径:is.3 ロ縁部～体部中位 内外;6YR6/3に ぶい攪色 やや
粗

良好 外面口縁部～体部中位に煤
生駒西麓産

184 37 25 A区 SD30]

下層
弥生時代後期後
半古相1

広口長径
壼B

口径:13.0器 高:22,5体 部

最大径:is.25底 径5.2

ロ縁部及ぴ体部の
一部 を欠く

内外:IOYR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 外面体部上位に黒斑 体部上位に列点文
生駒西麗産

185 37 25 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相1

広口長径
壼B

口 径:(is.9)器 高:23.7

体 部fu大 径:20.8底 径;4.5

体部の1/2を 欠く 内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 外面口縁部～体部中位に煤 内面体部下位コゲ
生駒西麗産

186 37 25 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広ロ長径
壷B

口径;(14.0)器 高:23,2

体部最大径:(17.3)底 径4.6

口緑部の一部を欠

く以外完存

内外:10}'R6/2灰 黄褐色 粗い 良好 体部上位に穿孔あり
生駒西麓産

187 37 25 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口長径
壺B

ロ径;13.6器 高;2L9体 部

最大径:17.0底 径:4.5
完形 内外:7.5YR7/9に ぶい1橙 色 密 良好 外面体部中位以下煤 体部中位に直線文4条 の記号

生駒西麓産
188 37 25 A区 SD301

下層

1
弥生時代後期後
半古相

広 口長径

壺B

ロ 径:iz.6器 高:24.55体 部

最 大 径:20.t底 径:4.9

完形 内外:iovae/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麗産

189 37 26 A区 SD301

下層

1
弥生時代後期後
半古相

広口長径
壼B

口 径:iz.4器 高:23.8体 部

最 大 径:16.9底 径:4.2

完形 内外:5YR6/6澄 色 やや
粗

良好 体部中位以下煤 体部中位にコゲ
生駒西麓産

190 37 26 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口長径
壺B

ロ 径:tt、8器 高:2L.1体 部

最 大 径:16.9底 径:4.8

ほぼ完形 内外:10YR7/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麗産

191 37 zs A区 SD301

下層

.

弥生時代後期後
半古相1

広口長径
壼B

口 径:正3.9器 高:22.8体 部

最 大 径:19.6底 径;5.8

完形 内外:10}'R5/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 口縁部～体部下位煤 体部内面コゲ
生駒西麓産

192 37 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相.

広口長径
郵

口 径:(15.9)器 高:20,5

体 部 最 大 径:18.4底 径:5.2

ロ縁部を欠く以外
は完存

内外;2.SY8/正 灰白色 密 良好 非生駒西麓産

193 38 A区 SD30董

下層
弥生時代後期後
半古相.

広ロ長径
壺B

口径;(13.3) 体部中位以下欠損 内外6YR6/6橙 色 密 良好 体部上位に6本 の直線文で構成される記号文
生駒西麓産

199 38 26 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

.

広口畏径
壺B

口径;14.6体 部最大径:23.0 体部下位以下を欠
く

内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 租い 良好 体部外面中位に煤付着
生駒西麓産

195 38 26 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口長径
壺B

口径:12.6器 高;23,6体 部

最大径:19.2底 径:5.正

ほぼ完形 内外:2.5Y7/t灰 白色 やや
粗

良好 体部上位に黒斑
生駒西麓産

196 38 zs A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

広口長径
壺B

ロ径:(13.9)体 部最大径;

zo.a

底部を欠く以外完
損

内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 体部外面中位煤付着 体部内面コゲ
生駒西麓産

197 38 2fi A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

二重ロ縁
壺

ロ 径;25.8 口頸部完存 内外:2.5YR7/4淡 赤橙色 やや
粗

良好 生駒西麗産

198 38 zs A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

二重口縁
壼

口 径:30.9 口頸部完存 内外:10YR7/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

199 38 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壼Al 口径:8.2 ロ頸部完存 内外;7.5YR7/4に ぶい澄色 密 良好 生駒西麓産

200 38 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺Al 口径:10.7 ロ頸部完存 内外;SYR7/6橙 色 やや
粗

良好 非生駒西麓産

201 38 27 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頭壺Al 口径:6.8器 高:8.9体 部最

大径:8.4底 径:3.2
完形 内外;2.SY7/2灰 黄色 やや

粗
良好 生駒西麓産

zoz 38 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺AL 口径:(7.1)器 高:(8.4)

体部最大径:(7.6)底 径;3.3

ロ縁部～底部1/2 内:7.5YR6/3に ぶい褐色
外:5YR7/6橙 色

密 良好 非生駒西麓産

203 38 27 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頭壺へ1 口径:74器 高:8,85体 部最

大径:1.ns底 径:3.0
完形 内外:5YR6/3に ぶい橙色 やや

粗
良好 体部中位にモミ圧痕

生駒西麓産
204 38 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頚壼Al ロ径:(7.8)器 高;ILO5

体部最大径:(8.4)底 径:3.9

口縁部～底部1/3 内外:10YR7/2に ぶい黄橙色 密 良好 体部外面黒斑
非生駒酉麓

205 38 27 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壼M ロ径 二(7.1)器 高;9,9体

部最大径:8.里 底径:4.0

口縁部の一部を欠

く以外完存

内外:SYR7/2明 褐灰色 やや
粗

良好 体部下位～底部に黒斑
生駒西麓産

206 38 27 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壼阻 口径:8.9器 高:--.5体 部最

大径:9.35底 径:3.5

口縁～体部上位を
欠く以外完存

内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 生駒西麗産

207 38 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壼Al 口径:8.4体 部最大径:9.8 ロ縁部、体部2〆3 内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
組

良好 ロ頚部及び体部に黒斑
生駒西麓産

208 38 27 n区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺Al 口径:8.8器 高:12.0体 部最

大径:8.6底 径:3.6

ほぼ完形 内外:2.5Y8/1灰 白色 粗い 良好 底部内外面に黒斑
非生駒西麓産

209 38 zv A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長顎壷Al 口径:7.9器 高:12.15体 部

最大径;9.9底 径:2.9

完形 内外:5YR7/6橙 色 やや
粗

良好 非生駒酉麓産

210 38 27 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺Al 口径:9.6器 高:in.7体 部

最大径;10.4底 径:4.0
完形 内外:]OYR7/1灰 白色 やや

粗
良好 生駒西麓産

211 38 27 A区 SD30星

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺Al 口径:9.0器 高:13.2体 部最

大径:9.5底 径:3.3
ほぼ完形 内外;10YR5/2灰 黄褐色 やや

粗
艮好 生駒西麓産

ziz 38 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頬壺A正 体部最大径:tt.2底 径:3.6 ロ縁部上位を欠く
以外は完存

内外;7.5YR7/4に ぶい澄色 やや
粗

良好 口縁部～体部上位に煤
生駒西瀧産

213 38 27 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

畏頬壷A正 口径:(10.7)器 高:9.4体

部最大径:7.8底 径:4.1

口縁PicVzを 欠く以

外完存

内外;IOYRS/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 口縁部～体部外面煤付着
生駒西麓産

2正4 38 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頚壺A1 体部最大径:9.7底 径;3.9 体部以下完存 内外:10YR6/1褐 灰色 やや
粗

良好 生駒西麓産.

zts 38 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壼A1 体部最大径:(10.3)底 径:
(4.3)

俸部1/2 内外:2.5YR7/9淡 赤澄色 やや
粗

良好 非生駒西麓産

zis 38 28 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺Al 口径:8.7器 高:8.4体 部最
大径:7.2底 径:9.5

ロ縁部を欠く以外
は完存

内外;IOYR7/2に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 穿孔は焼成前
生駒西麗産

217 38 zs A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頭壼Al 口径:io.2器 高:9.1体 部最

大径:9.0底 径:3.55

ほぼ完形 内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 穿孔は焼成前
生駒西麗産

zia 39 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺Al 口径:U.0 口頚部完存 内外:7.5YR7/9に ぶい橙色 密 良好 径部外面に縦に2個の竹管文
非生駒西麗産

219 39 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頭壺Al 口径:8,0体 部最大径:--.4 底部を欠く 内外:2.5YR6/3に ぶい橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

zzo 39 27 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺Al 口径:(LLO)器 高:13.3

体部最大径:10.7底 径:4.5

口縁部の一部を欠

く以外完存
内外:10YR5/2灰 黄褐色 やや

粗
良好 体部外面中位以下煤

生駒西麓産

一72一
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位
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産、含まないものは非生駒西麓 と記す)

221 39 zz A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頚壼Al 口径:9.4器 高:14.8体 部最

大径:io.8底 径;3.S

ロ縁部の1/2を 欠く

以外は完存

内外:2.5Y7/1灰 白色 やや
粗

良好 体部以下煤 体部内面中位コゲ
体部外面黒斑 生駒西麓産

222 39 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸劃1 ロ 径:(8.4)器 高:15.1体

部 最 大 径:Il.5底 径:9.5

ロ縁部2/3を 欠く以

外完存

内外:IOYRS〆3浅 黄橙色 密 良好 口縁部から底部に縦位の1条 の直線文
非生駒西麓産

223 39 27 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壼Al ロ径:9.3器 高:14.4体 部最

大径:正0.3底 径;3.8
完形 内外;IOYRS/3浅 黄橙色 やや

粗
良好 口縁部～底部黒斑

生駒西麗産
224 39 28 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壼Al 口径:8.3器 高:16.0体 部最

大径;u.0底 径:4.55
ほぼ完形 内外:5YR7/6橙 色 密 良好 生駒西麓産

225 39 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頚劃1 口径:(LO.2)器 高:16.0

体 部 最 大 径:iz.8底 径:3.6

ロ縁部のz/3を 欠く

以外完存

内外:7.5YR7/6橙 色 やや
粗

良好 体部中位煤 体部～底部黒斑
非生駒西麗産

226 39 A区 SD30]

下層

弥生時代後期後
半古相

長頚壼A2 口径:12.2体 部最大径:li.5 ロ縁部～体部 内外:IOYRfi〆2灰黄褐色 やや
粗

良好 生駒西麓産

227 39 zs A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口径:9.7器 高:17.6体 部 最

大 径:it.5底 径:3.2

口縁部の一部を欠
く以外完存

内外:t6YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

艮好 生駒西麓産

zzs 39 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口 径:10,1器 高:止8.5体 部

最 大 径:it.5底 径:5.0

完形 内外:10YR4/4褐 色 やや
粗

良好 口縁 ・体部ヘラ記号文
生駒西麓産

zzs 39 zs A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口径:9.7器 高:17,6体 部 最

大 径:14.2底 径:5.z

完形 内外:tOYR6/2灰 黄褐色 租い 良好 体部中位以下煤付着 体部燃により器面剥離
生駒西麓産

230 39 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口 径:9.0器 高:17.55体 部

最 大 径:it.3底 径:3.7

完形 内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 体部上面に 「U丿記号文
生駒西麗産

231 39 zs A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口径:(1LD器 高:17.75

体部最大径:is.9底 径:9.2

口縁部の2/1を 欠く

以外完存

内外:7.5YR7/4に ぶい橙色 やや
粗

良好 体部中位に穿孔
非生駒西麓産

232 39 28 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸劃2 口径:9.8器 高:18.85体 部

最大径:12.6底 径:5.2

ほぼ完形 内外:10YR5/2灰 黄褐色 粗い 良好 生駒西麗産

233 39 28 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 ロ 径:9.3器 高:17.3

体 部 最 大 径:12.65底 径:4.1

ほぼ完形 内外:SYR7/6橙 色 やや
粗

良好 体部上位に縦位のヘラ記号文
非生駒西麓産

234 39 29 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 ロ 径:9.7器 高:17.3体 部 最

大 径:12.t底 径:4.0

ほぼ完形 内外:101'R7/1灰 白色 密 良好 体部中位に穿孔
生駒西麓産

235 39 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸劃2 体部最大径:13.0底 径 二4.5 体部1/2 内外:10YR8/3浅 黄橙色 やや
粗

良好 体部中位ヘラ記号文
非生駒酉麓産

236 39 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壷A2 体部最大径;12.9底 径:3.5 体部1/2 内外:10YR8/3浅 黄橙色 密 艮好 体部にヘラ記号文
非生駒西麓産

237 39 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 体部最大径:13.0底 径:4.2 体部完存 内:IOPR6/1褐 灰色
外:10YR7/3に ぶい黄橙色

やや
粗

良好 体部上位に 「Ujの字ヘラ記号文 体部煤
生駒西麓産

238 40 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口径:(ILl)体 部最大径:
16.3

口縁部～体部 内外;10YR5/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 体部黒斑
生駒西麓産

239 40 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 体部最大径:13.6底 径:4.3 頸部中位～底部 内外:10YR5/1褐 灰色 粗い 良好 体部黒斑
生駒西麓産

240 40 A区 sDaoi

下層

弥生時代後期倭
半古相

長頸壺A2 体部最大径;13.7底 径:4.7 頚部中位以下完存 内外:10YR5/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 体部中位に黒斑
生駒西麓産

241 40 29 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口 径:ll.2器 高:21.9体 部

最 大 径:13.9底 径:3.7

完形 内外:5YR7/6橙 色 やや
粗

良好 頸部上位に縦方向のヘラ記号文
非生駒西麗産

242 90 zs A区 SD30正

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口径:8.6器 高:20.8体 部最

大径:is.8底 径:4.8
完形 内:正OYR7/4に ぶい黄橙色

外:10YR6/9に ぶい黄橙色
やや
粗

良好 生駒西麓産

243 90 29 A区 SD30皇

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口 径;io.3器 高:18.9体 部

最 大 径:12.3底 径:4.2

完形 内外:10YR7/3に ぶい黄橙色 密 良好 生駒西麓産

244 40 A区 SD30t

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口径;io.1器 高:20.3体 部

最大径:15.4底 径:4.6

口縁部の一部を欠

く以外完存

内 ユOYR5/2灰 黄褐色

外107R6/3に ぶい黄橙色

やや
粗

良好 生駒西麓産

245 90 29 A区 SD30正

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 ロ径:to.o器 高:19.45体 部

最大径:ll.5底 径;4.0
完形 内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや

粗
良好 体部上位に竹管文3個

生駒西麓産
246 40 29 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 ロ 径:io.7器 高:19.0体 部

最 大 径:12.4底 径;4.0

完形 内外:7.55R7/3に ぶい橙色 やや
粗

良好 非生駒西麓産

za7 90 30 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸動2 口径:9.4器 高:zi.8体 部最

大径:14.1底 径:4.6
完形 内外:7.SYR了/4に ぶい橙色 粗い 良好 体部に煤

生駒西麓産
248 90 30 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頚壼A2 口 径:10.7器 高:21.25体 部

最 大 径:L2.9底 径:3.4

完形 内外:2.5Y8〆2灰 白色 粗い 良好 非生駒西麓産

249 30 30 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口 径:12.0器 高:21.6体 部

最 大 径:L3.5底 径:4.4

完形 内外:2.SY8/1灰 白色 やや
粗

良好 口頸部と体部の境に突起を貼り付ける
非生駒西麓産

250 40 30 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 口径:10.5器 高:20.3体 部

最大径:15.3底 径:4.4
完形 内外:7.SYR7/6橙 色 やや

粗
良好 体部中位に煤

生駒西麓産
251 40 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 体部最大径:15.正5底 径;4.9 体部ほぼ完形 内:10YR5/1褐 灰色
外:.]Ol'R5/2灰 黄褐色

やや
粗

良好 生駒西蘆産

252 40 30 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 体部最大径:14.7底 径:4.7 体部完存 内:5YR8/4淡 橙色

外:5YR7/3に ぶい橙色

やや
粗

良好 体部上位にヘラ記号文 体部中位に黒斑
生駒西麓産

253 40 30 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壼餓 体部最大径;is.0底 径:4.4 俸部約2/3 内外:IOYRfi/1褐 灰色 やや
粗

良好 体部上位に竹管文3個
生駒西麗産

zsa 40 30 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

長頸壺A2 体部最大径:14.0底 径:3,8 体部完存 内:10YR7/1灰 白色

外:SYR7/6橙 色
やや
粗

良好 口頬部～体部に縦方向のヘラ記号文 体部上 ・下

位の2ヶ 所に黒斑 生駒西麓

zss 41 30 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

短頸直口
壺B

口径:9.5器 高:14.2体 部最

大径:12.0底 径:4.4

ほぼ完形 内外:IOYRS/1灰 白色 密 良好 体部上位と中位に黒斑
非生駒西麓産

256 41 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

短頸直ロ
轂

口 径:(9.3)器 高;16,15

体 部 最 大 径:13.4底 径:3.9

口縁部の2/3を 欠く

以外完存

内外:10YR8/1灰 白色 やや
粗

良好 体部上位～中位に煤
生駒西麓産

257 41 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

短頸直口
壼B

口径:(12.0)体 部最大径:
18.1

ロ縁部及び体部の
一部を欠く

内外:ZsYR7/6橙 色 やや
粗

良好 体部中位以下煤
生駒西麓産

258 4L 31 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

細頸壼 体部fu大 径:17.0底 径:5.3 口頭部下位以下完
存

内:2.5Y8/1灰 白色

外:10YR8/3浅 黄澄色
密 良好 体部中位に黒斑

非生駒西麗産
259 41 31 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

細頸壺 体部最大径:15.75底 径;4.2 口頸部上位以下完
存

内外:5YRfi/3に ぶい橙色 やや
粗

良好 体部中位に黒斑
生駒西麓産

260 41 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

細頸壼 体部最大径:14.7底 径:4.4 体部完存 内外:10YR7/1灰 白色 やや
粗

良好 体部上意と下位の2ヶ所に黒斑
生駒西麓産

261 41 31 λ区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

短頚直口
壺A

口径:(8.7)器 高:10.3体

部最大径:(12.6)底 径:2.4

全体の2/3 内外:10YR6/1褐 灰色 やや
粗

良好 生駒西麓産

262 41 3t A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

無頸壺 口径:〔io9) 口縁部レ2 内外:IOYR6/1褐 灰色 やや
粗

良好 体部上位に2個 一対の穿孔
生駒西麗産

263 41 31 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

無頸壺 口径:9.7器 高:t2.0体 部最

大径:13.8底 径:4.2

ほぼ完形 内外:LOYR6/2灰 黄褐色 密 良好 底部中央を貫通する焼成前の穿孔あり
生駒西麓産

264 41 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

無頸壺 口 径:〔it.7) 体部1/3 内外:tOYR7/4に ぶい黄橙色 密 良好 口縁部に擬凹線文
生駒西麓産

265 41 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

無頸壺 口径:(9.0) 底部を欠く 内外:101'R8/2灰 白色 密 良好 非生駒西麓産

266 41 31 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

台付壺 口径:9.2体 部最大径:8.1 脚台部を欠く 内外;10YR5/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 体部下位にヘラ記号文
生駒西麓産

267 41 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

台付壺 口径:6.5体 部最大径:10.1 脚台部を欠く 内外:5YR7/9に ぶい橙色 密 良好 生駒西麓産

zsa 41 31 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

台付壺 口径:9.0器 高:15.3体 部最

大径;12.6裾 径:9.8

ほぼ完形 内外:10YR5/2灰 黄褐色 粗い 良好 口縁部に擬凹線文
生駒西麓産

zss 41 3] A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

台付壺 口径:9.2器 高:19.0体 部最

大径:13.0裾 径:9.8
完形 内外;7.51'R7〆4に ぶい橙色 やや

粗
良好 非生駒西麓産

zoo 42 32 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕A正 口径:io.05器 高:9.45体 部

最大径:8.8底 径;3.正

完形 内外:5YR7/6に ぶい橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

zn 42 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

CAI 口径;IL2器 高:9.3体 部最

大径:9.0底 径;4.9

口縁部1/2を 欠く以

外完存

内外:]OYR6/1褐 灰色 やや
粗

良好 外面体部中～下位に黒斑
生駒西麓産

272 42 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A【 口径:IL6器 高 」1.6体 部

最大径:10.4底 径:3.5

口縁部の一部を欠

く以外は完存
内:7.5YR6/2灰 白色
外:2.6YR6/6橙 色

やや
粗

良好 外面口縁部～体部下位に煤 内面体部上位にコゲ
非生駒西麓産

273 42 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

CAI 口径:13.2体 部最大篷:11.6 口縁部～体部下位
1/2

内:10YR7/3に ぶい橙色

外;10YR5/1褐 灰色

やや
粗

良好 外面口縁部～体部中位に煤
生駒西麓産

279 42 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕AI 口 径:12.5器 高:10.4体 部

最 大 径 二11.3底 径:3.4

口縁部の一部を欠

く以外完存

内外:5YR8/4淡 橙色 やや
粗

良好 外面口縁部～体部下位煤
非生駒西麓産

z7s 42 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

CAI 口径:9.4器 高:8.8体 部最

大径:7.2底 径:3.6

完形 内外:7.5YR8/4浅 黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麗産

一73一
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276 nz 32 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

CAI 口 径:12.6器 高;14.35体 部

最 大 径:13.45底 径:4.15

完形 内:SYR7/4に ぶい橙色
外:7.5YR6/6燈 色

やや
粗

良好 外面8割 に煤付着 体部下位二次焼成のため剥離
生駒西麓産

zn A2 A区 SD30t

下層

弥生時代後期後
半古相

斑AI ロ 径:12.2器 高:11,5体 部

最 大 径:11.9底 径:3.4

口縁部レ3を欠く以

外は完存

内外:SYR7/6澄 色 粗い 良好 外面体部中位に黒斑
非生駒西麓産

278 nz A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

勸1 口 径:11.9器 高:14.8体 部

最 大 径;iz.5底 径:4.2

口縁部を欠く以外
は完存

内外:101'RS/1褐 灰色 粗い 良好 体部外面に黒斑
生駒西麓産

279 42 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古組

翻1 口 径:14.2器 高;15.4体 部

最 大 径;13.O底 径:n.3

完形 内外:101'R7/aに ぶい黄燈色 粗い 良好 生駒酉麓産

280 nz 32 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

勸 【 口 径:12.6器 高:14.2体 部

最 大 径;12.4底 径:n.5

完形 内外:]OYR9/6褐 色 粗い 良好 生駒酉麓産

261 42 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

i 口 径:tz.4器 高;14.O体 部

最 大 径:t2.1底 径:4.0

完形 内外:IOYR4/1#$灰 色 粗い 良好 外面口縁部～体部下位煤 内面体部中位コゲ
生駒西龍産

262 42 A区 SD30夏

下層
弥生時代後期後
半古相

CAI 口径;14,4体 部妓大径:IS.t ロ縁部～体部 内外:7.SYR8/2灰 白色 やや
粗

良好 外面体部中位煤
非生駒西麗産

283 42 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

窺AI 口径;15.3体 部妓大径:16.3 ロ縁部から体部中
位

内:10YR8/2灰 白色

外:10YR7/1灰 白色

やや
粗

良好 非生駒西麗産

284 92 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕八1 口径:(iz.9)体 部最大径:
止5.9

口縁部～体部上位

vz

内外:10YR7/2に ぶい黄燈色 やや
粗

良好 外面ロ縁部、体部中位に煤
生駒西麓産

zss 42 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

CAI ロ 径:16.t器 高:is.3体 部

最 大 径;13.6底 径 二4.6

完形 内:IOYRe/3浅 黄橙色
外:10YR7/2に ぶい黄橙 色

やや
粗

良好 外面ロ縁部～体部上位煤内面体部中位コゲ
非生駒西麓産

zss 42 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

窺AU ロ 径:13,6器 高;皇7,0体 部

最 大 径;14.3底 径:3.9

口縁部の一部を欠

く以外は完存

内外:10YR5/liS灰 色 やや
粗

良好 外面口縁部、体部中位に煤
生駒西麗産

zs7 nz A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口 径:16.0器 高:17.2体 部

f'u大 径;14.1底 径:4.5

完形 内外:7.5YR6/3に ぶい橙色 やや
粗

良好 外面体部中位煤
非生駒西麓産

288 42 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

甕AH 口 径:(14.5)器 高;16.4

体 部 最 大 径:19.5底 径:4.4

ロ縁部～体部の一

部を欠く

内:7.5Y'R7/3に ぶい橙色

外;10YR6/1褐 灰色

密 良好 外面口縁部、体部中位以下煤 内面底部、体部上位
にコゲ 非生駒西麓産

289 42 A区 SD30亘

下層

弥生時代後期後
半古相

甕An 口径:iz.s器 高:16.55体 部

最大径:13.2底 径:4.3

ロ縁部の一部を欠

く以外は完存
内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや

粗
良好 外面口縁部、体部中位に煤

生駒西麓産

290 42 八区 SD301

下層

弥生時代緩期後
半古相

麺An 口,_:(tz.8)器 高:17.0

体 部 最 大 径:14.0底 径:4.2

口縁部の一部を欠

く以外完存

内:10YR6/2灰 黄褐色
外:10YR5/2灰 黄褐色

粗い 良好 外面ロ縁部、体部中位に煤
生駒西麓産

29亘 42 32 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕An 口 径:(14.6)器 高:19.65

体 部 量 大 径;16.1底 径:4.a

ロ縁部の一部を欠

く以外は完存

内外:7.51'Rfi/3に ぶい褐色 粗い 良好 外面体部中位以下煤
生駒西麓産

zsz 92 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古棺

甕An ロ径:14.S器 高:17.3体 部

最大径:19,0底 径:(9.5)

体部下半～底部を
欠く以外完存

内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 外面未使用
生駒西麓産

zsa 92 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕岨 口 径:13.4器 高:20.1体 部

最 大 径:is.0底 径:n.6

完形 内外:7,5YR8/3浅 黄橙色 やや
粗

良好 外面ロ縁部、体部中～下位に煤
非生駒西麓産

294 93 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口 径:19.0器 高;is.真 体 部

最 大 径:13.0底 径:5.0

ロ縁部の一部を欠

く以外は完存
内外:7.5、「R5/2灰褐色 やや

粗
良好 外面口縁部～体部中位煤 内面体部上位にコゲ

生駒西麗産

295 43 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕An 口径:16,L器 高:20.3体 部

最 大 径:15.8底 径:a.0

口縁部の一部を欠

く以外は完存

内:7.5YR7/6に ぶい橙色

外:7.5YR6/9に ぶい橙色

やや
粗

良好 外面体部中位～下位煤
非生駒西麓産

296 43 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕AH 口径:15.6器 高:21.3体 部

最大径:17.0底 径;4.4

ロ縁部～体部中位
の一部を欠く

内外;7.5YR7/3に ぶい橙色 やや
粗

良好 外面口縁部、体部中位に煤
生駒酉麓産

297 43 且区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

翻n 口径:15.9器 高:22.7体

部 最 大 径:17.3底 径:4.1

完形 内外:10YR5/4に ぶい黄褐色 やや
粗

良好 生駒西麗産

zsa A3 A区 snaoi

下層
弥生時代後期後
半古相

甕An ロ径:(is.7)体 部最大径:

16.0

口縁部～体部下半 内:7.SYRに ぶい橙色

外:10Y'R6/2灰 黄褐色

やや
粗

良好 外面ロ縁部～体部下半煤
生駒西麓産

299 93 32 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕Au ロ 径:15.4器 高:21.6体 部

最 大 径:18.1底 径:4.2

完形 内:7.SYR7/3に ぶい澄色

外;7.5}'R6/1褐 灰色

やや
粗

良好 外面ロ縁部、体部中位～底部に煤 内面体部下半コ
ゲ 生駒西麗産

300 93 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

FAQ ロ径:15,0体 部最大径:夏7.0 ロ縁部～体部下半 内:IOYR8/3浅 黄橙色
外:10YR7/2に ぶい黄橙色

やや
粗

良好 外面口縁部～体部下半煤 内面体部中位コゲ
生駒西麓産

301 93 32 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕AH 口 径:14.9器 高li7.s体 部

最 大 径:15.7底 径:4.0

ロ縁部と体部の一

部を欠く

内外:IOYR6/L褐 灰色
外:

やや
粗

良好 外面口縁部、体部中位～下位煤
生駒西麗産

302 43 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

氈AH 口 径:(13.2)器 高:18.6

体 部 最 大 径:15.7底 径:4.8

ほぼ完形 内外:7.5YR5/2灰 褐色 やや
粗

良好 外面口縁部、体部中位煤
生駒西麓産

303 43 A区 SD30t

下層
弥生時代後期後
半古相

甕岨 ロ 径:16.1器 高:1S.6体 部

r大 径 二15.1底 径:3.6

完形 内:7.5YR6/4に ぶい橙色

外:7.SYR5/1褐 灰色

粗い 良好 外面口縁部、体部中位に煤 内面体部下位にコゲ
生駒西麓産

309 43 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

甕A[1 口 径:is.9器 高:16.8体 部

最 大 径:14.1底 径:3.9

口縁部の一部を欠
く以外は完存

内:7.5YR7/3に ぶい橙色

外:7.51'R7/4に ぶい橙色

やや
粗

良好 口縁部打ち欠き?外 面口縁部～体部下位に煤 内
面体部中～下位コゲ 生駒西麗産

305 43 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕岨 口径:(17.0)器 高:20.3

体部最大径 二(16.0)底 径:

口縁部～体部上半
を一部欠く

内外:7.51'R6/4に ぶい橙色 やや
粗

良好 外面ロ縁部～体部下位に煤 内面体部下半コゲ
生駒西麓産

306 93 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

a 口 径:正5.5器 高:15.6体 部

最 大 径:in.0底 径:4.8

口縁部～底部レ2 内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 生駒西麓産

307 44 A区 5D301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕An 口径:(15.8) ロ縁部～体部上位

1/2

内外:IOSR8/2灰 白色 密 良好 外面口縁部煤
非生駒西麗産

308 94 A区 5D301
下層

弥生時代後期後
半古相

FAQ 口 径;13.6器 高:is.05体 部

最 大 径:16.25底 径;5.15

完形 内外;!01'R6/3に ぶい黄橙色 粗い 良好 未使用
生駒酉麗産

309 44 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

窺AH ロ径:14.6器 高:17.8俸 部

最大径:15.65底 径;4.9

完形 内外:10YR7/2に ぶい黄橙色 やや
租

良好 外面体部上位～下位に煤 内面底部コゲ
生駒西麓産

310 44 32 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

窺An ロ 径:15.3器 高;21.5体 部

最 大 径:IS.5底 径:4.童5

ほぼ完形 内外:107R5/1褐 灰色 粗い 良好 外面体部中位に煤 内面体部下位にコゲ
生駒西麓産

311 44 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕AH ロ 径:15.6器 高:18,8体 部

最 大 径 二15.5底 径:4.5

ほぼ完形 内:10YR8/1灰 白色

外:10YR7/2に ぶい黄橙色

やや
粗

良好 外面口縁部から体部中位に煤 内面体部上位にコゲ
生駒西麓産

312 44 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕AU 口径:14.4器 高:2L8体 部

最大径;16.8底 径:5.2

完形 内外:10YR5/1褐 灰色 やや
粗

良好 未使用
生駒西麓産

313 94 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

甕AQ Q径:(15.6) ロ縁部～体部上位

1/2

内外:7.6YR6/3に ぶい褐色 やや
粗

良好 外面口縁部、体部上位煤
生駒西麓産

314 94 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕An 口径:(19.0)体 部最大径:
15.1

体部下位以下欠損 内外;IOYR6/1褐 灰色 やや
粗

良好 外面体部上位以下煤 燃焼による器面剥離
生駒西麓産

315 94 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

FAQ 口 径;15.8器 高ris.4体 部

最 大 径:15.9底 径:5.2

ロ縁部の一部を欠

く以外完存

内;101'R8/2灰 白色
外:10YR7/1灰 白色

やや
組

良好 外面口縁部、体部上位～中位煤 内面体部中位にコ
ゲ 生駒西麓産

3正6 44 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕AH 口径;14.8器 高:旦8,9体 部

最大径:16.0底 径:4.7

完形 内外:7.SYR7/6橙 色 やや
粗

良好 外面体部中～底部煤 燃焼により器面剥離 内面体
部下半にコゲ 非生駒西麓産

3止7 44 33 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕AH 口径 」6.4器 高:22.t体 部

最大径:16.4底 径:3.9

ほぼ完形 内:IOYR7/2に ぶい黄澄色

外;2.5YR7/6橙 色

やや
粗

良好 外面ロ縁部～体部下位に煤 内面体部中位にコゲ
生駒西麓産

318 44 33 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

氈俎 ロ径:15.6器 高:17.9体 部

最大径:14.65底 径:4.is

完形 内;7.5}'R7/4に ぶい橙色

外:7.5YR6/3に ぶい褐色

やや
粗

良好 外面ロ縁部、体部上位～下位煤 内面底部コゲ
生駒西麓産

319 44 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A矼 ロ径:(19.2)体 部最大径:
22.0

口縁部～体部V2 内:7.SYR7/3に ぶい澄色
外:IOYR6/2灰 黄褐色

やや
粗

良好 外面ロ縁部～体部煤
生駒西麓産

320 44 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕岨 口径:tt,2体 部最大径:2里.4 ロ縁部～体部中位
2/3

内:10YR6/3に ぶい黄橙色

外:10YR5/3に ぶい黄褐色

やや
粗

良好 外面ロ縁部、体部中位に煤
生駒西麓産

321 45 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径:18.0体 部最大径:

zz.z

ロ縁部～体部中位 内外:10YR8/4浅 黄橙色 やや
粗

良好 ロ縁部打ち欠き 外面口縁部～体部上位煤
生駒西麓産

322 45 A区 SD30艮

下層

弥生時代後期後
半古相

QA皿 口 径:17.2 ロ縁～体部上半 内外:7.5YR6/4に ぶい橙色 粗い 良好 口縁部打ち欠き
生駒西麓産

323 45 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径:(18.8)体 部最大径:

(zz.z)

ロ縁部～体部中位

1/3
内:7.5SR6/4に ぶい橙色
外:10YR6/L褐 灰色

やや
粗

良好 体部中位に煤
生駒西麓産

324 45 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径;17,0体 部最大径:22.45 ロ縁部～体部中位 内外;7.SYR8/694黄 澄色 やや
粗

良好 外面体部中位に煤
非生駒西麗産

325 45 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径;16.3体 部最大径;22.2 底部欠損以外ほぼ
完存

内外:10YR7/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 外面体部中位に煤
生駒西麓産

326 95 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕Am 口 径;15.艮 器 高:25.7体 部

最 大 径:19.t底 径:4.2

ほぼ完形 内:7.SYRI/4に ぶい橙色

外:10YR7/4に ぶい黄橙色

やや
粗

良好 外面口縁部～低部煤付着 内面体部下半炭化物付着
生駒西麓産

327 95 33 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕f皿 口径115.9器 高:29.2体 部

最大径;18.5底 径:3.9

ほぼ完形 内;7.51'R7/4に ぶい橙色

外:10YR5/1褐 灰色

やや
粗

良好 外面体部上位～中位煤 内面体部下半に炭化物
生駒西麓産

32S 95 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

窺A皿 口径;17.0体 部最大径:19.0 底部欠損 内外:10YR7/2に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 外面体部中位に煤
生駒西麓産

329 45 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 ロ径:17.5 口縁部～体部上半
1/2

内外:10YR7/2に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 外面煤付着
生駒西麓産

330 45 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径:18.0体 部最大径:2L5 底部欠損 内外:10YR5/nに ぶい黄褐色 やや
粗

良好 外面煤付着
生駒西麓産

一74一
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調査
地区

遺構 ・層

位
時期 器種 法量:単 位c皿、0復 元値 残存部 色調 胎土 焼成

備考(弥生土器:角 閃石を多く含むものは、生駒西麓
産、含まないものは非生駒西麓 と記す)

331 45 33 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕貞皿 口径:15.6器 高:23,8体 部

最大径:18.9底 径:5.4

完形 内:10YR8/4浅 黄橙色

外;10YR6/2灰 黄褐色

やや
粗

良好 外面口緑部～体部中位に煤 内面体部中位以下コゲ
生駒西麓産

332 45 33 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口 径:15.2器 高:23,8体 部

最 大 径:20.4底 径 二4.4

ロ縁部の一部を欠

く以外完存

内外:101'RS/3浅 黄澄色 やや
粗

良好 外面体部中位煤 内面体部下位ドーナツ状コゲ
非生駒西麓産

333 45 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径:18.55体 部最大径:22.8 体部中位以下を欠
く

内外:10YR8/3 やや
粗

良好 外面体部上位煤
非生駒西麓産

334 46 33 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕A皿 ロ 径:15.6器 高;23,3体

部 最 大 径:19.2底 径:5.2

口縁部～体部中位
1/2

内外:10YR5/3に ぶい黄褐色 やや
粗

良好 外面体部中位煤 底部外面木の葉圧痕
生駒西麓産

335 46 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径;16.9器 高:23.3体 部

最大径:19.3底 径:4.9

口縁部と体部の一

部を欠く

内外:10YR5/2灰 黄褐色 粗い 良好 外面口縁部から体部上位煤 内面体部下位コゲ
生駒西麓産

336 46 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径:16.6器 高:24.7体 部

最大径:21.0底 径:4.5

体部中～下位を欠
く以外完存

内外:7.5YR8/8黄 橙色 やや
粗

良好 外面体部上位以下煤 内面体部以下コゲ
生駒西麓産

337 46 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径:19.8器 高:23.0体 部

最大径:18.6底 径:3,6

ほぼ完形 内外;10YR6/2に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 外面体部中位煤、器面剥離 内面体部中位以下コゲ
生駒西麓産

338 46 33 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径:16.0器 高:26.7体 部

最大径:20.6底 径:5.0
完形 内外:10YR7/9に ぶい黄橙色 やや

粗
良好 外面体部中位煤 内面体部中位と下位にコゲ

生駒西麓産
339 46 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

SA-D 口径:19.0器 高:27.4体 部

最大径;22.3底 径:5.8

ほぼ完形 内外;10YR5/L褐 灰色 裨
粗

良好 外面ロ縁部～体部中位に煤 内面体部中位以下コゲ
生駒西麓産

340 46 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径:(14.8)器 高:25.2

体部最大径:19.5底 径:

ロ縁部の一部を欠

く以外完存

内外;10YR5/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 外面口縁部～体部中位に煤 内面体部下位コゲ
生駒西麓産

341 46 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕Am 口径:16.0器 高:26.6体 部

最大径;20.65底 径:5.0

ほぼ完形 内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 外面口縁部・体部中位に煤 内面体部下半コゲ
生駒西麓産

342 46 33 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕A皿 口径:13,0器 高:23,5体 部

最大径:19.1底 径:(4.0)
体部の上位～中位
を欠く

内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 外面体部中位煤 内面体部中位に円形状コゲ
生駒西麓産

343 47 34 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

Mary 口径:15.5器 高:27,6体 部

最大径:20.9底 径:4.7

体部中位の一部を
欠く以外完存

内:10YR5/1褐 灰色

外:10YR8/3浅 黄橙色

やや
粗

良好 外面体部中位煤 内面底部コゲ
生駒西麓産

344 47 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕AW 口径;24.0体 部最大径;29,9 底部を欠く 内外:10YR5/3に ぶい黄褐色 粗い 良好 外面体部中位煤 内面体部下位にコゲ
生駒西麓産

345 47 34 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕AIV 口径;17.2器 高:29.25体 部

最大径.:21.75底 径:5.8
完形 内:10YR7/1灰 白色

外:10YR6/4に ぶい黄橙色
やや
粗

良好 外面口縁部 ・体部上位 ・中位煤 内面体部以下コゲ
生駒西麓産

396 47 34 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕AIV 口径:15.2器 高:27.2体 部

最大径:20.45底 軽:4.2

口縁部の一部を欠

く以外完存
内外:7.5YR7/6橙 色 やや

粗
良好 外面体部中位に煤 内面体部下位にコゲ

非生駒西麓産
347 47 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

甕Aw 口径;17.6体 部最大径:22.0 体部下半を欠く 内外:101'RS/1灰 白色 やや
粗

良好 外面上位～中位に煤
非生駒西麓産

348 47 34 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕A[v 口 径:18.05器 高:26.7体 部

最 大 径:20.1底 径;4.5

完形 内:10YR5/1褐 灰色

外 」OYR7/IVに ぶい黄橙色

やや
粗

良好 外面口縁部・体部中位煤 燃焼により剥離
生駒西麓産

349 47 34 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

勸w ロ径:18.2器 高:28.7体 部

最大径:22.1底 径:4.9

完形 内:10YR6/1褐 灰色

外:7.5YR6/4に ぶい橙色

やや
粗

良好 口縁部端面にキザミ目 外面体部中位に黒斑
生駒西麓産

350 47 34 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

甕AN 口径:17.6器 高:28.7体 部

最大径:21.6底 径:3.9

完形 IOYR5/4に ぶい黄褐色 やや
粗

良好 非生駒西麓産
齟

351 48 39 A区 SD301

下層

弥生時代後期緩
半古相

台付甕 口径:15.0器 高 二31.7体 部

最大径:22.05底 径:5.4
完形 内外:7.51'RS/3浅 黄橙色 やや

粗
良好 外面口縁部・体部中位煤 内面体部下位煤

非生駒西麓産
352 48 34 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

台付甕 口径:17.6器 高:27.35体 部

最大径:19.8底 径;9.4
完形 内外:10YR5/1褐 灰色 やや

粗
良好 外面口縁部・体部上位～下位煤 内面体部下位コゲ

生駒西麗産
353 48 35 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

小形鉢A 口径:5.4器 高:4.75体 部最
大径:4.8底 径:2.5

完形 内:2.5Y5/3黄 褐色

外:2.51'6/3に ぶい黄褐色

やや
粗

良好 ミニチュア品

生駒西麓産
354 48 35 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢A 口 径:L1.7器 高:8.i5

底 径:3.9

完形 内外:10YR6/2灰 黄色 やや
粗

良好 生駒西麓産

355 48 35 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢A 口 径;(t4.6)器 高:9.15

底 径:4.1

口縁部の一部を欠

く

内:7.5YR8/6浅 黄橙色

外:7,5YR7/4に ぶい橙色
やや
粗

良好 外面体部に煤
非生駒西麓産

356 48 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

中形鉢A2 口径:(u.8) 口縁部～体部1/5 内:2.5Y5/1黄 灰色
外:2.51「5/2灰 黄色

やや
粗

良好 外面下半黒斑
生駒西麓産

357 48 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

中形鉢屹 口径:(22.6) 口縁～体部6/1 内外:5Y5/1灰 色 やや
粗

良好 生駒西麓産

358 48 35 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

中形f$Al 口 径:19.0器 高:12.2

底 径:4.6

全体の3/4 内外 二loves/3に ぶい黄褐色 やや
粗

良好 底部内面に窪み
生駒西麓産

359 48 35 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

中形鉢Al 口 径:(18.5)器 高:ll.5

底 径:4.0

全体の1/2 内外:IOYft7Bに ぶい黄澄色 やや
租

良好 生駒西麓産

360 48 35 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

大形鉢A 口 径:25.6器 高10,0

底 径:5.5

ほぼ完形 内外:2.5Y6/2灰 黄色 やや
粗

良好
生駒西麗産

361 48 35 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

大形鉢B 口 径:25.8器 高:14,4

底 径:4.9

全体の5/4 内外:IOYRs/3に ぶい黄褐色
■

やや
粗

良好
生駒西麓産

362 98 35 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

大形鉢B ロ 径;32.9器 高:16.5

底 径:5.4

完形 内:101'R7/3に ぶい黄橙色

外:101'R6/2灰 黄褐色

やや
粗

良好 外面体部中位に黒斑
生駒西麓産

363 48 35 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

大形鉢B ロ径:(25.4) ロ縁～体部vs 内外:2.SY8/3淡 黄色 やや
粗

良好
生駒西麓産

364 48 36 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

大形鉢B 口 径:27.4器 高:13.t

底 径:5.9

ほぼ完形 内外:7.54'RS/3に ぶい褐色 やや
租

良好
生駒西麓産

365 48 36 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

大形鉢C 口径:28.0 口縁～体部皇/4 内外:10YR8/3浅 黄橙色 密 良好 把手あり
生駒西麓産

366 48 36 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

大形鉢B ロ 径:31.9.器 高:is,0

底 径:4.3

口縁～体部の一部
を欠く以外完存

内外LOYR6/4に ぶい黄橙色 やや
組

良好
生駒西麓産

367 48 36 A区 5D301

下層
弥生時代後期後
半古相

台付鉢A ロ 径:(iz.6)器 高;8.3

裾 径5.4

脚部完存
鉢部1/3

内外:7.51'R7/4に ぶい橙色 やや
粗

良好
生駒西麓産

368 49 36 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢Bl 口 径:6.2器 高:4.3

底 径:3.3

完形 内:10YR7/1灰 白色

外;]OYR5/1褐 灰色
密 良好 ミニチュア品

生駒西麓産

369 99 36 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢Bl 口 径:6.5器 高:4.2

底 径:3.5

ほぼ完形 内外:10YR2/1黒 色 粗い 良好 ミニチュア品

生駒西麗産
370 49 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

小形鉢Bl 口径:u.2 底部を欠く 内外:2.5Y5/2暗 灰黄色 密 良好
生駒西麓産

371 99 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

小形鉢B1 口 径:ll.7器 高:6.55

底 径:3.6

口縁部の一部を欠

く以外は完存

内外:2.5Y7/2灰 黄色 やや
粗

良好 波状ロ縁
生駒西麓産

372 99 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形$#Bl 口 径:12.0器 高:8.0

底 径:4.15

ロ縁部の一部を欠

く以外完存

内外:10YR7/4に ぶい黄澄色 密 良好
生駒西麓産

373 99 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形　$Bl 口 径:13.3器 高:8.0

底 径:3.75

ロ縁部の一部を欠

く以外完存
内外:10YR5/2灰 黄褐色 粗い 良好

生駒西麓産
374 49 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形BkBI 口 径:(14.6)器 高:7.6

底 径:4.2

約1/2 内外:10YR5/3に ぶい黄褐色 やや
粗

良好
生駒西麓産

375 99 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

小形鉢BI 口 径:(12.4)器 高:6.1

底 径:3.7

1/9 内外:10YR7/1灰 臼色 やや
粗

良好
生駒西麓産

376 49 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢B1 口 径;tz.85器 高:7.2

底 径:3.5

ロ縁部の一部を欠

く以外完存

内外:10YR8/嫉 黄橙色 やや
粗

良好 体部内面黒斑
非生駒西麓産

377 99 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢Bl 口 径:(13,8)器 高:5.65

底 径:4.5

ロ縁部の一部を欠

く

内:10YR3/1黒 褐色

外:10YR5/3に ぶい黄褐色
粗い 良好

生駒西麓産
378 99 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢B1 口 径;14.8器 高:6.6

底 径:4.1

ロ縁部の一部を欠

く以外完存
内外:10YR6/4{こ ぶい黄橙色 やや

粗
良妊 口縁部黒斑2ケ 所

生駒酉麓産
379 99 36 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢B1 ロ 径:14.6器 高:8.25

底 径:4.9

ロ縁部の一部を欠

く以外完存
内外;10YR5〆3に ぶい黄褐色 やや

租
良好

生駒西麓産
380 49 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

小形$$B1 ロ 径:14.2器 高:7.85

底 径:3.9

ロ縁部の一部を欠

く以外完存

内外:10YR5〆3に ぶい黄褐色 粗い 良好
生駒西麓産

381 49 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

小形鉢B1 ロ 径:14.6器 高:6.9

底 径:4.2

完形 内:10YR5/3に ぶい黄褐色

外:10YR4/2灰 黄褐色
やや
粗

良好 体部外面に煤
生駒西麓産

382 49 36 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢B1 口 径;14.9器 高:12.35

底 径:3.6

完形 内外:10YR6/4に ぶい黄橙色 やや
租

良好 生駒西麓産

383 49 36 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

中形鉢B 口 径;23.0器 高:12.2

底 径:5.5

完形 内外:10YR6/3に ぶい黄燈色 やや
租

良好 体部に黒斑
生駒西麓産

384 49 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

小形鉢B2 ロ 径;1L5器 高:7.2

底 径:3.5

完形 内外:10R5/8赤 色 密 良好 非生駒西麓産

385 49 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢B2 口 径;13.5器 高:6.8

底 径:4.1

完形 内:101'R8/2灰 白色

外:10YR7/2に ぶい黄橙色
密 良好 生駒西麓産

一75一
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産、含まないものは非生駒酉麓と記す〉

366 99 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢B2 ロ 径:u.6器 高:6.7

底 径:4.0

完形 内外:10YR6/2灰 黄褐色 密 良好 生駒西麓産

387 49 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古椙

小形鉢B2 口 径:12,5器 高:8,7

底 径:4.1

ほぼ完形 内外:IOYR7〆2に ぶい黄燈色 密 良好 波状口縁 口縁部外面黒斑
生駒西麓産

388 A9 A区 5D301

下層
弥生時代後期後
半古相

小形鉢B2 口 径;io.a器 高:7.0

底 径:4.i

ほぼ完形 内外;2.5Y7/2灰 黄色 やや
粗

良好 波状口縁 口縁部外面黒斑
生駒西麓産

389 49 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢B2 口 径;12.0器 高:6.75

底 径:3.2

完形 内外;7.5}'R7/6fSt色 密 良好 非生駒西麓産

390 A9 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢B2 ロ 径:(14.3)器 高 二7.6

底 径:4.5

口縁部の一部を欠

く
内外:7.SYRS/6浅 黄橦色 やや

粗
良好 非生駒西麗産

391 49 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢B2 口fz;14.6器 高:7.9

底 径:4.2

完形 内外;IOYR6/2灰 黄褐色 密 良好 体部外面下位、体部内面下位、高台部、黒斑
生駒酉麓産

392 49 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢B2 口(z;15.0器 高:6.9

底 径:4.3

完形 内外;roves/9に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麗産

393 49 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

小形鉢B2 口 径:1fi.2器 高:8.9

底 径:9.6

完形 内外:IOYR5/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 波状ロ縁
生駒西麓産

394 49 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢C 口 径:10.4 1/2 内外:2,5Y5/2暗 灰黄色 やや
粗

良好
生駒西麓産

395 49 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢C 口 径:11.4器 高:6.7

底 径:9.6

完形 内外:IOYR6/aに ぶい黄燈色 密 良好
生駒西麓産

39fi 49 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

小形鉢c 口 径;8.6器 高;6.4

底 径:3.3

ほぼ完形 内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 密 良好
生駒西麗産

397 49 A区 5D301

下層
弥生時代後期後
半古相

小形鉢C 口 径:12.2器 高;7.IS

底 径:4.亘

完形 内外:IOYR7/6明 黄褐色 密 良好
生駒西麓産

398 49 A区 SD301
下層

弥生時代後期後
半古相

中形鉢C 口 径:17,1器 高:8.3

底 径:4.1

ほぼ完形 内外:10YR5/3に ぶい黄褐色 密 良好
生駒西麓産

399 49 A区 SD30正

下層

弥生時代後期後
半古相

中形鉢C 口 径:15.3器 高;11.0

底 径:4.0

完形 内外:10YR7/4に ぶい黄橙色 密 良好 口縁端部未成形
生駒西麗産

900 一〇9 37 汽区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有孔鉢 口 径:1L4器 高:S.0

底 径:3.1

完形 内外;2.5Y7〆3浅 黄色 密 良好 波状口縁 焼成前穿孔
生駒西麓産

401 49 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有孔鉢 口径:1L7器 高:7.8

底径:2.7

口縁部の一部を欠

く

内外:SY6/6澄 色 良好 波状ロ縁 焼成後穿孔 内面の大半が黒斑
生駒西麓産

402 49 37 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

有孔鉢 口 径:14.1器 高:8.9

底 径:4.1

完形 内外:10YR5/2灰 黄褐色 良好 ロ縁部外面及びロ緑部から体部下位内面に黒斑 焼
成前穿孔 生駒西麓産

AO3 ns A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有孔鉢 ロ 径:17.2器 高:16.6

底 径;4.8

ほぼ完形 内外:2.6Y6/艮 黄灰色 やや
粗

良好 焼成前穿孔
生駒西麓産

404 50 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有孔鉢 口 径:12.0器 高:9.75

底 径;3.9

V2 内外:7.5YR7/9に ぶい橙色 やや
粗

良好 焼成前穿孔
生駒西麓産

405 50 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

有孔鉢 口 径:(9.6)器 高:8.0

底 径:(9.3)

vz 内外:2.5Y7/3浅 黄色 粗い 良好 体部中位～底部黒斑 焼成前穿孔
生駒西麓産

406 50 37 A区 5D301

下層
弥生時代後期後
半古相

有孔鉢 口径:(艮0.2)器 高:8.9

底 径;3.0

口縁部の一部を欠

く以外完存

内外:2.5Y8/2灰 白色 密 良好 波状口縁 体部上位黒斑 焼成前穿孔
生駒西麓産

ao7 50 37 A区 5D301

下層
弥生時代後期後
半古相

有孔鉢 口径:15.z器 高:io.z

底 径:3.0

完形 内外;7.SYR6/4に ぶい橙色 やや
粗

良好 燒成前穿孔
生駒西麓産

408 50 n区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有孔鉢 口径:15.2器 高:9.0

底 径:3.4

口縁部の一部欠損 内外;10YR7/4に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 焼成前穿孔
非生駒西麓産

409 50 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有孔鉢 口径:17.0器 高:9.75

底 径:3.6

完形 内外:10YR6/正 褐灰色 やや
粗

良好 体部外面に黒斑 焼成前穿孔
生駒西麓産

410 50 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯

A2

ロ径:17.3 杯部完存 内外:10YR5/1褐 杯褐色 密 良好 杯部内外面に煤
生駒西麓産

411 50 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯

A2

ロ径:21.6 杯部ほぼ完存 内外:10YR7/4に ぶい黄橙色 密 良好 ロ縁部黒斑
生駒西麓産

412 50 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A2

口径:26.2 杯部3/4 内;7.5YR5/2灰 褐色

外:7.SYR7/4に ぶい橙色

やや
粗

良好 口縁部黒斑
生駒西麓産

413
'
aO A区 SD30正

下層
弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
nz

口径:18.8器 高 二12.2

裾部径:(H.8)
杯部9/5
脚部U2

内外:10YR8/4浅 黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

414 50 37 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A2

口径:22.4 杯部1/2
裾部を欠く

内外:IOSR7/6明 黄褐色 やや
粗

良好 口縁部黒斑
生駒西麓産

415 50 37 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A2

口 径:26.0器 高:is.6

裾 部 径:i7.a

ほぼ完形 内外;7.SYR7/6澄 色 密 良好 非生駒西麓産

416 50 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯

A2

口 径:25.9器 高:17.6

裾 部 径:16.6

口縁部の一部を欠

く以外完存

内外:2.SY8/t灰 褐色 粗い 良好 非生駒西麓産

917 50 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A2

ロ径:2LO器 高:15.1

裾部径13.0

ほぼ完形 内:7.5YR6/4に ぶい橙色

外:7.5YR8/6浅 黄橙色

やや
粗

良好 非生駒西麓産

us 50 38 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A2

口 径:26.4器 高:17.3

裾 部 径 二13.0

ほぼ完形 内外:10YR6/3に ぶい黄燈色 密 良好 口縁部外面黒斑
生駒西麓産

419 50 38 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A2

口径:3L5器 高:18,8

裾部径:15.2

ほぼ完形 内外:10YR5/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 生駒西麓産

420 50 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯

A3

口 径:10.4器 高:8.3

裾 部 径:6.9

ほぼ完形 内外:7.8YR8/4tk黄 橙色 密 良好 非生駒西麓産

421 50 38 A区 5D301

下層
弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
Al

口 径:22.7 杯部3/4

裾部欠損

内外;2.SYS/2暗 灰黄色 やや
粗

良好 口縁部内面黒斑
生駒西麓産

422 51 A区 5D301
下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
Al

口 径:22.2器 高;16.3

裾 部 径:13.5

完形 内外:10YR5/8黄 褐色 良好 生駒西麓産

423 51 38 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
Al

口 径;(zo.a)器 高:15.8

糖 部 径:13.t

杯部1/2
脚部完存

内外:10YR7/4に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 裾端部にキザミ目
非生駒西麓産

424 51 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A3

口 径;21.2器 高:10.6

裾 部 径:(13.7)

杯部1/2

脚部1/3

内;2.5Y6/2灰 黄色
外:10YR4/1褐 灰色

やや
粗

良好 生駒西麓産

nzs 51 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯

A3

口径:(25.9) 杯部1/3

裾部欠損

内外:]0}'R7/4に ぶい黄澄色 やや
粗

良好 口縁部外面黒斑
生駒西麓産

426 51 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A3

口 径:(27.6)器 高:13.1

裾 部 径:13.5

杯部1/4

裾部1/6

内外:2.5Y8/2灰 白色 密 良好 裾端部にキザミ目 口緑部内外面黒斑
非生駒西麓産

az7 Sl 38 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A3

口 径:22.7器 高:16.t

裾 部 径:14.8

ほぼ完形 内:7.SyRB/6浅 黄橙色

外:2.5YR7/8橙 色

やや
粗

良好 裾端部にキザミ目 ロ縁部外面煤
非生駒西麓産

428 51 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A3

口 径:(23.2)器 高:19.2

裾 部 径:14.3

杯部1/2

脚部2/3

内外 二5YR6/4にぶい橙色 密 良好 生駒西麓産

929 51 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

有稜高杯

A3

口 径:24.5器 高;15.55

裾 部 径:16.0

杯部ほぼ完存
裾部Vz

内外:SYRfi/4に ぶい澄色 密 良好 生駒西麗産

aao 51 38 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

有稜高杯
A3

口 径:27.7器 高:16.0

裾 部 径;(13.9)

杯部ほぼ完存
裾部2/3

内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 密 良好 生駒西麓産

asi 5L A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

高杯 部径:ti.6 杯口縁部を欠く 内外:IOYR7/6明 黄褐色 密 良好 生駒西麓産

asz 51 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

高杯 裾部径:Uo.5) 杯底部～裾部 内外:2.5Y8/3浅 黄色 密 良好 非生駒西麓産

433 51 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

高杯 裾部径:16.2 杯底部～裾部 内外:10YR6/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

434 Sl A区 5D301

下層
弥生時代後期後
半古相

高杯脚部 裾部径;14.4 脚部完存 内外:]OYR7/2に ぶい黄橙色 密 良好 生駒西麓産

435 Sl A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

高杯脚部 裾部径;16.4 裾部1/2 内外:7.5YR7/6橙 色 密 良好 生駒西麓産

436 51 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

高杯脚部 裾部径:(12.6) 脚部完存 内外:101'R7/3に ぶい黄橙色 密 良好 生駒酉麓産

437 51 A区 5D301

下層

弥生時代後期後
半古相

高杯脚部 据部径:13.7 脚部ほぼ完存 内外:IOYR7/3に ぶい黄橙色 密 良好 非生駒西麓産

438 51 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

高杯脚部 裾部径;io.9 脚部4/5 内外:10YR7/4に ぶい黄橙色 密 良好 生駒西麓産

439 52 38 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
A2

口 で蚤;20,9器 高:15.7

裾 部 径:14.8

完形 内外:5YR6/6橙 色 やや
粗

良好 口縁端面に4条 の擬凹線文
生駒西龍産

440 52 38 AL SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
A2

口径;20.O 杯部ほぼ完存
裾部欠損

内外:5YR6/6橙 色 やや
粗

良好 生駒西麓産

一76一
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441 52 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
B1

口径:13.0器 高:10.4

裾 部 径:(8.5)

杯部2/3
裾部1/2

内外:7.5YR7〆4に ぶい橙色 やや
粗

良好 ロ縁部黒斑
生駒西髭産

442 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
B1

口 径:13.4器 高:10.2

裾 部 径:10.6

杯部完存
裾部2/3

内外:10YR5/1?&灰 色 やや
粗

良好 生駒西麓産

443 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
B1

口 径:19.4 杯部完存
裾部欠損

内外:7.5YR6/4に ぶい橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

449 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

椀形高杯

B1

口 径;12.2器 高:ll.2

裾 部 径:S.3

杯部1/2

脚部完存

内外:10YR8/3ik黄 橙色 密 良好 非生駒西麓産

945 52 39 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
82

口 径:15.7器 高:13.3

裾 部 径:9.8

杯部1/2
裾部1/3

内外:10YR8/3浅 黄橙色 やや
粗

良好 非生駒西麓産

446 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
B2

ロ 径:16.1器 高:13.了

裾 部 径:io.6

杯部レ2
裾部2/3

内外:10YR8/2灰 白色 密 良好 生駒西麓産

947 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
62

口 径:(is.0)器 高:12,9

裾 部 径:12.2

杯部1/2

脚部完存

内外;51'R7/6橙 色 やや
粗

良好 杯ロ縁部及び裾部に黒斑
生駒西麓産

448 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

椀形高杯

B2

ロ 径:(is.7) 杯部2/3

裾部欠損

内外:2.SYR8/2灰 白色 密 良好 非生駒西麓産

449 52 39 A区 SD30t

下層
弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
B2

口 径:L8.2器 高:15.8

裾 部 径:14.7

杯部1/2

脚部3/4

内外;10YR8/3浅 黄橙色 やや
粗

良好 非生駒西麓産

450 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
Al

ロ 径:21.z 杯部ほぼ完存 内外:10YR6/2灰 黄褐色 蜜 良好 生駒西麓産

451 52 39 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
AI

口 径;is.3 裾部を欠く以外は
完存

内外:IOYR6/3に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 脚部上位に35k,下 位に4条 の沈線文
生駒西麓産

452 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

擁形高杯

八1

口 径:21.t 裾部を欠く 内:10YR8/3浅 黄橙色

外:7.5YR6/9に ぶい橙色

やや
粗

良好 杯部口縁部外面に黒斑
生駒西麓産

453 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
Al

口径:18.8 裾部を欠く 内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 口縁部外面に黒斑
生駒西麓産

459 52 39 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

椀形高杯
Al

口 径:.(18,3)器 高:13.7

裾 部 径:16.1

杯部1/4
脚部完存

内外:10YR6/4に ぶい黄橙色 やや
粗

良好 生駒西麓産

455 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

器台A 口径:2G.3 口縁部100%

脚部50%

内外:]OYRS/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 ロ縁部と端面の外面に部分的に赤色顔料を塗布
生駒西麓産

456 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

器台A 裾径:(17.2) 脚部50%

裾部25%

内外:]OYRS/1褐 灰色 やや
粗

良好 生駒西麓産

957 52 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

器台B 裾径:Q5.0) 裾部25% 内外:10YR4/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 生駒西麗産

458 53 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

蓋A 口 径:11.3器 高:4.1

っ ま み 径:3.0

全体2/3 内外:10YR6/2灰 黄褐色 やや
粗

良好 2個 一組の穿孔あり

生駒西麓産

459 53 A区 SD301

下層
弥生時代後期後
半古相

蓋八 口径15.0器 高:5.6

つまみ径:3.2

全体2/3 内外:10YR5/3に ぶい黄褐色 蜜 良好 口縁部内外面煤
生駒西麓産

460 53 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

蓋A ロ 径:20.2器 高:6.9

つ ま み 径:3.了

全体Va 内外:10YR5/2灰 黄褐色 蜜 良好 内面口縁部付近煤
生駒西麓産

461 53 39 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

手焙り形
土器

器高:16.9

体部最大径:17.6

覆部の一部を欠く
以外完存

内外:7.5YR6/6橙 色 蜜 良好 体部～覆部に煤
生駒西麗産

462 53 39 A区 SD301

下層

弥生時代後期後
半古相

手焙 り形

:ヒ器

体部最大径:is.3底 径:4.3 覆部を欠く 内外:10YR5/3に ぶい褐色 やや
粗

良好 内面に煤
生駒西麗産

463 a3 40 A区 5D301

下層
弥生時代後期後
半古相

手焙り形
土器

体部最大径:17.3底 径:1.8 覆部の上部を欠く
以外完存

内外:7.5YR7/4に ぶい橙色 やや
粗

良好 体部下位内外面に黒斑 体部上位外面に黒斑
生駒西麓産

469 54 40 B区 5D301 弥生時代後期後
半古相

手焙り形
土器

体部最大径:16.9 体部1/2 内:10YR5/3に ぶい黄褐色
外;7.5YR6/4に ぶい橙色

やや
粗

良好 外面に波状文、列点文 外面上半一部黒斑
生駒西麓産

465 56 B区 5D302 弥生時代中期後
半

壺 口 径:(14.8) 口縁～体部1/3 内:7.51'R5/9に ぶい橙色
外:7.5YR5/3に ぶい橙色

やや
粗

良好 生駒西麓産

466 56 B区 SD302 弥生時代中期後
半

壼 口径:(20.9) 口縁部vs 内:10YR7/3に ぶい橙色

外:10YR6/2灰 黄褐色

やや
粗

良好 口縁端面に簾状文 頸部に直線文
生駒西麓産

467 56 B区 SD302 弥生時代中期後
半

壼 口径:(32.8) 口縁部1/5 内:10}'RS/3

外:IO}'R6/2灰 黄 褐 色

やや
粗

良好 口縁内面に円形浮文 ロ縁端面にキザミ目
生駒西麓産

468 56 B区 SD302 弥生時代中期後
半

有段口縁
壼

口径:(20.2) 口縁部1/4 内外:7.5}R5/4に ぶい褐色 やや
粗

良好 口縁外面に簾状文、刺突文
生駒西麓産

469 56 40 B区 SD302 弥生時代中期後
半

有段口縁
壺

ロ 径:(21.8) 口縁部1/7 内:LOYRS/4に ぶい黄褐色
外:101'R6/3に ぶい黄橙色

やや
租

良好 口縁外面に櫛描列点文、櫛描扇形文、簾状文
生駒西麓産

470 56 40 B区 SD302 弥生時代中期後
半

有段口縁
壺

ロ径:(23.2) 口縁部1/5 内:10YR6〆9に ぶい黄橙色

外:7.SYR7/4fこ ぶレ、橙色

やや
粗

良好 口縁外面2段 の簾状文、簾状文上段に刺突文 頸部
縦方向ハケ目 生駒西麓産

471 56 B区 SD303 弥生時代中期後
半

甕 口 径:(is.9) ロ縁部1/9 内:7.5185/3に ぶい褐色

外:10yR4/2灰 黄褐色

やや
粗

良好 生駒西麗産

472 5fi B区 SD302 弥生時代中期後
半

甕 口 径:(t9.8) 口'0'1'+1/5 内:10YR6〆4に ぶい黄橙色

外:7.5YR6/4に ぶい燈 色

やや
粗

良好 外面煤付着
生駒西麓産

473 56 B区 SD302 弥生時代中期後
半

鉢 口 径;(16.3) 口縁部レ7 内:10YR6/3に ぶい黄橙色
外:2.SYG/2灰 黄色

やや
粗

良好 外面簾状文3段
生駒西麓産

474 56 B区 SD303 弥生時代中期後
半

鉢 口径:(20.4) 口縁部正/io 内:7.5YR7/3に ぶい橙 色
外:7.51'R7/2明 褐灰色

やや
粗

良好 外面簾状文3段
生駒西麓産

475 56 B区 SD302 弥生時代中期後
半

甕 口径:(31.4) 口縁部1/7 内:2.5YR7/2灰 黄色

外:2.SSRfi/3に ぶい黄色

やや
粗

良好 生駒西麓産

476 56 B区 SD302 弥生時代中期後
半

甕 ロ 径:(37.9) 口縁部1/8 内:10yR5/2灰 黄褐色

外:10YR5/3に ぶい黄褐色

やや
粗

良好 生駒西麓産

477 56 B区 SD302 弥生時代中期後
半

壼か甕 底径:(8.0) 底部1/2 内:LOYR5/3に ぶい黄褐色
外:10YR6/3に ぶい黄橙色

やや
粗

良好 内外面煤付着 ・
生駒西麗産

478 56 B区 SD302 弥生時代中期後
半

壺か甕 底径:5.3 底部完存 内:2.5Y3/1褐 色

外:IOYR4/2灰 黄褐色

蜜 良好 外面煤付着
生駒西麓産

479 56 B区 SD302 弥生時代中期後
半

壺か甕 底径:7.9 底部完存 内:10YR8/3浅 黄橙色

外:10YR7/3に ぶい黄橙色

粗い 良好 葬生駒西麓産

980 56 B区 5D302 弥生時代中期後
半

大形鉢 口径:(28.6)体 部最大径:

(31.2)

口縁部～体部1/5 内:10YR6/3に ぶい黄澄色

外:10YR5/2灰 黄褐色

やや
粗

良好 外面簾状文3段
生駒西麓産

981 56 ao B区 SD304 弥生時代中期後
半

大形鉢 ロ径:(31.6)体 部最大径:

(34.9)

口縁部～体部i/io 内;na/O暗 灰色
外:2.SY5/3黄 褐色

やや
粗

良好 内面黒斑
生駒西麓産

482 56 B区 SD302 弥生時代中期後
半

高杯 裾径(13.2) 脚部4/5 内:5YR7/6澄 色
外:5YR6/6橙 色

やや
粗

良好 脚端部一部黒斑
非生駒西麓産

483 56 40 B区 SD302 弥生時代中期後
半

台付鉢 裾径(14.6) 台部1/3 内:z.5YR9/4に ぶい赤褐色

外;2.51'R9/8赤 褐色

やや
粗

良好 内面一部黒斑
生駒西麗産

nan 56 6区 SD303 弥生時代中期後
半

台付鉢 裾径(u.1) 台部1/2 内:z.SYR6/4に ぶい黄色

外:101R5/3に ぶい黄褐色

やや
粗

良好 外面一部黒斑
生駒西麓産
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第3章 ま とめ

調査の結果 、弥生時代 中期後半 ・弥生時代後期後半古相 ・古墳時代中期～後期 ・奈良時代中期

～平安時代初頭の遺構 ・遺物 を検 出 した。以下、周辺の調査結果お よび八尾市域の調査か ら出土

した類例 などを加 え、時代順 に記述す る。

弥生時代中期後半～古墳時代前期

弥生時代中期後半(河 内N-1～2様 式)で は、南部のB区 で、土坑(SK301・303)や 溝(SD302

～304)な どを検出 した。本調査地以北の調査では、同時期の遺構や遺物は見つかっていない こと

や、西部の市教委2009-433(第1図25)、 同2005-504(第1図19)、 研究会第11次(第1図27)、 南

西部の研究会第2次(第1図6)、 同第17次(第1図33)な どでは、遺構や遺物が多 く確認 され て

いることか ら考えると、同時期の集落の北端に本調査地が位置 していると推測できる。

本調査地では、後期初頭～前半の遺構お よび土器 はなかった。しか し、南西側 の研究会第2次(第

1図6)や 同第11次(第1図27)で は遺物の出土が確認 され、また、西側 の市教委97-444(第1図

4)で は同時期 の井戸や溝 を検 出 していることか ら、居住域は南西部へ移動 しているようである。

その後、本調査地での活動は後期後半であ り、A～C区 では後期後半の古相に相当する溝(SD

301)を 検 出した。SD301か らは、多量の土器が出土 してお り、これ らの土器 は河内にお ける第V

様式の土器 を考察す る うえで良好 な資料 といえる。土器 の時期は、原 田編年の後期後半(畿 内第V

様式後半)古 相(原 田2003)に 比定できる。多量の土器の中には、淡路型(系)の 甕(103)、 近江系の

甕(104)、 手焙 り形土器(464)、 北近畿系の広 口壺(135)・ 無頸壺(264)・ 高杯(439)な ど、他地域 か

らの搬入 あるいは影響 が考え られ る外来系の土器 も出土 した。また、受 口状 口縁 とした甕の うち

102.270.281・313・314・318.330・333・349・350は 、丹波地域の甕の分類のB類(有 段 口縁)(高

野2009)に 類似 し、北近畿系の土器 の影響を受けた可能性が高い と考えられる。同時期 の恩智遺跡

SD13か らは、淡路型 の甕(132)や 近江系の甕(161)が 出土 している(今 村1980)。 また、成法寺遺

跡第5次 調査のSD303下 層(坪 田1992)か ら出土 した脚台付 の広 口壼(164)は 、口縁部外面 に擬

凹線文を施す特徴か ら北近畿系のもの、甕(192)は 、口縁端部 にキザ ミ目、口縁部外面にハケを施

す淡路系のものと考える。 さらに、四条畷市の雁屋遺跡で も後期後半古段階の周溝状遺構か ら北

近畿系の甕(11)、 台付 き鉢(18)、 高杯(25)が 、周溝状遺構に接続す る溝か らは近江 ・山城系の鉢

(30)、 竪穴住居跡か らは北近畿系の鉢(31)の 出土があった(三 好他2007)。 以上の事柄 か ら考 える

と、同時期 における河内地域は、上記の地域 との交流が活発に行われていたと推測で きる。

また、SD301と 同時期 に比定 される恩智遺跡SD13、 成法寺遺跡第5次 調査SD303、 郡川遺

跡SD230(西 村2009)、 東大阪市の段上遺跡溝100(菅 原2002・2003)で は、大量の土器 を廃棄 して

お り、中河 内地域の各集落では、一斉に生活用具を廃棄 している行為があった ことが確認できた。

大量廃棄 は、居住域移動に伴 う通常の行為、あるいは祭祀で使用 した ものを溝に捨てる忌避行為

であった可能性が考 えられてい る(潜2003)。 廃棄の原因には、 自然環境の変化または社会情勢の

変化に よる事柄が挙げ られ ると思 うが、いずれ にしても、 日常生活に使用 していた もの を捨て去

らなければならないほどの、強い要因があったことは事実である。
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SD301が 埋没 した後、居住域 は北東へ若干移動す るようで、古墳時代初頭 ～前期の遺物 は北東

の府教委調査(第1図34)で 確認 している。

古墳時代中期～後期

同時期 になるとまた本調査地で人々が活動す る。中期～後期 にかけての埴輪34～38や 須恵・器39

が出土 していることや、同時期の埴輪は、南部の市教委99-429(第1図7)、 研究会第3次(第1

図8)で 出土 していることか ら、調査地か ら南東部には墓域が広がっていた可能性 が考えられ る。

また、B区 では、古墳時代後期 中葉に比定できるSE102を 検 出した ことか ら、同時期 には居住域

が存在 していることが判 明 した。

奈良時代中期～平安時代初頭

同時期 には井戸や土坑を検 出 した。この うちC区 のSE103か らは、墨書人面土器(18)や 銅銭『神

功開寳』(2Dが 出土 した。八尾市域での墨書人面土器 の出土例 には、本調査地以外に成法寺遺跡

第12次 調査SE201(坪 田1994)、 成法寺遺跡河川(中 村1994)、 小阪合遺跡川200・719、 第皿面

井戸1(駒 井2000)、 久宝寺遺跡第23次 調査SD282(原 田2006)、 植松遺跡 自然流路(川 瀬2007)

がある。成法寺遺跡第12次 調査 のSE201の ものは4方 向に顔 を描いている。成法寺遺跡 の河川

か らは墨書土器 とともに出土 した。小阪合遺跡 の川200・719か らは21点(1768～1787・1793)が

出土 したがいずれも破片である。第皿面井戸1か ら出土 したもの(1793)は 、目を描いているが鼻、

口などは描かれていない。久宝寺遺跡第23次 調査のSD282か らは、奈良時代後半～平安時代初

頭の土師器甕Aに 描いた墨書人面土器が出土 した。植松遺跡の古墳時代～平安時代初 の自然流路

か らは、完形の墨書土器 とともに人面墨書土器 が出土 した。また、銅銭 『神功開寳』 の八尾市域

の出土例は、本調査地以外に、志紀遺跡か ら5枚(山 田1995)、 池島 ・福万寺遺跡か ら1枚(森 本

1995)、 田井中遺跡か ら1枚(亀 島1998)、 小阪合遺跡第41次 か ら1枚(樋 口2010)が ある。志紀遺

跡 のものはNo.3ト レンチの水 田を覆 う砂層か ら 『萬年通寶』5枚 とともに出土 した。池島 ・福万

寺遺跡の ものは、『開』の字の部分のみが残 る破片で、第14層 から 『富壽神寶』1枚 とともに出

土 してお り、水田の開発 な どにかかわる地鎮 に用い られた もの と考え られている。 田井中遺跡 の

ものは土坑27か ら出土 した。小阪合遣跡第41次 の ものは河川(3002NR)か ら 『隆平永寶』2枚 、

『富壽神寶』4枚 、『承和昌寶』2枚 、『長年大寶』3枚 、『貞観永寶』1枚 とともに出土 し、付近

か ら投棄 された もの と推測 され てい る。上記から、今 回の調査地および各地の遺跡においては、

井戸、河川 、水 田などの水に関連す る儀礼が行われたことが考 えられ る。
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・森 郁夫1992『 古代の土器1都 城の土・器集成』古代の土器研究会編

・佐藤 隆1992「 第II章 第2節 平安時代における長原遺跡の動向」 『長原遺跡発掘調査報告V』 財団法人

大阪市文化財協会

一79一



・森岡秀人2003「 「淡路型甕」叩き甕の提唱 と摂津一環瀬戸内海をめぐる交流の一要素一」 『初期古墳と大和の考

古学』学生社

・池田 毅2013「 淡路型甕の類型一調整手法の差異 とその特徴性一」 『みずほ別冊 弥生研究の群像』一七田忠昭 ・

森岡秀人 ・松本岩雄 ・深澤芳樹さん還暦記念一 大和弥生文化の会

・高野陽子2009「 弥生後期土器の地域色 とその系統」 『京都府埋蔵文化財情報第108号 』財団法人京都府埋蔵文

化財調査研究センター

・三好 玄 杉本厚典 野島 稔 深澤芳樹2007「 弥生時代後期周溝状遺構に伴 う土器群一大阪府四条畷市雁

屋遺跡第3次 調査か ら一」 『大阪歴史博物館 研究紀要 第6号 』大阪歴史博物館

・今村道雄他1980『 恩智遺跡』瓜生堂遺跡調査会

・坪田真一1992「1成 法寺遺跡(第5次 調査)」 『平成4年 度 人尾市埋蔵文化財発掘調査報告(II)』 財団法人

八尾市文化財調査研究会報告35財 団法人人尾市文化財調査研究会

・西村公助2009「II郡 川遺跡第7次 調査(KR2007-7)」 『郡川遺跡 財団法人八尾市文化財調査研究会報告

125』 財団法人人尾市文化財調査研究会

・菅原章太2002『 段上遺跡第12次 発掘調査概要報告』 東大阪市教育委員会

・菅原章太2003『 段上遺跡第13次 発掘調査報告書』 東大阪市教育委員会

・酒 斎2003「 第2節 河内の弥生時代後期土器に現れる2・3の 現象 一溝へ廃棄 された土器が語るのも一」『久

宝寺遺跡第29次 発掘調査報告書』一大阪竜華都市拠点地区竜華東西線4工 区に伴 う一(財)人 尾市文化財調査研

究会報告74(財)八 尾市文化財調査研究会

・坪田真一1994「IX成 法寺遺跡第12次 調査(SH93-12)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告42』 財団

法人八尾市文化財調査研究会

・中村清美1994『 成法寺遺跡発掘調査概要 ・VII』一八尾市南本町1丁 目所在及び八尾市東本町5丁 目所在(東 郷遺

跡)一 大阪府教育委員会

・駒井正明他2000『 八尾市若草町所在 小阪合遺跡』一都市基盤整備公団人尾団地建替えに伴 う発掘調査報告書一

(財)大阪府文化財調査研究センター調査報告書 第51集(財)大 阪府文化財調査研究センター

・原田昌則2006「1久 宝寺遺跡(第23次 調査)」『久宝寺遺跡(財)八 尾市文化財調査研究会報告89』(財)

八尾市文化財調査研究会

・川瀬貴子2007『 人尾市 植松遺跡』大阪府営人尾植松(第1期)住 宅(建て替え)事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査

報告書(財)大 阪府文化財センター調査報告書 第164集(財)大 阪府文化財センター

・山田隆一1995 .3『八尾市志紀町西1丁 目所在 志紀遺跡発掘調査概要 ・N一 志紀流域調節池築造工事に伴 う発

掘調査一』大阪府教育委員会

・森本 徹1995 .3『池島・福万寺遺跡発掘調査概要 ・XII』 財団法人大阪文化財センター

・亀島重則1998 .3『 田井中遺跡発掘調査概要 ・VI[』大阪府教育委員会

・樋 口 薫2010「 小阪合遺跡第41次 調査出土の古代銭貨」 『人尾市内平成21年 度発掘調査報告書』人尾市文化

財調査報告61平 成21年 度国庫補助事業 人尾市教育委員会

・鐘方正樹2006『 井戸の考古学』同成社
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1

A区 第1面 全景(北 から)

B区 第1面 全景(東か ら)
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2

C区 第1・3面 全 景(北 か ら)

D区 第1面 全景(北 から)
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3

昇粤翻轟 罫L)1

1
!

B区 第1面

SE101(南 か ら)

B区 第1面SE101

井 戸 枠 内部(南 か ら)
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4

B区 第1面SE102

断 面(南 か ら)

C区 第1面SE103

(北か ら)

C区 第1面SE103

井 戸 枠 検 出 状 況(南 か ら)
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A区 第2面 全景(北 から)

A区 第3面 全景(北 から)
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6

B区 第3面 全景

(東から)

B区 第3面SK303

(南か ら)

B区 第3面SP301～304・

SK301(北 か ら)



図

版

7

A区 第3面SD301上 層 遺 物 出 土 状 況(北 か ら)

A区 第3面SD301上 層遺 物 出 土 状 況(南 か ら)
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A区 第3面SD301北 部 下 層 遺 物 出 土 状 況(北 か ら)

A区 第3面SD301南 部下層遺物出土状況(南 から)
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A区 第3面SD301上 層

(X45～42ラ イ ン付 近)遺 物

出土 状 況(北 か ら)

A区 第3面SD301上 層

(X45～42ラ イ ン付 近)遺 物

出 土 状 況(東 か ら)

A区 第3面SD301下 層

(X43・42ラ イ ン付 近)遺 物

出 土 状 況(西 か ら)



図

版

-o

A区 第3面SD301完 掘 状 況(北 か ら)

B区 第3面SD301(南 か ら)
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SE101(3・5・6・7)、SE102(9)、SE103(11・12・13・14)出 土 遺 物
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SE103(15～2D、SK102(24・25・27)出 土 遺 物
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SK102(28)、SK103(31・33)、SD104(34・35)、SD117(36・37)出 土 遺 物
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SD103(38)、SD129(43)、SK301(44・45・47・48・50・52)、SK303(53・54)出 土 遺 物
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A区SD301上 層 出 土 遺 物
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A区SD301上 層 出 土 遺 物
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A区SD301上 層 出土 遺 物
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A区SD301上 層 出 土 遺 物
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A区SD301上 層 出土 遺 物
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A区SD301下 層 出土 遺 物



図

版

21

A区SD301下 層 出土 遺 物
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A区SD301下 層 出 土 遺 物
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A区SD301下 層 出 土 遺 物
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A区SD301下 層 出 土遺 物
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A区SD301下 層 出 土 遺 物
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A区SD301下 層出土遺物
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A区SD301下 層 出土 遺 物
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A区SD301下 層出土遺物
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A区SD301下 層 出 土 遺 物
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A区SD301下 層 出 土遺 物
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A区SD301下 層 出 土遺 物
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A区SD301下 層 出 土 遺 物
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A区SD301下 層 出 土 遺 物
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A区SD301下 層出土遺物
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A区SD301下 層出土遺物
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A区SD301下 層出土遺物
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A区SD301下 層 出土 遺 物
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A区SD301下 層出土遺物
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A区SD301下 層 出 土遺 物
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40

A区SD301下 層(463・464)、SD302(469・470・483)、SD304(481)出 土 遺 物
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